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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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もしもこのトランクを拾った方がいたら絶対に開けないでください。

人間にとって危険な武器が入っています。

トランクを開けない限り危害はありません。

後記の電話番号に連絡をし、風通しのよい静かな場所で保管をしてください。
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　蛍光灯に冷たく照らされたいつものワンルームの部屋の中。

　すえたような匂においの元は床に置かれた箱だった。激はげしく損そん傷しようしたトランク。

　表記されている電話番号は血に汚れて読めなかった。

　海外旅行用ほどの大きさの黒く塗と装そうされたスチール製のトランクは、所々塗装がはげ歪いびつにひしゃげてロックも壊こわれていた。ボディの側面には黄色いカラーで、『ＤＡＮＧＥＲ』と書かれたマークがあり、どす黒く乾いた血の固まりがこびりついていた。

　そんなトランクがカタカタと小さく動いている。

　トランクに手をかけ開けてみると、悲鳴のような軋きしみと共に中身があらわになった。

　──人間にとって危険な武器が入っています。

　見間違いではなかった。やはり先ほど一いつ瞬しゆんだけ開けてみたときと同じ物が入っている。トランクの内側はラバーで覆おおわれ、大量の黄色いスポンジキューブの保ほ護ご素材で埋められている。中身は慎重に保護されていた。

　ピンク色の唇、黒く長い睫まつ毛げ、栗くり毛げ色いろの髪。それは精せい巧こうな人形のような……。

　両りよう膝ひざを抱えるようにして丸くなっているそれは、ゆっくりと目を開いた。

　トランクの中から体を起こしたのは小柄な少女だった。スポンジの屑くずがパラパラとこぼれ落ち、小さく盛り上がった胸があらわになった。

　彼女は、大きな瞳ひとみをこちらに向けて動きを止めた。

　一糸まとわぬ真っ白な裸体を晒さらした少女はじっとこちらを見つめている。

　わずかに膨ふくらんだ少女の胸に、油性ペンで英文字が書き殴ってあった。
















　　Turn over OK ?（起動しますか？）
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　──パニック。

　自然界のフィールドでは敵を攪かく乱らんするための防ぼう衛えい本能だが、このコンクリートの人じん為い的なジャングルではただ混乱を呼び込むだけのものだった。

　まず視界に入ったのは赤。その赤が血の色だと気づいたとき、すでに周囲はパニックに陥おちいっており、次々に悲鳴が聞こえてきた。

　突然の出来事に恐きよう慌こうをきたして逃走する群衆。恐怖が恐怖を呼び、ただ逃げまどう人間の姿は、暴走するレミングの群れのようだった。

　人波の狭はざ間まから道路に倒れている人間が見えた。灰色のアスファルトに垂れ流された血はタールのように濁にごっている。

　相あい沢ざわ遼りよう一いちはそんな混乱の中、ただ立ちつくしていた。

　状況がまったくわからない。何が起こったのか、どれだけ死傷者がいるのか、どう行動すればいいのか。

　ただ思った。この光景を以前見たような気がする、と。

　それは強烈な頭の痛みを伴う既き視し感だった。

　非日常の光景に体は拒否反応し始めていた。精神を保ほ護ごしようとシャッターを下ろすように情報を遮しや断だんする。視界がチカチカと乱れ、周囲の悲鳴も途切れ始め、血の匂においも夏の暑さも感じられなくなった。

　そんな遼一に向かって歩いてくる人影があった。

　黒っぽい衣装に身を包んだその女性は血まみれだった。頰ほおや口元には血がこびりつき、スカートやシャツはざっくりと裂けている。だらだらと血が垂れ落ちる右手には歪いびつにひしゃげたトランクが握られていた。

　彼女は怪け我がした足を引きずるようにして遼一の目の前に立ち、そして言った。

「このトランクを持って逃げてください」







　──翌日。

　熱気が残っている夏の夕方。相沢遼一はショッピングセンター前の並木道に立っていた。

　駅ビルの側面に設置された大きなビジョンをじっと見つめていたが、画面はただバラエティ番組を垂れ流すばかりだった。テレビ番組も街の雰囲気も、遼一の淀よどんで濁にごった心の中とは違って平へい穏おんだった。いたって平穏……。

　人混みの中にいると、いつも息苦しさを感じる。自分だけ周囲の人々と違うような、それでもその背景の一部分にすぎないような。

　制服姿の生徒たちがアイスクリームを舐なめながら歩いている。笑顔で浮き足立った生徒たちの姿。夏休み前の緩ゆるんだ雰囲気。強烈な日差しにアスファルトから陽炎かげろうが立ち上っていた。

　排気ガスと熱気の中、だらだらと垂れ落ちる汗を拭ぬぐって遼りよう一いちは歩きだした。

　この光景は本物なのだろうかと、ふと思った。テレビのニュースも生徒の会話も真実なのか。繰り返される平凡で退屈な日常。それらは世界を飾る似非えせのパッケージにすぎず、その下に真実が存在しているのでは？

　ショッピングセンターのウインドウを見るとガラスに映った自分と目が合った。自分自身は何も変わっていない。いつもどおりの高校二年生の相あい沢ざわ遼一が立っている。

　駅に隣りん接せつしたショッピングセンターの中に入ると冷気が身を包んだ。映画館などもある複合施設で中央が吹き抜けになっている。コインを放り込むと恋愛成じよう就じゆする噴水があり、その縁ふちに座った女子高校生たちがスターバックスのアイスラテを飲んでいた。

　センター内を進み目当てのショップを見つけると、遼一はその前でぼんやりと立ち止まった。買い物をしなければならなかったが、なかなかそんな気分になれない。

『平凡な日常にちょっとした刺激を……』先ほど強引に手渡されたティッシュのレジャーランドのコピーをちらっと見てから近くのゴミ箱に放り投げた。

　たくさんのカラーが混こん濁だくするショップの中を見ながら思う。カラフルなそれらの商品は、男性を威い嚇かくしているようにしか見えない。まるで鎧よろいだ、と遼一は小さく笑った。

　そんな遼一の背後で、チリンとベルが鳴った。

「相沢君」

　振り返るとセーラー服姿の女の子が立っていた。ショッピングセンター内で自転車を押していた彼女はクラスメイトの赤あか坂さか美み穂ほだった。

「何してるのかな？」

　美穂は肩までの髪を手で払ってこちらを見ている。

「俺おれは何をしてるんだろう」

「何してるんだろうね。学校休んだかと思えば、ランジェリーショップを覗のぞきこんでて」

「学校は終わりか？　今日きようは何か変わったことあった？」

「午前は現国と微分と体育は女子がバスケで男子がハンドボール……」

「校内放送を聞きながら昼ご飯食って、五時間目の英語の教師は教科書読んでるだけだから昼寝して、家に帰って夕ご飯食って寝て、また朝がきて学校だろ」

　ループするかのような日常だった。ずっと変化がないと思っていた日常。

　そう、昨日きのうまでは……。

「私は帰る前に部活があるけどね。これからバスケ部の夏合宿の会議みたいなのがあるから、買いだしに来たんだ」

　美み穂ほは自転車のカゴに入った袋から缶コーヒーを一本取りだすと遼りよう一いちに渡した。

「夏合宿か。部活連中は大変だな」

　冷えたコーヒーを飲むと、少しだけ気持ちが落ち着いた。

「そういえば、相あい沢ざわ君もロッククライミング同好会とか入ってたよね。合宿とかは？」

「どうだろうな。活動なんてないに等しいし」

「男子バスケ部が怒ってたよ。南グラウンドでいつもヘボな同好会が壁登りしてて邪じや魔まだってさ。基礎練習はあそこでやりたいんだって」

「俺おれたちが活動を始めたあとに、バスケリングが設置されたんだから、その意見は違うと思うけどな。ってことで、じゃあな美穂」

　遼一は空き缶をゴミ箱に放り込んで立ち去ろうとした。

「ちょっと待って。何か買い物に来たんじゃないの？」

「いや、別に……」

「五分間ぐらいランジェリーショップを覗のぞいてたよね。それも子供用下着のコーナーを見てた」

「ずっと俺を見てたのか？」

「うん。ずっとパンツを見ながら難しい顔をしてたね。でも、最後ににやっと笑ったから怖くなって声をかけることにしたの」

「友達の……友達の姉ちゃんの誕生日で、その子供の下着でもプレゼントしてやろうと思ったんだ」

「ちょっとびっくりしちゃった。変なことに使うのかとかいろいろ考えちゃった。そんなわけないよね」

「変なことに使うんなら、新品を買ったりしないだろ。いや、変なことに使ったことはないけど」

　遼一と顔を見合わせて笑った美穂だが、ふと首を傾かしげた。

「下着のプレゼントあげるほど仲のいい友達のお姉ちゃんなんて、相沢君にいるの？」

「……ちょっとしたギャグだよ。でも、やっぱりやめよっかな。買うの恥ずかしいし」

　遼一は垂れ落ちる汗を拭ぬぐいながら言い訳をした。

「選ぶの手伝ってあげようか？　どんな子供なのかな」

「小学校高学年から中学生ぐらいかな。二重の大きな目と小さい唇で顔つきは可愛かわいかった。小柄で細めの体にすらっとした手足で栗くり毛げ色いろの長い髪。肌が真っ白ですべすべしてた……」

　遼一はそこで、美穂の視線に気づいて言葉を止めた。

「……って友達が言ってた」

「ふーん」

　美穂は不ふ審しんげに首を傾げながらも、自転車をショップ脇わきに横付けして中に入っていく。

「なあ、そういえば女って何を食べるんだ？」

　下着を選んでいる美み穂ほの後ろに立って遼りよう一いちは聞いた。

「はあ？　どういう意味」

「やっぱり主食は甘いものか？」

　クラスの女子はやたら小さい弁当を食べるくせに、そのあとはコンビニで買ったデザートの類たぐいをパクついている。どっちが主食かといったら明らかに後者のように思えるのだ。

「いや、普通の食べ物だと思うけど。君と同じなんじゃない？」

「美穂は何が好きだっけ。あ、下着は五セットぐらい。安いやつでいいから。胸は小さいから上はスポーツブラみたいなので」

「……私は甘いものだったらプリン系が好きだけどね。なんでいきなりそんなこと聞くの？」

「女の子って何に興味がある？　ファッションと恋愛とおしゃべり？」

「あのさ、前々から思ってたことだけど、君は女の子に対しての情報が極端に少ないよね」

　美穂がむっとしたように振り返った。

「でも、次の選挙でどっちが政権を取るかとか、どの関連株価が上がるかとか、そんな話をしている女子生徒を見たことがない」

「地球規模の話もするよ。温暖化でシロクマが困っててかわいそうとか、ね」

　美穂は選んだ下着を遼一に押しつけた。

「美穂がレジを通してくれ。頼むよ」

　そんな遼一に、美穂がじっと疑わしげな視線を向けた。

「な、なんだよ美穂」

「……すっごい汗かいてるね」

「体調が悪いんだよ」

「そっか。だから今日きよう学校休んだわけだしね」

　美穂はレジに向かった。

　ショップの外で待っていると、会計を終えた美穂が出てきて紙袋を遼一に渡した。

「助かったよ」

「これくらい別にいいけどね。体調悪いなら早く帰りなよ」

　美穂は自転車を少し押してからこちらに振り向いた。

「……相あい沢ざわ君はひとり暮らしだからちょっと心配だね。あとで様子見に行ってあげようか？　ママに言って栄養ある物でも作ってもらってさあ」

「いや大丈夫。俺おれ、風邪かぜ引いてるし、部屋も汚いし」

「そっか。……子供の頃ころとは違うもんね。あのときはお互いの部屋で遊んだりもしたけど」

「そうだよ、俺たちももう高校生だからな」

　遼一は美穂に手を振って足早にその場を離はなれた。美穂も自転車を押して歩きだす。

「明日あしたは学校に来なよ」

　美み穂ほは一度だけ振り返り、走り去る遼りよう一いちの背中を心配そうに見たあと再び歩きだした。




　　　　＊




　マンションの階段を上る足が異様に重く感じた。

　四階の最上階の部屋だがエレベーターを使う気になれない。部屋に辿たどり着くのが嫌だった。階段を上り部屋のドアの前に立って、遼一はふうっとため息を吐いた。体のすべてが重く感じる。吐きだした息さえもずっしりと足下に落ちていく。

　恐る恐る扉を開けると、さらに重い気持ちになった。

「やっぱりな……」

　夢ではなかった。紛まぎれもない現実。外に逃げても悪夢は終わってない。

　いつもは整然としているワンルームの部屋だったが、今日きようは異常に荒れていた。本や雑誌が床に散らばり、中身をぶちまけたゴミ箱が転がっている。

　部屋の中央にいるそれが遼一を悩ます悪夢だった。床にぺたんと座っている少女。

　少女は、部屋に戻ってきた遼一に気づくと、こちらを向いて瞬まばたきをした。人形のように無表情な彼女の姿。

　これはどうすればいいのだ？

　彼女との関連はまったくない。もしかして、ひとり暮らしをしている遼一への神様からの誕生日プレゼントだろうか。しかし誕生日は三ヶ月も先で、このプレゼントは決してうれしくはなかった。子供を作った憶おぼえもない。

　開けっ放しの冷蔵庫の中も荒れていた。濃厚ソースがぶちまけられ、中がべったりと汚れている。

「喉のど渇かわいたのか？」

「…………」

　少女の返答はない。

　それでも遼一は、コンビニの袋から缶コーヒーを取りだすと、タブを開けて少女に渡してやり、冷蔵庫を片付け始めた。

「わわっ」

　ふと振り向くと少女がコーヒーを胸にこぼしていた。急いで駆け寄り、茶色く染まったシャツを脱がしてやる。下には何も着ておらず、むわっと甘い匂においが漂った。

　遼一は視線を逸そらしながらタオルで少女の体を乱暴に拭ふくと、壁に掛けていた学校の制服のワイシャツを少女に着せた。ふと下着を買ってきたことを思いだし、プレゼント用としてごてごてに包装された包みを手に取り、中からシンプルな青いパンツを取りだす。

　パンツに少女の足を片方ずつ通す。視線を上げると少女がじっと遼りよう一いちを見ていた。妙に真っ白く弾力のあるすらりと伸びた足。小さい足の指は作り物のようだと思った。太ももがとてもすべすべとしている。少女が両足を少しだけ開いた。太ももの内側がコーヒーで濡ぬれており一筋の滴しずくが垂れた。

　少女にパンツを穿はかせてから、遼一はぐったりと壁に寄り掛かった。気づくと全身に異常なまでに汗をかいている。

　自己嫌悪に陥おちいる遼一の脇わきで、少女がじっとこちらに視線を向けている。

　イラッときた遼一は部屋の脇に置いたトランクを手に取った。彼女はこのボコボコに歪ゆがんでひしゃげたトランクの中に入っていたのだ。もう一度押し込んでトランクごと捨ててくるしかない、と思った。

　人形のようにおとなしくしている少女を抱え上げ、トランクに強引に押し込もうとしたが、不意に少女が暴れだした。手足をじたばたとさせる少女の力は異様に強い。蹴けり上げられたトランクがキッチンまで吹っ飛びグラスが音を立てて割れ、がつんと少女の腕が顎あごに当たった。

「いつつ……」

　遼一は悶もん絶ぜつした。少女の手首には腕輪のようなものが装着されており、それが顎を直撃したのだ。

　さらに少女は床に散らばる本を投げたりと暴れ続けている。通常はおとなしくしている少女だったが、トランクに入れようとした瞬しゆん間かんにこのように暴徒と化すのだ。

　遼一はしばらく呆ぼう然ぜんとしたあと、すべてを諦あきらめテレビをつけた。五時のニュースをやっていたが、メジャーリーグのイチローの活躍が伝えられているだけだった。やはりあの出来事はニュースになっていない。昨日きのうのあの出来事。

　振り向くと、いつの間にか少女が暴れるのをやめテレビを見ていた。遼一は少女がテレビに興味を向けているうちに、部屋と自分の気持ちの整理を始めた。

　少女をベッドの上にそっと置くと、部屋に散乱した本やガラスの破片を片付ける。少女は身じろぎせずにスイーツ特集の番組に視線を向けている。

　ベランダに出てケージの中の鳥の世話をすることにした。餌えさと水を入れ、砂を入れ替えると、ケージの中の雀すずめが早速砂浴びを始める。その様子をぼんやりと見ているうちに、いくらか気持ちが落ち着いた。

　遼一は雀を眺めながら、もう一度思考を整理する。遭そう遇ぐうした異様な出来事について。

　まず、ベッドに座っている少女。彼女はなんであるのか。

　現在の彼女は大きな瞳ひとみをテレビ画面に向けている。半開きの小さな口。彼女は昨日の夜からこの部屋にいるが、未いまだに言葉を喋しやべっていない。栗くり毛げ色いろの髪が肩の下まで無造作に垂れ、ワイシャツからはわずかに膨ふくらんだ胸元が見える。裾すそから無防備に露ろ出しゆつした白い足を、ベッドに腰かけてプラプラと動かしていた。
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　部屋に戻って少女の隣に座る。見た目は普通の女の子だ。小学校高学年から中学生ぐらいの体たい軀くに幼い容姿。額には大きな絆ばん創そう膏こうが貼はってある。所々怪け我がをしていたので、遼りよう一いちが応急処置をしていた。

　少女の両手首と両足首にはアクセサリーのようなものが装着されていた。アクセサリーに喩たとえるには少々ごつい作りで、少女の左手首を持って調べてみると、ずっしりと重さを感じる。真っ白くカラーコーティングされているだけで外すためのロックなどは確認できない。どうやって装着したのかもわからない。

　彼女はいったい何者なのか。血の通った弾力のあるこの肌は、人間のものであることに間違いはないのだが。

　遼一は缶コーヒーを飲んで息を吐く。少女を警察に連れて行こうという思考は当然あった。しかし、まず疑われるのは遼一自身なのだ。なかなか決心がつかない。

　遼一にトランクを渡したあの女性の言葉がよみがえる。

『必ず取りに行きます。それまで預かっていてください』

『誰だれにも見せてはいけません』

『これは、とても危険な武器なのです』

『決して開けてはいけません……』

　開けてはいけない……。

　しかし、部屋に持ち帰ったとき、トランクはガタガタと動いていた。ロックが壊こわれていたようで、ぱかりと自ら開いてしまったのだ。

　そして、中に入っていたのが裸のこの少女だったのだ。

　まず考えた。昨日きのうのあの出来事はなんであったのか。悲鳴と怒号、そして道路に倒れる人々の姿は、妙な既き視し感と共にはっきりと目に焼きついている。

　しかし、そんなニュースはテレビに流れていない。新聞にも目を通したが、そのような事件はどこにも載っていなかった。

　そして、遼りよう一いちにトランクを渡した女性。彼女についての記き憶おくはぼやけていたが、整った顔つきで綺き麗れいな声だったような気がする。彼女は誰だれなのか。遼一にトランクを押しつけるように渡すと逃げるように促した。何を恐れていたのだ？

　必ず取りに行くと言ったが、本当に回収に来るのだろうか。他ほかにも気になることがある。すでにトランクを開けてしまったことだ。

　当然考えた。明らかに犯罪の匂においがする。しかし、果たして警察に届けてよいものだろうか。昨日の出来事はニュースにさえもなっていない。このまま少女を警察に届けて、信じてもらえるかどうか。

　遼一自身、あの出来事は夢のように思えた。疑わしい現実。しかし、あの非日常の出来事が現実である確固たる証拠はこの部屋にある。

　あの異様な出来事の象しよう徴ちようとして存在している少女。

「おまえはなんなんだ？」

　遼一は少女から距きよ離りを置いてベッドに腰を下ろした。よく見るとテレビに見入る少女の小さな唇がわずかに動いている。ニュースキャスターの唇の動きをまねているかのようだった。

　ニュースが終わりＣＭとなっても少女はじっとテレビ画面を見つめている。車の保険、牛丼の半額キャンペーン、紅茶のＣＭではアイドルタレントが画面越しに微笑ほほえんでいた。

　画面を見ている少女が微かすかに笑ったように見えた。




　　　　＊




　トマトジュース？　共同募金の赤い羽根？　郵便ポスト？　それとも真まっ赤かな薔薇ばらの花？

　悲鳴が聞こえた。目の前の赤は血だった。トランクを渡されたときのあのシーンだ……と混こん濁だくした意識のなか思った。

　……違う。あのシーンじゃない。もっと別の……気づくと全身が血に濡ぬれて真っ赤になっていた。聞こえていた悲鳴は自分が上げているものだった。べったりとこびりつく不快な匂い。そして脇わきに倒れる人間は……

　悲鳴を上げて飛び起きると、そこは自分の部屋だった。全身がびっしょりと汗で濡れている。むわっと嫌な匂においがした。

　服のままベッドで寝てしまっていたようだった。嫌な夢を見たような気がする。

　顔を上げるとベッドに座っている少女の姿が見えた。相変わらずテレビに釘くぎ付づけだったが、ちらりと一いつ瞬しゆんだけ遼りよう一いちに視線を向けた。

「やっぱりな。こっちは夢じゃないんだよな」

　遼一は肩を落としてベッドから立ちあがった。カーテンを開けて強烈な日ざしに目を細める。天気は晴れ。真まっ青さおな空に真っ白な雲が浮かんでいるのが見える。もやもやとした雲は、心の中で歪いびつに形を変えて蠢うごめく自分の思考が具現化されたかのようだ。

　時計を見るとすでに昼を過ぎている。今日きようは平日で学校があったが、当然ながら登校するどころではなかった。

　テレビはお昼の情報番組を流している。少女の手にテレビのリモコンが握られていることに気づいた。遼一がそれでチャンネルを変えているのを見て使い方を学んだのかもしれない。

　冷蔵庫からミネラルウオーターを取りだして飲んだ。ベランダの窓を開けると、ケージの中の器うつわにも水を注ぐ。中にいる雀すずめが、遼一を見てチュンチュンと鳴いた。汗だくのシャツを洗せん濯たく機きに放り込んでそのまま洗濯する。干してあった乾いたシャツに着替えると、少しだけ気持ちが軽くなった。

　キッチンでコーヒーを淹いれるためお湯を沸かし、顔を洗って部屋に戻ってみると、変わらず少女はテレビを見ていた。番組を見ながら唇を動かしているが、少女が喋しやべることはなかった。単純な行動を繰り返す彼女は、喩たとえるならロボット的だった。

　遼一は少女に近づくとペットボトルを彼女の口に持っていき水を飲ませた。さらに冷蔵庫からコンビニで買ってきたプリンを取りだし、スプーンで一口ずつ食べさせた。少女は視線をテレビに向けたまま、おとなしくされるがままになっている。

　遼一はさらに少女の観察とケアを続けた。世話をしていると、何かペットを飼っている気分になる。頭を撫なでてみると、心なしかうれしそうな表情をするような気がした。少女も遼一に気を許し始めたのか、隣に座ると頭をこすりつけるような仕草をする。ほんの少しだが、楽しい気分になった。

　ただし、重要な問題は棚上げされたまま時間だけが経過した。

　この少女は何者なのか、何故なぜ遼一に渡されたのか。解答が出ることはなかった。わかったことは少女がテレビとプリンが好きなこと。隣の部屋で飼われてる猫ねこのモモと同じだった。

　遼一はぼんやりと出窓に座って外を眺めた。日が傾き、昼の強烈な日ざしは少しだけ和らぎ始めた。こんな状態がいつまで続くのだろうか……。

　そのとき玄関のドアがノックされた。

　遼一はどきりと立ちあがった。少女を回収に来たのでは？

　恐る恐る玄関に近づいてみる。回収に来た相手に悪意がないとは限らない。いや、それは想定しなければならないことだった。特に遼りよう一いちはすでにトランクの中身を知っているのだ。そんなことを考えると心音が異常に乱れて息苦しくなる。

　気配を殺してドアスコープから外を覗のぞいてみると、玄関前にセーラー服の女の子が立っているのが見え、安あん堵どのあまりついドアを開けてしまった。

「元気そうだね。顔色もよさそう」

　立っていたのは美み穂ほだった。

「美穂……学校は？」

「私は学校に行ったけど、君は来なかった。そして、今は夕方で私は授業を受けて部活動をしてへろへろに疲れてここに来たの。何故なぜここに来たかだけど、第一の用件はプリントを渡すため。進路の希望みたいな感じのちょっと重要なやつらしいね……あれ、誰だれかいるのかな」

「プリントは？　これ？　サンキュー助かった」

　遼一は部屋を覗こうとする美穂を押し返す。

「ん？　せっかくだからお茶くらい淹いれてくれてもいいんじゃないかな。変な本でも隠かくしてあるの？　そんなんじゃ驚かないよ」

「そんなこと言って絶対驚くから駄だ目めだ」

　遼一は美穂からプリントを奪うばってドアを閉めた。

「まずいな、これは」

　遼一は額の汗を拭ぬぐって部屋の中に戻ると、ベッドの上に座っている少女に目をやる。やはりこの状況は異常だった。このままにしておくわけにはいかないと、不意に湧わき上がる焦しよう燥そう感。

　遼一は部屋の隅に置いてあるトランクを持って少女の様子を窺うかがう。おとなしくしている今がチャンスだった。さっと少女をトランクに押し込んで、外側からガムテープでぐるぐる巻きにして、どこかの道ばたに置いて、そのあと警察に電話、ああ、指紋を拭ふかなければ……

　そんな考えが伝わったのか、遼一が近づくと少女が不意に暴れだした。遼一の手を振り払うと足下のトランクを乱暴に投げ飛ばす。トランクが本棚に激突し、並べて飾ってあったアイスコーヒー用のグラスが床で砕くだけ散った。

「てめえ、おとなしく……」

　ドサッと背後で何かが落ちる音がして、遼一は硬直した。

　恐る恐る振り返ってみると、床を滑すべっていったトランクがクルクルと回転しているのが見え、そして、その脇わきに強こわばった表情の美穂が立っていた。

　遼一は穏おだやかに美穂に話しかけた。

「……もしかして渡し忘れたプリントがあるとか？」

　美穂は手から落としたスーパーの袋も拾わず、ただ首を振った。

「第二の用件は病気の君を心配して買い物をしてきてあげたの。ひとり暮らしで病気だから少しだけ心配したの。……でも、でも、予想外のことが起こってる」

　美み穂ほはベッドに座る半裸の少女を呆ぼう然ぜんと見つめている。

「最近の人形ってよくできてるだろ」

「……動いてるよね」

「違うんだ。違うんだよ美穂」

「そっか違うよね。私も違うと思う」

　美穂がぎこちなく笑った。

「そうそう、違うんだ。変な話じゃないよ」

「そうだよね、そうだよね。…………で、誰だれなの？」

「い、妹なんだ。ほら、昔事故があって、親が死んで母方の伯父おじに引き取られた妹が俺おれにはいただろ」

「……奈な々なちゃんのこと？」

　美穂がはっと目を剝むいた。

「そうそう、奈々だよ。美穂が会うのは小学生のとき以来だったよな」

「そっかあ、そうなんだ」

「そうだよ、そうなんだよ」

　遼りよう一いちと美穂は顔を見合わせて笑った。

「そっか、奈々ちゃん久しぶりだねえ…………って、なわけないじゃない。だって、だって奈々ちゃんは……」

　美穂が表情を強こわばらせたままボロボロと涙を流し始めた。

「これは犯罪だよ。こんな小さな女の子を……」

「泣くな、泣いたってこの状況は変わらない」

「でも、私まだ迷ってる。悪いことをした友達をかばう正義を取るか、社会的な倫理を優先するか……私はどうすればいいの」

　遼一は泣く美穂の手を取った。

「わかった、泣くな、泣かないでくれ」

　本当のことを言おうと思った。あまりに突飛な出来事だったが、美穂には……

「実は……」

　そのとき遼一の手がぎゅっと握られた。はっと振り向くと、少女が手を握ってこちらを見つめていた。

「……お兄ちゃん」

　少女が無表情でこちらを見ている。

「奈々ちゃんなの？　本当に奈々ちゃんなの？」

　美穂が硬い表情を向け少女に聞いた。

「私は奈々だよ」

　少女は、はっきりと言った。




　　　　＊




　下落する内閣支持率、都庁の修しゆう繕ぜん費ひ一千億円、食品偽ぎ装そう問題、リーズナブルで新鮮なネタの回転寿司特集、アイドルタレントの恋愛……テレビは無秩序に情報を垂れ流し、平へい穏おんな社会状況を表現していた。

　変化はなし。出窓からの景色もベランダの雀すずめも壁に掛かった丸い時計の動きにも変化はなかった。平凡な日常に変わりはない。ただ一点を除いては……

　外が暗くなり、少女の姿が窓に映る。少女は壁を背にして座って、ぼそぼそと何かつぶやいている。

「十一種類のビタミンをはじめ、六種類のミネラル、タンパク質、脂質、糖質を手軽に補ほ給きゆうできるバランス栄養食品、カロリーメイト・ブロック。一本一〇〇キロカロリーで……」

　少女はカロリーメイトの黄色い箱を手に持ち、その説明書きを読んでいた。言葉の学習をするかのように、やたらに音読を繰り返している。

「なあ、おまえは誰だれなんだ？」

「……相あい沢ざわ奈な々な」

　少女は平然と答え、今度は遼りよう一いちの高校の教科書を読みだした。

「あのときはそう言ってくれて確かに助かった。でも奈々のわけがない。妹とはもう十年以上は会ってないんだ。交流はない」

　妹が母方の伯父おじに引き取られたことは真実だ。遼一が小学一年生のときだった。一歳年下の妹の顔はまったく憶おぼえていない。奈々も遼一のことは憶えていないだろう。

「……なおのこと都合がいいのでは？」

　少女の口調もそうだが、教科書にじっと視線を向けるその表情には子供らしさがまったく感じられない。

「あの状況は収束した。雨降って地固まる」

「その議ぎ論ろんはしてない。それに喋しやべることができたんなら最初から口をきけよ」

　少女はすっと立ちあがると、教科書をベッドに放り投げて本棚から別の本を取りだした。

「言葉、最初は使用不可。その後、テレビを見て学ぶ。ＮＨＫが一番学習効率がよかった」

　だからこんな硬い口調になってしまったのだろうか。

「とりあえずトランクに入った経けい緯いを説明してくれよ」

　美み穂ほが帰ってから、まだ納得のいく説明は受けていない。会話すら成立していなかった。少女はずっと本を読んでいたのだ。

「……経緯？　私の記き憶おくは、トランクから出て君を見てから」

「どういうことだ？　記き憶おく喪そう失しつなのか」

　やはり犯罪がらみなのか。そのときのショックで記憶を失っていると。

「記憶喪失？　その感覚わからない。でも、トランクから出たときの私は……真っ白。視界も音も匂においも理解不能。でも、徐々に情報を処理可能となる。きっと……トランクから出たときに私はこの世界に生まれた。ＮＨＫの育児番組を見てそう類るい推すいした」

「だったら、生まれるってのは母親のお腹なかからだってわかっただろ。おまえが出てきたのは腹じゃなくてトランクだ」

　遼りよう一いちの言葉に、少女はぱたんと本を閉じた。

「……私も自分がわからない。テレビや本を読んでも解答は出ない」

「誘ゆう拐かいされたのかもな。トランクに押し込められて」

　遼一にトランクを押しつけたあの女が犯人なのだろうか。

「私は……なんなのだろう」

　少女はテレビに映る女性タレントをじっと見ている。

「ていうか、その言葉遣いをどうにかしろよ。もっと子供らしい話し方があるだろうが」

「テレビのアナウンサーはこのような感じ。全国的に晴れ間が広がるでしょう、今日きようの日経平均はこのようになっています、それではよい一日を……」

「ニュースばっかり見てたからひねた口調になったのか」

「……何してるの？」

　少女が外出の用意をしている遼一に視線を向けた。

「やっぱり届けようと思ってさ。このままじゃ駄だ目めだろ。信じてもらえないかもしれないけど、全部正直に話そうと思う。今言えば、誘拐犯扱いはされないだろ」

「私を届ける？　宅配便？　速達？」

「警察に届けるって意味だ。そのほうがおまえにとってもいいぞ。親が見つかるだろうし」

　正直これ以上の介入は無理だった。ひとりで抱えるには問題が大きすぎる。

「……困こん惑わくする。私は自分の状況は把は握あくできてない。自分の存在を解明するまでここにいる。そう判断したの……だぞ？」

「こっちが困るんだよ。これ以上無理だ」

「私はここにいると、意思表示してる……その意見、拒否」

「おまえが選べる立場じゃないだろうが」

　遼一は少女を睨にらみつけた。言葉も扱えなかったときは、守らねばならないという本能的な感覚があったが、理知的になった少女を目の前にして冷めてしまったというか、すっと重しが取れたような妙な感覚があった。

「選ぶ立場じゃないのは君のほう」

　少女は遼一の視線にひるむことなく視線を返した。

「警察にあることないことを言うとか？　そんな脅おどしにはのらない。そういうのって、いつか後戻りできなくなってさ、あのときああやっておけば、みたいな後悔をするんだよな」

「……もっとシンプルに脅す」

「どういうことだ？」

「武力行使」

　少女は立ちあがると、ぽきっと指を鳴らした。そんな彼女を見て遼りよう一いちはにやっと笑った。

「へえ、武力行使ってどうやんの、怪かい獣じゆうごっこみたいのか？　……ガオーッて？」

　遼一は両手を掲かかげ怪獣のまねをして少女に近寄った。

「警告します。それ以上近づくと迎げい撃げきします」

　少女はテレビで見たらしい魔ま法ほう少女アニメの必殺ポーズを取った。

「ああっと怪獣が生意気な子供を襲おそってる。そして、そのままトランクに押し込むぞー」

　遼一は少女の両りよう脇わきに手を入れて頭上に抱え上げた。

「必殺キューティーアタック」

　同時にドスッと鈍い音がし、遼一はベッドに吹っ飛んだ。抱え上げていた少女が遼一の胸を蹴けり上げたのだ。少女は攻撃の手を緩ゆるめずに、ベッドにうつぶせに倒れた遼一の背中をドスドスと踏みつける。

「わかった、わかった。怪獣ごっこはやめよう」

　遼一が言うと、少女は蹴るのを止めた。

　その隙すきを突いて、遼一は少女の足を引っ張り、ずてんと転ばせベッドに押し倒した。

「ごめんなさいは？」

　遼一は少女にまたがって両手をがっちりと押さえて言った。

「怪獣ごっこはやめようと言ったのに」

　少女ははだけた胸元を気にすることもなく冷たい視線を向けている。

「次はプロレスごっこだよ」

「……プロレスか」

　少女はブリッジをして遼一の体を浮かすと、一いつ瞬しゆんのうちに両足で遼一の首を挟みこむ。妙に柔らかい少女の太ももの感触に硬直した瞬間、右腕を取られた。完かん璧ぺきな三角締めだ。

　腕の痛みと、押しつけられた少女の太ももに窒ちつ息そくしそうになっていると、不意にロックが外された。

　ゲホゲホと咳せき込みながらベッドから逃げた遼一の腰に少女が組みつく。

「ま、まさか、ちょっと待て……」

　遼一は悲鳴と共に弧こを描いてベッドに落ちる。少女が投げっぱなしジャーマンを決めたのだ。遼一の体はベッドをバウンドし、壁に弾はじかれ、ベッド脇のスタンドを破は壊かいして床に転がった。

「格闘技番組も視聴した。深夜番組」

　少女はいつの間にか机に上っている。机の上から体を投げだしてのプランチャでフィニッシュするつもりだ。

「わかった、プロレスごっこも終わりだ」

「……終わりか」

　少女は机からストンと降りた。

「格闘技見たからってそれはねえだろうが」

　遼りよう一いちは息絶え絶えにベッドに座り込む。

「明らかに異常。私と君の筋肉を比較すると、格闘戦で私が勝てるはずがない。しかし事実はこう。私の存在には何か秘密があるはず」

　少女は乱れたワイシャツを直している。華きや奢しやな体のどこからあれほどの力が出るのか。

「だったらなおさらだろ。ここにいても、たぶん何も解決しない。それか秘密を知りたいとかなら、ひとりでやるべきだろうが。俺おれに協力を求めるなよな」

「勘違いしてる。私は協力を求めてない。脅おどしてる。たぶん……全力を出せば君の首ぐらいへし折れる」

　少女が遼一を見つめた。威い嚇かくしている目ではなかった。ただ静かに向ける視線にぞくりとした。冷たいその視線には見覚えがあった。海の生き物番組で見た鮫さめのような感情のない目。

「……どうするつもりだ」

「今後のためにも、人の殺し方を学習しておく必要がある、かも」

　少女は先ほどまでプリンを食べていたステンレス製スプーンを、紙のようにくるくると丸めて床に放り投げた。鉄塊となったスプーンが遼一の足下に転がる。

「書籍やテレビ番組で、人間が一番恐れているのは死だと教えられた。そして、こんなシーンでは、殺さないでくれと人間は泣き叫ぶ」

　少女が歩み寄ってくる。遼一の心臓がどくどくと高鳴った。

「私は思う。遙はるか昔の人間の恐怖は極めてシンプル。闇やみや獣けものや食糧不足。しかし文明の発達と共に、それらの問題は解決された。それ故ゆえに、人類は根本的な死という恐怖を直視することになった。死の向こう側にある永遠の無まで恐れる」

　少女の冷たい視線に汗が噴き出て全身が粟あわ立だった。呼吸が乱れ、すっと意識が遠くなり、いきなり真まっ赤かな色のイメージが閃せん光こうのように頭に散った。

　蜘蛛くもの巣？　羽を広げた雀すずめ？　夜空の花火？　それともアゲハチョウ？　違う、インクの染みのように広がるそれは血だ…………

　まただ、と、思った。何かの記き憶おくのフラッシュバック。このシーンはなんなのだ……。

「……どうした？」

　少女がこちらを窺うかがうように見ている。

「……違うね。その意見は違う」

　遼りよう一いちはぐったりとベッドに座り込んだ。

「死はスイッチのような単純なものだよ。死の向こう側なんて存在しない。テレビを消すようにシンプルなシステムだ」

「何故なぜ、そう思うの？」

「人間なんて簡単に死ぬからな。生きてる意味がないくらいに」

　遼一はあっけなく事故で死んだ両親を思いだした。そんな記き憶おくもぼやけて消えかけていたが、スイッチを切るようにあっけなく存在を消したに違いない。死んでからの苦しみなんて存在しないはずだ。ただスイッチが切れただけのことなのだ。

「じゃあ何故、君は生きている？」

　少女が聞いた。

「ただぼんやり道を歩いてるだけのことだ。そいつにどこに向かって歩いている？　って聞いても答えなんか出てこない」

　どこを歩いているかもわからない。道の先がどこなのかもわからない。何もわかっていないのだ。自分すらも……

　少女はじっと遼一を見ていたが、床に投げ捨てた本を拾ってベッドに座った。

「どうした、殺すんじゃなかったのか？」

「計画変更する。いつでも殺せるなら生かしておく。この生活に、まだ君は必要」

「警察に届けるかもしれないぞ」

「監視する。常に私は君のそばにいる。そして、私に害をなす行動をしたときに殺す」

「勝手だな」

　遼一は重い息を吐いて出窓に座った。

　暗くなった外を見ながら呼吸を落ち着ける。未いまだ心臓の鼓動が乱れている。恐れを感じたのは少女の視線だった。遼一を脅おどすわけでも威い嚇かくするでもない無感情な視線。ただこちらを見ていただけなのだが、そんな無機質さに体が震ふるえた。

　彼女は人間ではないのかもしれないと、そんな馬ば鹿かなことを思った。

「……遼一」

　少女が呼んだ。視線を向けると、少女は辞書をパラパラとめくっていた。

「さっきの私の行動、悪かった。私は自分が何か知りたいだけ」

「俺おれだって自分がなんなのかわからないで生きてるぜ。こんな場所にいても解答は出ない」

「私は今の時点で他ほかに行くところがない。だから協力して。単純な利害関係。問題解決した時点でここを出ていく」

「脅して駄だ目めだったから、妥だ協きようしたのか？」

「世界規模で考えた。無駄な争いは両者にとって損失。歴史の本で読んだ。イラン・イラク戦争、朝鮮戦争、米ソ冷戦などお互い疲ひ弊へいしただけ。だから、この生活において友好的にすることは合理的」

　正直どうでもいい気がした。世界的規模で考えた。投資により弄もてあそばれる石油価格。ロシアの強行によるアメリカとの軍事的緊張。北極の氷が溶けてシロクマが困っていること。それらに比べれば、女の子を拾ったことなど些さ細さいなものだ。

「それまで、私は相あい沢ざわ奈な々なとして振る舞う。この部屋の生活は、君に少しだけ妥協する。しかし、君が裏切ったら殺す。だから……」

　少女は無感情な視線を向けている。

「……いつでも殺せるように、ずっと君のそばにいる」

　少女──相沢奈々はそう言った。
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　奈々との生活は歪いびつながらも平へい穏おんに続いていた。

　奈々は相変わらず本を読みニュースを見て、パソコンでネット上の情報なども調べるようになっていた。しかし、徐々に知識以外のことにも興味が向いていた。

　現在の奈々はベランダでケージの中の雀すずめを観察している。背伸びをしている奈々が指をケージに入れているのが見えた。ベランダでもワイシャツ一枚の格好だ。

　遼りよう一いちはベッドの上に横になりながらボーッとテレビに視線を向けていた。今日きようも学校には行っていない。外に出ることすら奈々に拒まれているのだ。このままでは、ずっと部屋の中で暮らすことになって最終的にはひからびてしまう。

「……遼一」

　ベランダから奈々が声をかけてきた。

「どうした？」

「お腹なかがへった」

　遼一は渋々立ちあがって冷蔵庫を見たが、食材はほどんどなくなっており、調味料の類たぐいがあるばかりだった。そのまま食べられそうな物はマヨネーズだけだ。

「もう食べ物がないんだ。外に買いに行かないと」

「外……もう少し知識を仕入れてからでないと怖い。慎重に行動したい」

　奈々はベランダの向こうに気になるものがあるのか、ぴょこんと片足を曲げ鉄柵から身を乗りだしている。シャツの裾すそから青い下着がちらちらと見えた。

　台所の棚からインスタント麵めんを発掘したので、とりあえずお湯を沸かすことにした。こんな状況だが、何故なぜか食欲だけはあった。知らないうちにエネルギーを使ってるような感じだ。

　お湯をカップ麵に注いでいると、ベランダから奈々が戻ってきた。

「……インスタント食品。栄養価が低くて体に悪いとテレビで言ってた」

「もうこれしか残ってないんだよ。とにかく食えば空腹は紛まぎれる。それにプリンばっかり食ってたやつが、栄養価とか言うなよな」

「カロリーメイトは？　あのモフモフしておいしいブロックタイプのバランス栄養食品」

「それももうない」

「……そこは持っとかなきゃ」

　特売で買い込んでいた二十箱ほどのカロリーメイトは、すべて奈な々なが食べてしまった。

「昨日きのう、あの女が買ってきた食材の栄養バランスはよかった。彼女を呼ぶ？」

「家の電話はおまえが壊こわしたんだろうが。もう連絡手段すらない」

　この部屋はもう孤島のようなものだった。このまま監禁され続けて餓が死しする可能性すらあった。そうなれば死後、遼りよう一いちが少女を監禁したことになってしまう。

　遼一は、作り終えたインスタント焼きそばのひとつを奈々に渡してから出窓に座った。この生活がいつまで続くのだろうか、と焼きそばを食べながら思った。奈々がこの部屋に来てから三日が経つが、これでは学校にも行けない。奈々を見ると、箸はしで焼きそばの麵めんを持ち上げたり匂においをかいだりと、調べるような仕草をしてから口に入れた。

「……なにこれ。ペヤングソースやきそば？　ペヤングなかなかうまいね」

　奈々が一心に焼きそばをかっ込んでいると玄関のチャイムが鳴った。どきりとした遼一が恐る恐る確認してみると、ドアの前に立っていたのはやはり美み穂ほだった。

「どうした？」

　遼一は少しだけドアを開けた。

「どうしたはこっちの言葉だよ。用件はいろいろ。宿題のプリントとか……」

「わかった。プリントだけこっちによこせ」

「ちょっと開けなさいよ」

　美穂がドアの隙すき間まにさっと足を挟んだ。私服姿の美穂はスーパーの袋を提げている。部活を終えて、いったん家に帰ってからここに来たようだ。

「俺おれの病気はもう治ったから心配ない」

「君の心配じゃなくて、奈々ちゃんの確認に来たの」

「残念だけど奈々はもう帰っちゃってさあ……」

「いたよ。だってベランダに奈々ちゃんが立ってるの見えたもん。ワイシャツ一枚のあんな格好でベランダに出てパンツも見えてた」

　美穂が少しだけ怒ったような表情になった。美穂のマンションから、この部屋のベランダを見ることができるのだった。不ふ審しんに思っているだろう美穂を断じて入れてはならない。

「風邪かぜがうつるから入ったら駄だ目めだ」

「今、治ったって言ったでしょ」

　美穂は「おじゃまします」と、ドアを強引にこじ開けて部屋の中に入っていった。

　床に座り込んでインスタント焼きそばを食べていた奈な々なは、ちらりと美み穂ほに視線を向けただけだった。

「成長期の子供にインスタント食品なんか食べさせちゃ駄だ目めじゃない。部屋は散らかり放題だし、奈々ちゃんは昨日きのうと同じ服装だし、髪はぼさぼさだし……」

　美穂は部屋に散らばる冷凍食品のゴミなどを見てうんざりしている。

「いろいろ理由があるんだよ。それに、なんていうかこれは俺おれの複雑な家庭事情なんだ。ほら、奈々はちょっと向こうの家でごたごたしてさ、しばらく俺が預かることになったみたいな感じで、ほんの短期間だから適当でいいんだよ」

「どうごたごたしたのかは聞かないけど、だからこそ、ちゃんと生活しないといけない」

　美穂が怒ったように言った。

「でもさ、なんていうか、奈々は美穂に懐なついてないみたいな感じがあるじゃんか。だから、その食材だけ置いていってくれたらそれでいいから」

　遼りよう一いちは美穂をなだめるように耳元で言った。

「だって、それは君がちゃんと紹介してくれないっていうか……」

　美穂が感情のない奈々の視線に気づいて瞬まばたきをした。

「憶おぼえてないかな。そうだよね。前に会ったの幼稚園ぐらいだったもんね。ほら、こんな格好しちゃ駄目だよ。胸が見えてるじゃない」

　美穂がワイシャツのボタンをとめながら笑いかけた。そして、持ってきていたブーケを奈々に差しだした。ピンク色の小さなバラの花束。

「奈々ちゃん、どうぞ」

「…………」

　奈々は渡されたブーケをそのまま脇わきに放り投げ、食べ終えたカップ麵めんの空から容器を投げ捨てると、テレビチャンネルをしばらくザッピングしてからアウトドア雑誌を読みだした。

「おい、あまり不自然な態度を取るなよな。妥だ協きようするって言っただろ。相あい沢ざわ奈々としてもっと自然に振る舞えよ」

　焦った遼一は、奈々の胸ぐらをつかんで耳打ちした。

「今は、どうすれば最善の反応？」

「うれしくなくても喜んでやればいいんだよ。適当にわーいとか言って……ほら、あいつすぐ泣くんだから」

　ちらっと振り返ると、美穂は目に涙を溜ためて突っ立っている。

「……わあ、お花、うれしいなあ」

　奈々はブーケを手に取り美穂を向いた。

「無理しなくていいよ」

　美穂は無表情の奈々を見てごしごしと目を擦こすっている。奈々はしばらく首を傾かしげていたが、立ちあがって美み穂ほの手を握った。

「本当にうれしいよ」

　奈な々なはぎこちなくもにこりと笑った。

「そ、そう？　持ってきてよかった。知り合いのお花屋さんで特別に作ってもらったんだ」

　奈々の笑顔に、美穂もぱあっと笑顔になった。







　遼りよう一いちは子供の頃ころ、この街に住んでいた。両親と妹の四人暮らしで、現在、美穂が住んでいるのと同じマンションで暮らしていた。

　そのマンションには同年代の子供が数人おり、グループを作って遊んでいた。今とは違い、男勝りで活発だった美穂はリーダーのような存在で、いつもグループの中心にいた。ばっさりとショートに切った髪に、日に焼けた肌と気の強そうな瞳ひとみ。その日の遊ぶ内容を決めるのも美穂だったし、いつもの公園に行かないと、家まで押しかけてきて呼びだされた。その頃の美穂は、遼一と呼び捨てにしていた。

　しかし、あの事故があり両親がいなくなると、遼一は父方の叔父おじに引き取られ街を離はなれることになった。妹は母方に引き取られ、それ以来一度も会っていない。

　叔父の死後、再びこの街に戻ってきたとき、遼一は高校一年生となっていた。そして、高校の入学式で声をかけてきた女子生徒が美穂だった。遼一は彼女が誰だれだかまったくわからなかったが、美穂は一目で気づいたようだ。

　改めて見れば、気の強そうな目と綺き麗れいな表情の作り方には面おも影かげが残っていた。

　ただし美穂の呼び方は、相あい沢ざわ君、と変化していたが。

『きゃっ──へんなとこ触っちゃ駄だ目め』

　ユニットバスから美穂の声が聞こえた。異臭がすると言って、美穂が奈々を洗っているのだ。時折、ユニットバスの中から美穂の悲鳴が聞こえてくる。

　トランクを出て以来、初めてシャワーを浴び全身をくまなく洗われた奈々は、美穂に抱っこされ出窓に置かれた。奈々は大きなシャツを着せられ、髪にドライヤーをあてられ、されるがままに座っている。

「ふふ、お人形さんみたいだね」

　美穂が奈々の髪を結びながら額に軽くキスをした。無表情で座っている奈々は本当に人形のようだった。

「君もそろそろ学校に来なよ。球技大会とかイベントごとも近いし」

　キッチンでなにやら作りだした美穂が遼一に言った。

「わかってる、わかってる」

「でたよ、絶対にわかってない生返事」

　ため息を吐いた美み穂ほは、その後、奈な々なのためにレバニラ炒めを用意してから帰っていった。

「……遼りよう一いち」

　出窓に立て膝ひざで座る奈々が呼びかけてきた。

「ん？」

　遼一はぼんやりとテレビで野球を見ていた。今日きようの試合もジャイアンツは調子がいい。クラスメイトは金に飽かして補強をする球団方針を悪く言うが、ジャイアンツは勝利が義務づけられた球団だから仕方がないのだ。

「なんで人間は泣いたり笑ったりする？」

　奈々がつぶやいた。

「悲しかったりうれしかったりするからだろ」

「テレビでもそう。泣いたり笑ったり。口で説明すればいいのに。悲しいです、うれしいです……。悲しいとかうれしいってなに？」

「感情は説明できるもんじゃないよ。美穂なんかは感情豊かだよな」

「彼女……美穂は学校に住んでる？」

「学生だから日中は学校に通学するんだよ。俺おれだって本当は行かなきゃいけない」

　しかしそれどころじゃなかった。学校に行こうにも、奈々は遼一から二メートル以上離はなれることはないのだ。監視は続いている、ということだ。

「学校か……」

　奈々はブーケを手に持ちながら外を見ている。

「花もらってうれしかったのか？」

　遼一は奈々の見せた笑顔を思いだした。

「……私なりに気を遣ったの」

　奈々は窓に映った自分を見て笑顔を作った。




　　　　＊




　いつもの教室は妙な懐なつかしさのようなものを感じさせた。

　遼一は窓際の自分の座席にじっと座っていた。土日を挟んで一週間ぶりの登校だった。

　休んでいた遼一に声をかけてくる生徒たちが多かったが、それらを適当にあしらってただ静かに授業をこなした。それらの光景は、何故なぜか遠い存在のように思えた。

　繰り返される日常の風景。それはあまりにも脆もろく儚はかない素材でできていることに、中にいるときは気づかない。

「……それで競技の割り振りなんだけど、とりあえず希望を取りまーす」

　顔を上げると、教卓に美穂が立っていた。

　四時間目のホームルームの時間だった。来週に行われる球技大会について話し合っている。生徒たちには大きなイベントだったが、今の遼りよう一いちにとっては些さ細さいなものだ。

「クラス総合で優勝したいから、それぞれ得意な競技に回ったほうがいいと思うんだよね」

　美み穂ほを中心に話し合いは進み、挙手や推すい薦せんなどで次々と競技が埋まっていく。

「なあ相あい沢ざわ、バスケにいくぞ」

　遼一の肩に手を置いたのはクラスメイトの川かわ崎さきだった。

「なんで？」

「五組にバスケ部の部長がいるだろ。あいつと賭かけをしたんだよ。ほら南壁問題だ。バスケで勝ったほうが南壁を取ることになった」

　川崎は遼一が所属するロッククライミング同好会の会長だった。南壁とは、同好会の活動としてフリークライミングを行う南校舎の壁のことだ。その壁に隣接してバスケットリングが設置されているので、いろいろと摩ま擦さつが起こっている。

「なあ、それって不利な勝負じゃないのか？　なんでわざわざバスケで勝負を」

「俺おれたちのクラスにバスケ部員が三人いるから充分勝負になる」

「まかせるよ」

　遼一は適当に返事した。

「なあ相沢、それなんだ？」

　川崎がふと机の横に置いてあるトランクに目をやった。

「なんでもない。変なものなんて入ってない」

「なんかボコボコに歪ゆがんでんなあ」

「だから気にするなって」

　遼一は、川崎の視界を遮さえぎるように立って言った。

「なんだよ気になるなあ。エロいものでも入ってるとか？」

「いいからやめろって。大してエロくはないんだ」

　遼一は川崎の尻しりを蹴け飛とばしてトランクから遠ざける。

「わかったって。そんな嫌がることしねえよ」

　川崎は肩をすくめて机から離はなれていく、と思いきや、突然身を翻ひるがえしてトランクに突進した。

「てめえ！」

　完全に油断していた遼一は、我に返ってトランクにタックルする。両者の激はげしい奪うばい合いの中、トランクは吹っ飛ばされ、壁にバウンドしてから教卓の前まで滑すべっていく。

「ちょっと、君たち何やってるの？　ん、そのトランクはなに？」

　美穂が足下にクルクルと滑ってきたトランクに手を伸ばす。

「させるか！」

　遼一は寸前でトランクにスライディングタックルをして蹴り飛ばした。

『むぐっ』

　トランクは妙な悲鳴と共に教室の開いたドアから廊下に蹴けりだされた。

「ちょっと、今の声は……」

　啞あ然ぜんとする美み穂ほを無視して、遼りよう一いちは廊下へとダッシュした。ちょうど授業終了のチャイムが鳴り響ひびいた。

「危ないところだった」

　遼一は廊下に転がっているトランクを抱えると、そのまま階段を駆け上がった。

　屋上に出て遼一は大きくため息を吐いた。その後、周囲に人がいないことを確認してからトランクを慎重に開ける。

　トランクの中から出てきたのは、ワイシャツ姿のむすっとした奈な々なだった。

「もっと、丁寧に扱うべきだったわよね」

　奈々が遼一の胸ぐらをつかんだ。全身汗だくの姿だった。保冷剤を一緒に入れておいたが、あまり役に立たなかったようだ。

「俺おれはやるだけやった。仕方なかった」

「トランクから出ていって、おまえの学校生活をメチャメチャにすることだってできるのよ」

　奈々が目をつり上げている。テレビドラマなどを見て、相手を威い嚇かくする表情まで覚えだしたのだ。ここ最近の奈々は言葉遣いも表情もある程度自然になってきた。

「うわあ、やっぱり……」

　声にどきりと振り向いてから安あん堵どした。屋上に出てきたのは美穂だった。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた美穂だったが、すぐに怒号を上げた。

「さすがにそれはまずいよ。妹をトランクなんかに入れて信じられない。箱に入れたいほど可愛かわいいのはわかるけど物じゃないんだよ！」

「……いや、こいつが学校に来たいって言ったから」

「だからってトランクはないでしょ！」

「このトランク、こいつを運ぶようにセッティングされてるから」

「そんな仕様のトランクがあるんなら私もほしいくらいよ」

　言い争いをするふたりに割って入ったのは奈々だった。

「私が連れて行ってって無理言ったの」

　奈々が美穂に抱きつきながら言った。

「奈々ちゃん、でも、でも……」

「怒らないで」

「怒ってないよ。私は奈々ちゃんみたいな可愛い子には怒らないよ」

　奈々の態度に困こん惑わくした美穂は、作り笑いを浮かべながら首を振った。

「まあ何はともあれ、あと五時間目の授業だけだな」

　平然と言う遼りよう一いちを奈な々ながぎろりと睨にらんだ。

「もうトランクに入るのやだあ」

「そうだよね。わかった、一緒にさぼってあげるから安心して」

　奈々に抱きつかれた美み穂ほは言った。

　その後、遼一と美穂は五時間目の授業をさぼって、駅前のショッピングセンターに向かった。美穂が奈々の服を買おうと言いだしたのだ。

　美穂のジャージを着た奈々は、美穂と手を繫つなぎながらニコニコと歩いている。ああして見ると、奈々も普通の女の子だ。

「スカートがほしいね。あと、シャツもお兄ちゃんのじゃなくて、小さいやつが可愛かわいいよね」

　奈々と手を繫いでいた美穂がふと手元に目をやった。

「このブレスレットみたいなのはなに？　結構重そうだね」

　あの腕輪に目がいったようだった。遼一も奈々もずっと気になっていたのだが、それがなんであるか未いまだにわからなかった。

「……ねえ、あれなあに？」

　話題を逸そらすためか、奈々はアイスクリームのワゴン車を指さした。

「アイスクリームだけど食べる？」

　いきなり懐なつきだした奈々に浮かれている美穂が、ささっとアイスクリームを買いに走る。

「なあ、あまりたかるなよ」

　遼一は奈々に耳打ちした。

「こうして可愛い女の子を演じて美穂をだますのは、遼一にとってもメリットがあるわ」

「まあ、そうなんだけどな」

「テレビで女子児童のあるべき姿を学習した。表情作ってはしゃいだりとシンプルだった。私の今後のためにも完かん璧ぺきにそれを演じてみせるわ」

　女の子らしく振る舞うのはいいのだが、奈々が自分の容姿と立場を利用しだしたことは、それはそれでいい気分ではなかった。

「買ってきたよ。バニラでよかった？」

　何も知らない美穂が脳天気に走ってきて、奈々にアイスの載ったコーンを手渡した。

「ありがとう。美穂は優やさしいのね」

　小首を傾かしげてにこりと笑うそんな奈々の表情は、すべてを知っている遼一の目から見ても可愛らしかった。まさに天使の微笑ほほえみだ。

「どう奈々ちゃん、おいしい？」

「あ……意外なほどにうまいぞ、これ。プリン以来の大ヒットだな」

　初めてアイスを食べた奈々が目を丸くしている。

「ん？」

　素が出てしまった奈な々なを見て美み穂ほが首を傾かしげている。

「おいしいよ、アイスおいしいよ！」

　遼りよう一いちに肩を小突かれた奈々は、取り繕つくろうかのようにはしゃぎだした。

「アイス、アイス、アイス、イエーイ」

　アイスを持ったまま奈々が並木道を走りだす。

　やりすぎだろうと遼一が呆あきれていると、いきなり奈々がズテッと転んだ。

「な、奈々ちゃーん」

　焦った美穂が奈々に駆け寄る。

「おまえ、馬ば鹿かだなあ」

　走り寄ってみると、愕がく然ぜんと倒れ込んでいる奈々の目の前で、惨みじめにアイスクリームがアスファルトに落ちていた。

「そんなに落ち込まなくても……新しいの買ってくるから」

　美穂がダッシュでアイスを買いに向かう。

「どういうことだ？」

　奈々が表情を歪ゆがめてつぶやいた。

「おまえ、そんなにショックだったのか……ん？」

　奈々の両腕と両足が妙なことになっていた。

「腕輪か？」

　左右の手首の腕輪が磁石のようにくっついているのだ。足も同じだった。

　状況を理解できずに呆ぼう然ぜんとする遼一は、ふと背後に視線を感じて振り向いた。昼下がりの街の雑踏。道を行き交う人々の中、こちらを向いて立ち止まっているひとりの女性がいた。

　遼一の視線に気づいた女性は、ゆっくりとこちらに歩いてくる。

　整った顔とスレンダーな体のライン。そんな彼女には見覚えがあった。

　──トランクを持って逃げてください。

　そう言いトランクを渡してきたあの女性だった。

　女性が遼一の前で立ち止まった。

　硬直する遼一の脇わきでは、倒れる奈々の髪が何かを警告するかのようにぞわっと逆立っている。遼一が顔を上げると、彼女の冷たさを含んだ瞳ひとみが見えた。

「……開けてしまったんですね」

　彼女は、奈々を見て困ったように言った。
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　ガラステーブルの上にアイスコーヒーを置くと、女性が軽く頭を下げた。ライトブラウンのロングヘアーに整った顔つき、チェックのスカートからすらっとした足が覗のぞいている。彼女は両手を膝ひざの上にそろえてベッドに座っている。

　とりあえず遼りよう一いちの部屋に戻ってきていた。出窓を背にした奈な々ながじっと彼女に視線を向けている。美み穂ほは部活があるので学校に戻っておりここにはいない。

「どこから話せばいいでしょうかね……」

　女性は困ったように頭を搔かいてから、アイスコーヒーを一口だけ飲んだ。表情には子供っぽさが残っていたが、年齢は二十歳前後といったところではないだろうか。澄んだ大きな瞳ひとみには、わずかに鋭さが含まれていた。

「君の名前は？　俺おれは……」

「私はリサと言います。あなたは相あい沢ざわ遼一さんですね」

　リサと名乗った彼女はにこりと笑った。

「プロフィールは調査済みです。相沢遼一、十六歳。十月二十七日生まれ、血液型Ｂ型。高校二年生でロッククライミング同好会に所属。趣味は映画鑑賞と焚たき火。好きなプロ野球チームは読売ジャイアンツ。この部屋でひとり暮らしをしており、ガタピシと名前をつけた雀すずめを飼っています」

　リサはトートバッグからファイルを取りだしてパラパラとめくっている。細かな情報に遼一は啞あ然ぜんとした。

「両親は遼一さんが小学一年生のときに交通事故で死亡。遼一さんは父方の叔父おじに引き取られ名古屋に引っ越す。叔父の死去により、故郷のこの街に戻ってきたのが約一年前」

　リサがちらっと遼一を見た。

「よく調べているけど、俺のことはいい。問題は君と、あの子のことだ」

　遼一は壁に寄り掛かっている奈々を指さした。

「彼女には名前はないのですよ」

　奈々は口を挟むことなく、じっとリサを観察するように立っている。

「順を追って話しましょう。まず、トランクをあなたに渡したときのことからですかね」

　遼一の脳裏にあの場面がフラッシュするかのようによみがえった。血と悲鳴の中、ただ立ちつくす自分自身。頭がズキンと痛んだ。

「あれはなんだったんだ？」

　額の汗を拭ぬぐいながら遼一は聞いた。

「あれはですね、喩たとえるなら天使と悪あく魔まの戦いなのです」

　リサはさらっと言った。

「へーえ」

　遼りよう一いちは冷蔵庫から缶コーヒーを取りだしながら相づちを打った。

「ご安心ください、私は人間を守る天使サイドですから。私たち天使は、人間界の秩序を守るために、格安の料金で働いているわけなのです。まあ一番苦労しているのは、現場の私たち下したっ端ぱなのですがね」

　リサは指をくるくると回しながら説明している。

「とりあえず、憎き悪あく魔まの説明からいたしましょう。彼らはこの人間社会に寄生する存在なのです。ひっそりと紛まぎれ込んで暮らしています。悪い奴やつらですよ……あれ、聞いてますか？」

　リサがちらっと遼一に視線を向けた。

「天使と悪魔、ね」

　遼一はコーヒーを飲みながらつぶやいた。

「ネーミングはちょっとアレですけど。まあ企業のような団体ですから。天使カンパニーみたいなノリでしょうか。臨海地区のユーロランドのメインスポンサーですよ」

「でかい企業じゃないか……」

　ユーロランドは湾岸のレジャーランドで、スタッフが美女揃ぞろいだと評判だった。それは天使たちが働いていたからだというのか。

「ちなみに、正式には悪魔はバグといいます。バグはプログラムの欠けつ陥かん、寄生虫などという意味があります」

　社会の寄生虫バグ、ということだ。

「私たち天使は救済者セーバーと呼ばれています。人間クライアントにサービス提供するというserverにも引っかけています。コンピューター用語から取っているのは、私たちの構造がどちらかというと、コンピューターに似ているからです」

「私たちの構造っていうと？」

「私たちは、体は人間ですが精神内部は違います。表現するならプログラムデータでしょうか」

「それで、あのときの戦いは救済者セーバーとバグが戦ってたのか？」

「そのバグ、は、人間を攻撃するの？」

　それまで黙だまっていた奈な々なが口を挟んだ。

「基本的には攻撃的アグレツシブではありません。あまり目立った行動もしません。ただ、バグは人間を食べないと生きていけないのです。生物学的な行動の範はん疇ちゆうですが」

「そんな存在がいたとしたら、もっと大げさなニュースになってるだろ。そして、社会全体で対策が取られるはずだろ」

　バグに食われた人間の話など聞いたことがない。

「あなた方が思う以上にバグはたくさんいるのですよ。そして、ひっそりと社会に寄生して人間を食べています。彼らは知能が高く社会に順応しているのです。見た目は人間と同じで区別がつかないのです。私たち救済者セーバーと同じように」

「だったらなおのこと、世間に広めて対策を取るべきだろ。今言ってることが本当だったらの話だけどな」

　遼りよう一いちの意見に奈な々なが口を開く。

「本当だとしたら、対策の取りようがないわよ。言ってどうする？　パニックを引き起こすだけだわ。人間同士が疑ぎ心しん暗あん鬼きになって混乱するだけ」

「彼女の言うとおりです。ですから私たち救済者セーバーの存在があるのです。私たちは、国家に認められた存在なのです。バグ対策のために秘ひ密みつ裏りに行動しフォローを受けています。バグについてなんですけど、もう少し説明をしましょうか？　この部屋にＤＶＤデッキありますかね」

　遼一は、リサがバッグから取りだしたＤＶＤを受け取るとデッキに差し入れた。

「これはですね、バグを捕らえたときの映像なのですよ」

　再生ボタンを押すと真っ黒な画面が表示された。奈々もテレビの前に立ってじっと映像を見つめている。そのまましばらく待つと、突とつ如じよ灰色の壁が映った。

　蛍光灯に照らされ冷たく光を反射するコンクリート。粗そ雑ざつな映像だった。視界がゆらゆらと揺れておりポイントが定まっていない。音声は入っておらず、細かなノイズが少しだけ聞こえた。

　不意にアングルが変わる。コンクリートの部屋の中で、カメラは何ものかを捉とらえた。

「……なんだ？」

　遼一は顔をしかめた。カメラが捉えたもの全体にモザイクがかかっていた。揺れ動くモザイクとしか見えない。目がチカチカとする。

「バグを映しています。いろいろ問題があるため、モザイク処理をしているのですよ」

　カメラアングルが少しずつ動いて部屋の様子が確認できた。人がいる。椅い子すに座っている男性の姿だった。上下白のスエットのような格好をした五分刈りの中年男性。男は手足を椅子に縛しばりつけられている。

「彼は身元不明の犯罪者なのです」

「モザイクがバグ？　犯罪者はどうなるんだ？」

「社会的モラルに反していますが、バグ研究のために仕方ない側面もあるのです」

「……まさか、餌えさなのか？」

　遼一はリサの説明にどきりとした。

　しかし違和感があった。椅子に縛られた男性は怯おびえるどころか、ニヤニヤと薄笑いを浮かべてバグを見据えている。画面からはまったく危機感が伝わってこない。

「そろそろですよ」

　リサが言うと同時に、モザイクが男性に近づいていく。男性は薄笑いを浮かべたまま、モザイクに向かってなにやら言葉を発している。音声はなかったが、唇の動きから何か卑ひ猥わいな言葉のようだった。

　モザイクが男性と重なった。男性にのしかかっているような感じだろうか。

「首筋に嚙かみついています。バグはそうやって人間から生命エネルギーのようなものを奪うばうのです。そして、生命エネルギーを奪われた人間は……」

　遼りよう一いちは息をのんだ。薄笑いを浮かべていた男性の表情が凍りつき、そして絶叫した。音声はなかったが、画面越しに悲鳴が漏もれるような表情。恐怖の表現。

　悲鳴を上げる口から突とつ如じよ血が吐きだされた。真まっ赤かな血は、目や鼻や耳からもだらだらと流れ落ち──画面がフリーズした。

「ここまでです。あまり気分のいい映像ではありませんからね」

　リサはデッキからＤＶＤを取りだしてから言った。

「あの人間はどんな状態になったの？」

　通常番組に切り替わったテレビに視線を向けたまま、奈な々なが聞いた。

「簡単に表現すると、細胞に異常が起こってしまったのですね。で、人体構成を維い持じできずに崩ほう壊かいしてしまった、という感じですかね」

「バグに食われた人間はああなるのかよ……」
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　遼りよう一いちはただ吐き気をこらえていた。あの映像が本物なのか証明はできやしないが、それでも妙にリアリティがあった。気づくと滝のように汗を搔かいている。

「そのバグは、人間だけしか食えないの？」

　奈な々なは冷静な表情だ。

「基本的に人間と同じ物を食べるんですよ。同時に人間のエネルギーも奪うばうのです。要するにですね、体を維い持じするためには食べ物を口から取り入れます。それは人間と変わらないのです。ただし、バグは特殊な能力があります。人を狩るための攻撃的能力です。その能力を維持するために、人間の生命エネルギーを奪うということなのです」

「待て、ちょっと待った」

　遼一はあることに気づいた。人間を食うバグの存在をとりあえず認めるとする。しかし、そうなると説明のつかないことがある。

「あのときの出来事は救済者セーバーとバグの戦いとか言ってたよな。基本的にバグはひっそりと人間を食うんだろ。なんであんなに激はげしく人を殺してた？」

　逃げまどう人々の中に、どれだけの死傷者が出たのか。

「街中で戦えば、周囲の人々に被害が出てしまうのは当然です」

　リサは平然と言った。

「ん、どういうことだ？　バグは誰だれと戦っていた？」

「私とですよ。天使と悪あく魔まの戦いです。社会からバグを排除する戦いはいつどこで始まるかわかりません。そして、その激しい戦いは、周囲にも多少の被害を及ぼします」

　バグを排除するために、リサは戦っていたということか。周囲への影えい響きようも考えずに。

「……じゃあ、あれはおまえのせいでもあったのか？　もっと人のいないところで戦ったりすればいいじゃんか。反省はないのか？」

「でも、スポーツじゃありませんから。バグを倒すには少々の被害は仕方ないことなのです。それに、私たち救済者セーバーの戦いなどまだおしとやかです。イラク戦争でのアメリカなんて、街中にミサイル撃ち込みまくってたじゃないですか」

　そんなリサの物言いにさらに食ってかかろうとすると、奈々がそれを制した。

「待って。それより聞きたいのは、そのときの戦いの意味はなんだったのか、だわ。強引に街中で戦った理由は？」

「社会に寄生し特殊な能力を使うバグに対して人間たちは無力です。ですから、バグには私たち救済者セーバーが対抗するしかありません。そのためには救済者セーバーを増やすことが重要です」

「奈々は天使……救済者セーバーなのか？」

「違います。栄誉ある天使になるにはさまざまな条件があるのです。要するに、彼女は天使になる前の存在で、単純に駒ピースと呼ばれます。通称『天使の牙きば』ともいいます」

　遼一は奈々を見た。トランクに詰められた天使の牙。

「そうです。彼女の奪うばい合いで、あれだけ激はげしく戦っていたのです。バグサイドからすれば、当然救済者セーバーの勢力を増やしたくはないですからね」

　リサが奈な々なを指さした。

「奈々は人間じゃないってことなのか？」

「精神だけ人間じゃない、と表現しましょうか。天使の牙きば、つまり駒ピースは子供の女の子に憑ひよう依いというか寄生をします。いつどこで誰だれの中に出現するかはまったくわからないのです。その後、眠りにつき蛹さなぎ状態になります。そして、目覚めたときに最初に見た人間を宿主とするのです。宿主と駒ピースは繫つながっており、生命エネルギーは宿主から受け取ります」

「奈々は俺おれからエネルギーを奪っているってことか？」

「そうです。体を維い持じするために物質的な食料も食べますが、生命エネルギーは宿主から供給されるのです」

「じゃあ俺はいったいなんなんだ？」

「あなたは天使を育成する人間に選ばれたのです。彼女を天使として羽ばたかせる役目を担になうのです。その大役にはさまざまな危険がつきまといますが、大変栄誉ある仕事であると言えましょう」

　リサの物言いに遼りよう一いちは啞あ然ぜんとした。栄誉ある仕事だとか勝手すぎる、と、そこまで考えてからどきりとした。

「……ちょっと待て。危険って？　俺に危険がつきまとう？」

「それほど重要な大役なのです」

「そうじゃなくて、どう危険なんだよ」

「駒ピースの育成をするのですから、たくさんの障害はありますよ」

　遼一は、ふと先ほど見たバグのＤＶＤを思いだした。もしかしたら、リサがトランクをバグに奪われそうになったように、遼一の元にも……

「彼女が天使になるための通過儀礼イニシエーシヨンなのです。そんなプログラムに参加をすることは、社会の秩序を守ることに繫つながります。よかったですね」

　リサはパチパチパチパチと手を叩たたいた。

「だから待てって、この大おお馬ば鹿かやろう」

　何から聞いていいかわからない。突っこみどころがあまりに多すぎる。

「そのプログラムに、何故なぜ遼一が選ばれたの？」

　聞いたのは奈々だった。

　奈々の問いに、リサは人差し指を眉み間けんに添える仕草をした。

「本来はですね、家庭環境や社会的立場などを考こう慮りよして選別されるのです。基本的に男性です。そして宿主となってプログラムを行います。しかし今回はちょっとイレギュラーでした」

　リサは、部屋に置いてある歪ゆがんだトランクに視線を向けて続ける。

「いろいろとトラブルが重なったのです。トランクが奪うばわれそうになってバグと戦ったこと。そして、その戦いで駒ピース、つまりあなたに異常が出てしまったようです。本来ならもっと目覚めは遅かったのですが……やはり、ちょっとシステムにエラーが出てしまったのかもしれません。もしかしたら誤作動などもあるかもしれませんね」

　奈な々なはリサの視線を静かに受け止めている。

「偶然俺おれになったのか」

「あの戦いで逃げまどう人々の中、何故なぜかあなただけはぼんやりと突っ立ってましたよね。それで、形勢が不利だった私は、ついあなたにトランクを預けて逃げてもらったのです」

「あの事件がニュースにならなかったのはなんでなんだ？」

「天使と悪あく魔まの戦いはすでに社会的な懸けん案あんです。国家レベルでのメディアの操作、また、私たち天使も目撃者の記き憶おく操作などをしてサポートをします」

　国家レベルで救済者セーバーとバグは認知されているのだ。あの事件が公おおやけになっていない事実が、それを裏付けている。

「トランクを開ける前に警察にでも届けていただければ、こうならなかったのですがね」

　リサが言った。

「いつまでだ。いつまで俺はそのプログラムを続ければいいんだ」

「天使の牙きばが天使へと更新アツプデートされるまでです」

「その条件は？」

「……私からはお教えできません。それを探すのもプログラムの試練です」

「プログラムの中ではどう行動すればいいんだ？」

「自由です。あえて言うならば、道具を使って自己を守ることです」

　リサは一連の遼一の質問に答えたあと、ちらりと奈々を見た。

　奈々は沈ちん黙もくしている。

「……俺が断ったら？」

　遼一の問いにリサは首を振った。

「断れません。すでに天使の牙は作動状態アクテイブです。宿主は強制的にプログラムに参加することになっているのです」

「宿主のすべてが素直にプログラムに協力すると思うのか？」

「それでもいいのです。プログラムの失敗も範はん疇ちゆうですよ」

　遼一の視線を平然と受け止め、リサは微笑ほほえんだ。

　プログラムの失敗。それは遼一の死ではないだろうか。バグに殺されて終わるのだ。遼一はあのＤＶＤのバグに食われた男の末路を思いだした。

「そんな顔で睨にらまないでください。私たち天使は、あなたを全力でサポートしますから。こちらはプログラムのサポートグッズです」

　そう言うとリサはテーブルの上にさまざまな道具を並べていく。地図、金色の駒こまのようなもの、小さなウサギのぬいぐるみと用途がわからないものばかりだ。

「これはデッキといって、あなたにとって大切なものですよ。プレイヤーは、これらの道具を駆く使しして自己の生き残りを目指すのです」

　リサは遼りよう一いちの腕に腕時計型の機器を巻き付けながらそう言った。

　遼一と奈な々なは沈ちん黙もくしていた。部屋に重々しい空気が流れる。

「くよくよしていても仕方ないですよ。これは人類にとって重要な通過儀礼イニシエーシヨンです。遼一さんは英雄なのです。十二の難行に立ち向かうヘラクレスのような存在です。ローマ軍を撃破し続けたハンニバルのように勇気を持って試練に立ち向かうのです。これは世界の秩序を守るためのプログラムですよ」

　リサは遼一に微笑ほほえみかけた。

　プログラムはシンプルだった。ただ奈々と生活を続ければいいだけなのだ。しかし、それはちらりと見えている一角だけの問題だ。海面に沈んで姿を見せない氷山の大部分に何が隠かくされているのか。今の説明の信しん憑ぴよう性せいの判断もつかなかった。

　信じられることは、目の前にいる奈々の存在くらいだった。

「……道具、か」

　奈々がじっと自分の両手を見ていた。




　　　　＊




　思った。この出来事の信憑性をどう証明すればいいのかと。

　振り返ってみれば、すべての情報の真しん偽ぎの証明はできなかった。ネットにさまよう情報に、テレビや新聞で垂れ流されるニュース、そして、自分の目で見たものでさえも……

　ざわめく教室の中、遼一はぼんやりと席に座っていた。

「これ、今月のロッククライミング同好会の会報な」

　声に顔を上げると、同好会会長の川かわ崎さきが会報を持って立っていた。

「なんだこのキーホルダー」

　川崎が興味を持ったのは机の上に並べた小さな駒ピースだった。小さなブローチのような金色の七つの駒ピース。

「光ってんな」

　川崎が手に取ったのは兎うさぎだった。兎の目が赤く光っている。

「ゲームの駒みたいなものだよ」

　遼一は川崎から駒ピースを奪うばい返した。

「モノポリーみたいなやつか？　俺おれはあれをやるときいつも車の駒を選ぶんだよな。あのゲームって、最終的にプレイヤー同士で険悪になったりするんだよな……」

　これはリサから渡された道具のひとつだった。ゲームの駒ピース、のようなもの。

「この中から一つ選んでください」と、説明もされずに見せられたのだ。七種類の駒ピース。兎ラビツト、鳥バード、猫プツシー、犬ハウンド、豹パンサー、狐フオツクス、馬ホース。どれも金色にキラキラと光っていた。

　疑問を持ちながらも一つを選ぼうとしたところ、何かを思いだしたような表情をしたリサが「兎ラビツトがいいんじゃないですか。一番チャーミングですしね」と、無理矢理兎ラビツトを選ばされたのだった。

　──この兎ラビツトの駒ピースは、彼女の分身となります。

　リサの言葉と共に、奈な々なの手に置かれた兎ラビツトがボワッと光を帯びた。兎ラビツトが奈々を認にん識しきしたかのように目を赤く光らせたのだ。

　また、選んだ兎ラビツト以外の六つも渡された。使い方も意味もわからなかったが、少しだけ違いがあった。兎ラビツトは赤い光を発しているが、その他の六つの駒ピースは青く光っている。

「……なあ相あい沢ざわ、昼飯はどうする」

　川かわ崎さきの言葉に、ぼんやりしていた遼りよう一いちは、がばっと立ちあがった。いつの間にか昼休みになっていたのだ。考え事をしていたため、授業が終わったことさえも気づかなかった。

「ちょっと約束があるんだ」

　遼一は七つの駒ピースをズボンのポケットに乱暴に突っ込むと、いぶかしがる川崎をよそに教室を走りでた。

　階段を上がって鉄製のドアを開けると、夏特有の湿っぽい風が遼一の体を煽あおった。蒸し暑い屋上には人影は見えない。

　熱せられたコンクリートの上を歩いて屋上に出ると、背後から声がした。

「遅かったじゃない」

　屋上出入り口の陰から姿を現したのは奈々だった。

「私のそばにいないと駄だ目めだと言ったでしょ」

　奈々はフェンス際の屋根付きベンチにトコトコと歩いて不意に振り返った。

「似合う？」

　奈々がくるっと回ってみせた。セーラー服のスカートがふわっと舞った。

「幼すぎて高校一年生には見えないな。まったく色気を感じない」

「色気？　こうか？」

　奈々はスカートをまくり上げた。

「なにやってんだよ馬ば鹿か」

「こういうのが好きなんでしょ」

　焦る遼一をよそに、奈々は平然としている。

「おまえの見たってなんとも感じないよ」

「鼓動が少し速くなった。精神の乱れを感じる。つまり私を見て興こう奮ふんしている」

　奈な々なは遼りよう一いちの胸をトンと指で触った。

「やはり繫つながっているようね。他ほかの人間の状態はここまでわからないけど、遼一の状態だけははっきりとわかるの。離はなれた教室にいても君を感じてた」

　奈々はベンチに腰を下ろして言った。

　奈々は今日きようこの学校に編入してきたのだった。高校一年生の相あい沢ざわ奈々として。

　リサの提示したプログラムの状況設定のひとつなのだ。奈々は遼一と一緒に暮らしプログラムの道具として過ごすために身分証明が与えられた。もちろん偽ぎ造ぞうの身分証明だろう。

　しかし、それでもあっさりと奈々は社会に受け入れられた。昨日きのうの今日でこの学校に編入できたことを考えてもわかる。突飛な天使と悪あく魔まの話だったが、それらが社会の裏に根を張っているのは、やはり真実なのではないかと思う。

「なあ、学校に来る必要はあるのかな？　じっと家に隠かくれているとか、ホテルに泊まるとかして逃げてればいいんじゃないか？」

　遼一は奈々の隣に腰を下ろして言った。

「それは違う。このプログラムには期間が設定されていない。だとしたら、一番やってはいけないのは目立つこと。遼一と私でホテルを泊まり歩いてみろ。社会的に見ても目立つ。こうして普段どおりの生活をするのが一番安全だわ。まあ、リサと名乗った彼女が真実を言っているとは限らないけどね」

「でも、バグだっけ。そんな存在が襲おそってきたら」

「社会に寄生している知的存在、でしょ。だったら、奴やつらも目立った行動は取らないはず。学校などを襲ったり馬ば鹿かな真似まねをするわけないわ。それに、君の社会的生活は守るべきだと思う。私が人間社会について学習するためにも、この状況は望ましいわ」

　奈々は冷静だった。事実だけを受け入れている、といった感じだった。

「俺おれの生活の心配をしてくれてるのか？」

「それは違う。私の行動はあくまでも私のためにすぎないの。こうして学校に来て君と一緒に行動しているのも、あくまで監視。だから、わざわざ遼一の下の教室のクラスに編入したの。あの場所だったら、君が不ふ穏おんな行動を取ったときにすぐ対処できるから。私はいつでも君を殺せる距きよ離りにいるつもり」

　奈々はちらりと遼一を見た。

「だったら、もう殺したらどうだ？　あんなどろどろに溶けるような気色悪い殺され方されるよりは、すぱっとやってくれたほうがいい」

「駄だ目めだ。まだこの人間社会についてわからないことがたくさんある。そして、私との関係についても判明していない。私にとって君はまだ必要よ。だから、それまではこうしてそばにいてほしい」

　奈な々なは遼りよう一いちに身を寄せながら言った。

「奈々は俺おれのプログラムの道具なんだろ」

「そうらしいわね。でも、道具だとしても、私の存在は何であるか、という疑問は消えない。それは解明しなければならない疑問。要するに私たちはまだ協調できるということ。遼一は自分自身を守るため。私は自分がなんであるか知るために行動する。だから……」

　奈々は遼一に視線を向けながらも、すっくと立ちあがり振り向いた。

「わっ、よくわかったね。脅おどかそうとしたのに」

　ベンチの後ろに立っていたのは美み穂ほだった。

「美穂、借りていたジャージ返すね。頼んでいた制服がさっき購買に届いたの」

「奈々ちゃんのためにデザインしたかと思うくらい似合うよ。ちょっと大きいけど」

「成長期だから大丈夫よ。それよりお腹なかがすいたの」

　奈々が美穂にもたれかかった。

「じゃあ、ご飯食べに行こうか。購買と食堂どっちに行く？」

　単純な美穂はうれしそうに笑っている。しかし、遼一は奈々の冷めた表情を見てしまった。

　美穂に身を寄せる奈々のその表情は、ベランダの雀すずめや公園の蟻ありを観察していたときのものと同じだった。







　一通りの授業が終わると、遼一は奈々と校舎の外で待ち合わせをすることになっていた。

　話し合わねばならないことが山積みだった。昨日きのうの夜は、リサがあのまま遼一の部屋に長居し無む駄だ話をしていたので、ふたりで細かい議ぎ論ろんができなかったのだ。

　待ち合わせの場所に、まだ奈々はいない。フェンスの向こうではサッカー部と野球部が大きな声を上げてボールを追っている。それらの光景は何故なぜか遠くに感じられた。

「ちゃんと約束を守ったようね」

　横を向くと、奈々が木に半身を隠かくしてこちらを覗のぞいていた。

「おまえ、ずっとそこにいたんだろ」

「君が妙な行動を起こさないか様子を見ていたの。まあ、大丈夫だったわね」

　奈々は両手で鞄かばんを持って寄ってくる。学校の指定鞄にアクセサリーのようにウサギのぬいぐるみがぶら下がっていた。

「じゃあ行くわよ」

「まずどこに行く？」

「昨日のショッピングセンター付近ね。そこで議論するわ」

　遼一と奈々は学校の敷地内を並んで歩いた。

「なあ、クラスではちゃんとやったのか？」

　奈な々なの行動はどうも心配だった。何かとずれたところがある奈々なのだ。

「安心しなさい。しっかりと事前にシミュレーションしておいたわ」

「こんな変な時期に編入して目立っただろうに。ただでさえ、中学生にしか見えないし」

「重要なのは実際の体ではないわ。そうでしょ、世界に流通するマネーだって、実物の札束より帳簿のやり取りのほうが重要じゃない。目で見えるものは意外に重要じゃないのよ」

「自己紹介は？　よろしく頼むぞ人間ども、なんてやったんじゃないだろうな」

　遼りよう一いちが疑わしげな視線を向けると、奈々は首を振った。

「東京株式市場が大変なことになってますが皆さんいかがお過ごしでしょうか、相あい沢ざわ奈々です。趣味は読書と映画鑑賞とボールペン集め。好きな食べ物はプリンとバニラアイス。好きなプロ野球チームは楽天イーグルス。好きな時間は入浴タイムで胸から洗います。ラッキーカラーはブルーで下着も青でそろえています。以上、相沢奈々情報でした」

「……駄だ目めな自己紹介パターンじゃんか。それにおまえはジャイアンツファンだろ」

　プロ野球中継でジャイアンツが点を入れるとパチパチと拍手をしているのだ。

「楽天イーグルス好きで弱いもの好きな優やさしい女子を演出したのよ」

「いろいろ馬ば鹿かだなあ」

「こんなもんでしょ？　どうせ、この年代の男子はおっぱいとかパンツのことしか考えてないのよ。要するに、可愛かわいらしさと、ちょっとしたエロ、よ」

「最低な思考だな。なんていうか、馬鹿な男子には好かれそうだけど、同性から嫌われるタイプのテンプレートだよ」

「クラスの女子とも話したわ。君は意外に有名人だね。二年の相沢遼一の妹だと言ったら、あの相沢先輩？　って驚いていたわよ」

「へえ、俺おれも結構人気があったりするんだな」

「校舎の壁を登ったり、それで上級生の不良に絡まれて、そいつらと屋上で自転車使ってチキンレースして決着つけたとか、校舎と校舎の間に架けた鉄骨の上を渡ったとか、血液賭かけて麻雀マージヤンやったとか、危険なことばかりしてるって」

「……微び妙みように尾ひれがついているな」

「あまり君は楽しそうじゃないね。この学校生活」

「奈々こそ学校なんてつまらなかっただろ」

「なんの思考もなくただ生活している生徒ばかりだし、授業の知識だって独学で学べるものばかり。……でも意外に悪くなかったわ。女子の無む駄だなおしゃべりもテレビや読書にないものがあって、画面越しじゃない勉強は物事を違った視点から見られた。まあ、来て損はなかった」

　奈々がふと足を止めた。視線を向けるその先は体育館だった。開いた扉の向こうでは、バスケットボール部が活動していた。

「ん、どうした？　ああ、美み穂ほはバスケ部だからな」

　受験のために引退した三年に代わって、美み穂ほたち二年生が部員を引っ張っていかねばならないのだ。コートの中で声を出す汗だくの美穂の姿が見えた。

「あんな表情をするときもあるのね」

　奈な々ながじっと美穂に視線を向けている。

「バスケに関しては美穂はシビアだからな。後輩の女子からも慕したわれているらしいぜ。ミポリンファンクラブがあったりして、部活終わりに誰だれが美穂へタオルを渡すかで喧けん嘩かになったりするんだってさ。なんだかんだ言って、奈々も美穂のことは気になってるのか？」

　世話を焼いてくれている美穂に感謝の感情はあるのかもしれない。

「興味はある。今度あの女を部屋に呼んだとき、脱がして隅々まで調べてみよう。高校二年生の女子の標準的な体がどうなってるか知る必要もあるし、どんな反応するかも楽しみだわ」

　奈々はさっさと歩いていった。







　駅前のショッピングセンターに移動すると、マクドナルドに制服姿のたくさんの生徒たちが群がっているのが見えた。無秩序な建物や人波で混こん沌とんとする街だった。やはり、隠かくれるとすればこのように人が溢あふれ雑然とした場所が望ましいのかもしれない。遼りよう一いちは腕に巻かれた機器を見ながら思った。

「昨日きのうの場所はこの辺だったよな」

　遼一が言った瞬しゆん間かん、奈々がズテッと転び、持っていたプリンクレープがべちゃっと地面に落ちた。

「おまえ馬ば鹿かだなあ」

「……食べることに集中していた。遼一が支えるべきだったわ」

　奈々が倒れたままぎろりと睨にらんだ。表情の乏とぼしい奈々なのだが、遼一を威い嚇かくするときは怒りの表情を作るのだ。

「この地点で腕輪と足輪がくっつくんだな」

「いいから立たせなさい馬鹿」

　奈々の腕と足が縛しばられたようにロックされている。初めから奈々の手足に装着されていた物体が磁石のように引っついているのだった。

　遼一は奈々を抱きかかえて立たせてやった。少し後ろに下がると、くっついていた手足が解除された。

「この場所が問題なのかしら？　エリアが設定されているのだろうか」

　奈々は首を傾かしげながら周囲を調べている。

　遼一が落ちたクレープを捨てていると、奈々の呼ぶ声が聞こえた。見ると再び奈々が転んでいた。

「おまえ、少しは学べよな」

　遼りよう一いちは駆け寄りまくれたスカートを直してやった。並木道を歩いている人々が奈な々なに奇異の視線を向けている。

「エリアを調べているのよ。もう少し調べる必要があるわ」

　遼一と奈々はしばらく周囲を調べたあと、ショッピングセンター前のオープンカフェで休憩をすることにした。

「状況を整理するわ」

　奈々がアイスココアのクリームをストローにつけてぺろぺろと舐なめながら言った。甘いものばかりだ。だから奈々からも甘い匂においがするのだろうか。

「いまいち危機感を感じないんだよな。あのリサのふざけた性格のせいかな」

　状況と心情のズレを感じた。遼一はアイスコーヒーを飲みながらため息を吐いた。隣のテーブルでは、高校生のカップルがひとつのドリンクを分け合って飲んでいた。平和な日常風景がすぐ隣に存在している。

「何か裏があることは確かだろうね。それより確認よ。昨日きのう渡された物を全部出しなさい」

　奈々に言われるとおり、テーブルの上にリサから渡された物を置いていく。七つの金色の駒ピース。東京の地図。奈々はテーブルの上に小さなウサギのぬいぐるみを置いた。

　他ほかにも腕から外せないが、デッキという腕時計タイプの機器。そして、奈々の偽ぎ造ぞう住民票などもリサからもらっていた。

「使い方がわからないのは、この七つの駒ピースと、地図と、遼一のデッキね。このウサギのぬいぐるみの意味はわかるわ」

「一番わからないのはウサギだろ」

　リサは道具の使い方の説明はしなかった。その推測もプログラムの範はん疇ちゆうであるようだ。

「昨日の夜調べたのよ。すると、こういう物が出てきた」

　奈々が手のひらサイズのウサギの両足を広げる。その中に手を突っ込み取りだしたのは妙なものだった。カード大の金属プレートを重ねたような鉄塊。缶コーヒーほどの大きさだ。

「なんだこれ？」

「こうするとわかるわ」

　奈々が周囲をちらっと確認してから、折りたたまれたそれを伸ばしていく。連なった金属プレートが定規のように真まっ直すぐに並んでいる。

「……剣、か？」

　刀身一メートル以上はあるだろう日本刀のような形状だった。玩がん具ぐのような剣に見える。ブレード部分は白くペイントされており、文字が書いてあった。

　handle with care（取扱注意）

「このままじゃ、くにゃくにゃで使えないけどね。それに刃もついてないもの」

　奈な々なはすぐに剣を折りたたんでウサギの中にしまった。

「でも、明らかに剣だよな。使える条件があるのかな」

「私が使うんだろうね。この武器を使って敵を撃退すると」

「……敵か」

　遼りよう一いちは回想した。あの悪あく魔まのＤＶＤを。あの存在が遼一を狙ねらっているかもしれないのだ。そのとき、ふと遼一は思った。

「なあ、なんでその敵は俺おれを狙うんだろうな」

　狙われる理由が明確ではない。狙うんだったら直接奈々なのではないか？　しかし、このプログラムの前提は遼一が危険であるということなのだ。

「それはわからないわ。何か理由があるんでしょ。それよりも、理解できない疑問がある。それは、何故なぜ私が遼一を守らねばならないか、だわ」

　遼一はちらりと奈々に視線を向けた。

「そんな意味じゃないわ。私にとって遼一が必要であることは確かなのよ」

　奈々は遼一の心を読んだように補足した。

「ただ、危険を冒して君を守るほどではないはず。しかし、この設定は、明らかに私が身を挺ていして遼一を守る、という前提の上に成り立っている。その理由がなんであるか、を知りたいのよ」

　奈々の言うとおりだった。基本的に会って間もない関係なのだ。このプログラムを成立させるには、もっと明確な戦う理由が必要だ。状況設定があやふやすぎる。

「その疑問はとりあえず置いておこう。次はこの地図を見て」

　奈々がナプキンでテーブルを拭ふいてから折りたたまれた地図を広げた。一万分の一サイズの東京マップだった。見たところなんの変哲もないものだ。

　東京二十三区部分のエリアが赤いペンで囲まれているのが確認できる。

「プログラムはこの範囲で行います。外に出るとペナルティーがありますよ」と、リサが言っていた。

「遼一、ここを見て」

　奈々が地図の一点を指さした。ペンで赤く印がついている。

「この場所、俺の家だな」

「何故、わざわざ印をつけているのかしら。そして、他ほかの場所にも印がついている。こことか……ここにも」

　青い点が地図の随ずい所しよに記されている。青い印は意外に多く、ざっと見ただけで百カ所ぐらい点在している。

「今いる場所は駅前のここだな」

　遼一が地図の現在位置を指さした。

「あと、それも使い方がまだわからないわね」

　奈な々なが、地図を指さした遼りよう一いちの左手を見ている。左手首に巻かれた機器。

　これはデッキとリサが呼んでいた。強引にリサにつけられたのだ。「天使育成に必要なものですよ」と。一回はめると外すことができなかった。

　見た目は大きなデジタル腕時計のような感じだ。画面の下にボタンがついている。しかし電源は入っていない。

「電源ボタンとかは見つからなかったな」

「作動させるキーみたいなのが必要なのかもしれないわね」

　奈々は遼一の腕を持ってじっと考え込んでいる。

「最後にこの駒こまだな。七つある。俺おれのは兎ラビツトだってよ」

　テーブルの上に七つの駒ピースを並べてみる。兎ラビツトの目が赤く光っていた。隣の鳥バードの駒ピースを手に取ると、目が青く光っている。兎ラビツト以外の六つは青く光っているのだ。

「私を意味しているのだろうね。私のことも駒ピースと呼ぶのだから。単なるゲーム的なガジェットにすぎないのかもしれないけど、だとしたら何故なぜ他ほかの六つも渡されたのかしら」

「まあ、ゆっくり答えを出そうぜ」

　遼一はアイスコーヒーを飲みながら言った。

「そんなにゆっくりしてはいられないわよ。何故なら、いつ敵が襲おそってくるかわからないのだから」

　奈々は冷たい視線を向けた。確かにこの状態では、どうやって敵から身を守ればいいのか判断がつかない。すでにプログラムは始まっているのだ。

「だけど、どうする？　考えていてもらちがあかない」

「最初の行動はこれだわ」

　奈々が地図を指さした。

「この青いマークを調べる必要があるわ。今から一番近いマークの場所に行くことにする」

　そう言うと、奈々はアイスココアのプラカップを持って立ちあがった。

「早く行くわよ」

　地図をたたんでいる遼一をよそに、奈々はアイスココアを飲みながらさっさと歩いていく。

「待てよ奈々、そっちは確か……」

「早くしなさい……あっ」

　遼一を無視して歩いていた奈々はまたもズテッと転んだ。

「馬ば鹿かだなあ」

　まくれ上がったスカートから青いパンツが見えている。遼一はスカートを直してやりながらため息を吐いた。
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「遼りよう一いち、この辺りのはずよ」

　奈な々なが地図を見ながらキョロキョロとしている。

「……わかってるから、動かないでくれ」

　遼一は奈々を抱きかかえながら言った。奈々の両手両足がロックされた状態なので、遼一が抱きかかえて移動していた。どうも限られた範囲の外ではロックがかかるようなのだ。

「もっとあっちよ、早く」

　抱かれた奈々が遼一の頭をポカポカと叩たたいた。この辺りは人通りの少ない住宅街とはいえ目立つ格好だった。

「この道の駐車場の脇わきよ、青いマークがついているのは」

　すぐ目の前にコインパーキングがある。地図が指定したこの場所に何があるというのか。

　奈々が周囲を確認しながら、スタンと地面に降りた。

「できるだけ早く目標物を探すわよ。私のこの状態は明らかに無防備だぞ」

　奈々はぴょんぴょんとジャンプをしながらパーキングの中に入っていった。パーキングには白いセダンと茶色いワゴン車が停まっている。八台ほど車を停められる場所があり、三十分二百円と表示があった。

「特に変わったもんはないな」

　遼一も周囲を探したが、自分たちに関連性のあるようなものは見あたらない。

「何もないわけないわ。もっと細かいところも探しなさい」

　時折バランスを崩して転がったりしながらも、奈々は車の下を見ている。

　遼一は額の汗を拭ぬぐってから駐車場脇に設置された自動販売機に近づき、小銭を入れてスポーツドリンクを買った。見たことのないマイナーなメーカーのもので七十円だった。自販機の前面には液晶画面があり、アニメ調に表示されたリンゴのキャラクターが、ジュースを買ったお礼にかペコリと頭を下げた。

「あまりうまくないな。水みたいだ」

　遼一の声に反応した奈々が、ぴょんぴょんとこちらに近寄ってきた。

「何か飲むか？」

「……これじゃない？」

　奈々は自動販売機を指さした。

「このロゴを見て」

　奈々が指さしているのは、自動販売機の側面に表示されたマークだった。真っ白な自動販売機の側面には『リラックスタイム』との表記と共に、鳥のようなマークが小さくあった。

「それ天使に見えない？　これと同じよ」

　奈な々ながウサギのぬいぐるみを見せた。ウサギの背中にも同じような天使のマークがある。

「じゃあ、この自動販売機のことか？」

　遼りよう一いちは自動販売機を確認してみた。知ってるメーカーの商品もあるが、ほとんどはマイナーなものばかりが並んでいる。その中でひときわ異彩を放つ商品があった。それは濃縮リンゴジュース。百九十ミリリットルのサイズでリンゴが描かれたシンプルなパッケージ。

「こんなジュースに五百円払うやつはいないよな」

　何故なぜか値段がこれだけ五百円なのだ。

「遼一、それを買ってみなさい」

「こんなジュースをか？」

　奈々に言われて、渋々五百円玉を入れてボタンを押す。ガコンと音を立てて出てきたそれは、なんの変哲もないリンゴジュースだった。

「な、ただ流通量が少ないだけの値段設定で……」

　そのとき自動販売機から妙なメロディが流れた。

『特製リンゴジュースを買っていただき、どうもありがとうございます』

　遼一がキョロキョロとしていると、奈々が自動販売機の液晶画面を指さした。先ほどのリンゴのキャラクターが喋しやべっているのだ。真まっ赤かなリンゴに大きな目と口があり、細い手足がくっついただけのやる気のない造形だった。

『私、特製リンゴジュースのイメージキャラクターのアップルンと申します』

「アップルンだって……あはっ」

　奈々がぷっと吹きだした。遼一にはどこが面白いのかわからなかった。

　そのとき、画面に『認証中』との文字が表示され、次いでアップルンがにやっと笑った。

『今日きようはちょっと機嫌がいいので、特別に買ってくれたお礼におまけをあげちゃいます』

　アップルンの言葉遣いと声のトーンが少しだけ変化した。

『おまけとは、デッキのポイント回復でーす』

　アップルンの言葉に遼一と奈々は顔を見合わせた。

「遼一、デッキを見て」

　奈々に言われ腕を見ると、デッキの電源が入っていた。デッキの画面が点てん滅めつしている。

『一回十ポイント補充できます。最大ポイントは十なので、連続で買っても十ポイント以上は補充できません。ああっと、リンゴジュースはおいしいですので、どんどん買ってください』

　遼一は無視してデッキを見つめる。しかし、デッキ画面は点滅したままだ。

『デッキの説明をしまーす。十字キーとキャンセルボタンと決定ボタン、そして四つの選択ボタンで構成されています。四つの選択ボタンの内容ですが、一回しか表示しないので気をつけてくださーい』

　画面に表が表示された。

　[image: ]

「デッキの使い方か」

　遼りよう一いちはその表の内容を必死で頭に刻んだ。

『特殊選択ボタンはまだ使えません。使えるようになったら追って説明しますね。最後にプレイヤーへの助言です。道具を上手うまく利用しましょうね。では、バイバーイ』

　アップルンが手を振って、画面はあっさりと通常画面に戻った。画面には今日きようの天気予報のテロップが流れている。

　腕を見ると、デッキに文字が表示されていた。四つのボタンの上に、Ｒ、Ｗ、Ｓ、Ｅのアルファベット。その上に大きく『10』と表示があった。

「私にも見せなさいよ」

　奈な々ながぴょんぴょんジャンプしてデッキを覗のぞきこんでいる。

「なるほど、十ポイント以内で使えるということね。早速やってみるべきだわ」

「もっと慎重にやるべきなんじゃないか？　今は何も起こってない」

「慎重だというなら、何もない今試してみるべきよ」

　確かに何かが起こってから試したのでは遅いともいえるが。

「まあ、だいたいの効果は予想できるわ。限定解除ボタンを押してみなさい」

　奈々に言われたとおり、Ｒのボタンを押してみる。デッキの画面にReleaseの文字が点滅する。続いて決定ボタンを押した。『10』と表示されていた数字が『９』に減った。

　同時に、奈々の手足のロックが解除された。

「やっぱり、思ったとおり」

　奈々は自由になった手足を確認するように動かしている。

「ホーム外でロック解除か」

「きっと、ホームというのは最初から自由に動ける場所のことだわ。遼一の家とか学校とか、そのエリアはホームと設定されている」

「そのホームエリアから出たら、奈な々なの手足がロックされるってことか」

　あとでホームエリアがどこまでだか調べる必要がある。

「次は武器ボタンを押してみて」

　奈々に言われたとおり押してみる。しかし、変わったことは起こらない。

「……きっとこのことだと思うのよ」

　奈々がウサギのぬいぐるみに手を突っ込んだ。すると、ウサギのぬいぐるみが吹っ飛び、奈々の手には真まっ直すぐな刀身の剣が握られていた。吹っ飛んだウサギは剣の柄にストラップのようにぶら下がっている。

「握ると作動する。……なかなか使えそう、ね」

　奈々はヒュンと剣を振った。剣先が遼りよう一いちの足下のアスファルトに当たり、バチッと火花が散った。ブーンと羽虫のような音が鳴っている。スター・ウォーズのライトセーバーのようだ。

「刃の代わりにレーザーを利用してる。レーザーカッター技術を応用した高度な科学の剣」

　奈々はしばらくひゅんひゅんと剣を振り回してから、剣先を遼一の喉のど元もとに向けた。剣に走る青白いレーザー光が目視できた。

「たぶん、首ぐらい簡単に切り落とせるわよ」

　奈々はにやっと笑った。
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「やってみるか？」

「これから可愛かわいい奈な々な様って私のことを呼ぶなら、許してあげてもいいわよ」

　奈々はくるくると剣を振り回しながら遼りよう一いちに歩み寄り、手前でズテッと転んだ。カラカラとアスファルトの上を剣が転がっている。

「キャンセルボタンを押すと、時間が残っていてもキャンセルされるみたいだな」

　キャンセルボタンを押したら、再び奈々の手足がロックされたのだ。

「遼一様って呼ぶか？」

　遼一は、惨みじめにうつぶせに倒れている奈々に言った。

「馬ば鹿か、洒落しやれたジョークを言ってみたのよ」

　奈々は顔を上げて、キッと遼一を睨にらんだ。

　剣も元に戻しウサギの中にしまってから、残りのボタンを調べることにする。

「あと二つだな」

「特殊選択ボタンは、まだ使えないって言ってたわね」

　なので最後のボタンについて考えることにする。最後のボタンは電撃使用。

「きっと攻撃できるのよ。電気ショックで敵を攻撃する」

「押してみるか？」

　奈々がうなずくのを確認してから、遼一は最後のボタンを押した。

「────っ!!」

　ボタンを押すと同時に、奈々の体がびくっと痙けい攣れんし、腰から崩れるように倒れた。

「どうした奈々」

　遼一は急いで奈々を抱き起こした。奈々の体が小さく震ふるえている。

「……全身に電気が走って……たぶん腕輪からだと思う」

「すまない。予想できなかった」

　遼一は震える奈々を抱きしめながら謝あやまった。

「まさか、私に電気ショックとは。いや……まさかではない、わね」

　奈々は自分の足で立つと、どすんと自販機に寄り掛かり、荒い呼吸を整えている。

　ふたりの間に微び妙みような空気が漂った。この時点でお互いの立場が明確に決定づけられてしまったのだ。

　プレイヤーの遼一は、道具を駆く使しして自分の身を守らねばならない。

　こう言っているのだ。与えられた少女はプログラムの道具だと。少女には意思が存在するが、道具として使えと。

　電気ショックという脅おどしで、道具として利用しろということだった。

　奈々は手足をロックされたまま自販機に寄り掛かり頭上に視線を向けていた。少しだけ縮ちぢまったように思えたふたりの距きよ離りは、再び広がっていた。
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　ふたりは部屋に戻りそれぞれの時間を経過させていた。

　奈な々なは出窓に座りながら横目でテレビを見ている。窓の外は暗くなっていた。プログラムにおける待機の時間帯。つけっぱなしのテレビから流れるアイドルのアップテンポの歌が、逆にぎこちない空気を強調していた。

　遼りよう一いちは床に横になりながら漠ばく然ぜんと思考をまとめていた。自分の状況を整理する。

　まず、これは巧妙に設定されたものであること。

　駒ピース、つまり天使の牙きばが天使になるまで遼一の元で育成する。しかし、クリアー条件は提示されていない。それどころか、回りくどいシステム設定がある。

　遼一は腕のデッキを見た。これで奈々を、自己を守る武器として扱えということだ。

　あれからさらに調べてさまざまなことがわかった。まず、デッキのコマンドを使うにはポイントが必要だということ。そのポイントは指定の自販機で五百円のジュースを買えば補充できる。ただし、デッキに貯ためられるポイントは最高十ポイント。減るたびに自販機まで行かねばならないのだ。

　そしてホームポジションの概がい念ねん。

　調べた結果、ホームポジションは遼一の家を中心に、半径一キロと設定されていることがわかった。そのホームポジションに限り、奈々の手足のロックが外れ、自由に行動できる。

　ただし、ホームポジション内でも、キャンセルボタンを押すと手足のロックがかかることがわかった。その際にポイントが減ることはない。要するにホームポジション内なら、遼一が奈々の動きを完全に管理できることになる。

　ホームポジションの外に出ると強制的にロックがかかり、解除するにはデッキのコマンドを利用しなければならない。デッキに満タンの十ポイントが入っているとすると、ホーム外で奈々のロックを外して自由にさせるには、一ポイント三分の限定解除コマンドを使用し、合計三十分解除できるということになる。

　さらに時間を延ばしたいのなら、指定の自動販売機にジュースを買いに行くしかないのだ。

　奈々はじっと窓の外を見ている。無表情だが、どことなく寂しげだった。

　奈々の持つ「私はなんのために存在しているのか」という疑問。それを解決するため、遼一の家で暮らしながら知識をため込んできた。しかし見えてしまった。ただの道具にすぎなかった自分自身の姿が。自分自身を冷たく客観視してしまったのだ。

　もともとリサたち救済者セーバーも人間の道具にすぎないのかもしれない。

　ふと思った。このプログラムの効率のよい方法について。バグが襲ってきたとしたら、まず奈々を電気ショックで脅おどして戦わせる。普段は家で手足のロックをかけて管理する。完全に道具として扱うのだ。

　ちらりと奈な々ながこちらを見た。様子を窺うかがっているような冷めた視線だった。

　何かずれていた。こんなときはどうしたらいいのだろう、と思った。

　しかし、遼りよう一いちはこんな雰囲気に対処する方法を持っていないことに気づいた。唯一知っているコマンドは待機のみだった。







　次の日、授業の終わった放課後、遼一と奈々は学校の屋上にいた。

　遼一はベンチに座ってぼんやりと空を眺めていた。空は真まっ青さおだった。

「なあ遼一」

　奈々がフェンス越しに校庭を見下ろしながら言った。

「冷静に考えて、君と私の立場は明確になっている。私は君を守る道具だと」

　奈々には遼一を守らねばならない理由がある。基本的に武器や手足のロックの制限が存在する。その制限を解除して戦える状態にすることができるのはデッキを使える遼一だけなのだ。なので、デッキと遼一を守る必要が出てくる。

「俺おれは奈々を道具だなんて思ってないよ」

「デッキのコマンドで脅おどして武器と使えというのは明確だわ。それにホームの設定。遼一の家から半径一キロの圏内だけ手足のロックが外れる。逆に言うと、私が自由に行動できるのはその範囲。要するに、その外には逃げられないようになっている。君の道具だわ」

「…………」

「でも、私は自分の意思でやるべきことをやろうと思う」

「……俺も奈々を脅したりはしないさ。嫌だったら俺を守らなくてもいい」

「バグに食われてもいいの？」

「あの死に方は気持ち悪いな。食われるくらいだったら、別の死に方をするよ」

「それは困るわ。だから、食われる前に私が殺してあげる」

「そうしてくれ」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、奈々が南校舎を指さした。

「……向こうの南校舎、遼一が同好会で登ってる場所？」

「ああ、ロッククライミング同好会な」

　遼一が一年のときだった。学校帰りにショートカットをしようと人ひと気けのない南校舎裏を通ったとき、隣のクラスの川かわ崎さきを見かけた。川崎は三年の先輩数人に囲まれていた。あとから理由を聞くと、彼女に手を出したなど恋愛のもつれのような下らない類たぐいだったが。

　屋上まで壁をよじ登ったら許してやるよ、と、亀き裂れつの入った南校舎の壁を見上げて、三年たちはそんなことを言っていた。

　それを聞いた遼りよう一いちは、単純に屋上まで登れるのかな、と思った。ぼんやりそんなシーンを見ていた遼一は、三年たちにからまれ自ら壁を登った。

　最初はヤジる三年たちだったが、三階ぐらいまで登ると悲鳴に変わった。四階を越えて屋上に着いたとき、下にはもう誰だれもいなかった。屋上でにやけている川かわ崎さきがいただけだった。

　──氷のような心臓を持ってるな。

　川崎が登ってきた遼一の手を取り、そう言ったのを憶おぼえている。

　回想にふける遼一に、奈な々なが視線を向けた。

「君は他ほかの人間とは違うわね。他の人間と同じように笑ったり怒ったりするけど、なんていうか空からっぽ。どこか冷めている」

「奈々に言われたくないな」

　遼一はふっと笑った。

「きっと私には感情が必要ないの。でも、遼一は……人間は美み穂ほのような人生のほうが楽しそうな気がするぞ」

「人生、か。楽しい人生なんてあるのかな。俺おれはこう考えるけどな。死んだ状態がゼロだとしたら、生きている状態はストレスがかかったマイナスの状態だと思うよ。たぶん人生で感じるものの総量は辛つらさや痛みのほうが多い」

　だから、死とは人間にとって恐怖ではなく解放なのだ。苦しみからの解放。死んだ両親だって解放されたのだ。

「じゃあ、遼一はなんで生きているの？」

「……さあ、なんでだろう」

　七つの金色の駒ピースを弄もてあそんでいた遼一はふと手を止めた。

「どうした遼一？」

「いや……駒ピースが変だ」

「兎ラビツトの駒ピース？」

「違う、鳥バードだ、鳥バードの駒ピースが変わってる」

　奈々がベンチに近寄って駒ピースを覗のぞきこんだ。鳥バードの目が赤く光っている。

「確か兎ラビツト以外は青く光っていたわね。どういうことかしら」

「そもそも、この駒ピースはなんなんだ？　俺の駒ピースの兎ラビツト以外の六つも渡された理由は」

　デッキなどの細かな設定を見ると、ただの飾りであるはずはなかった。

「……遼一、とにかく下に降りよう。何かまずいことが起こっている」

　奈々がベンチに置いていたウサギを手に取った。

　ふたりは校舎の階段を駆け下り校庭に出た。日常の学校の風景が広がっている。下校や部活動でたくさんの生徒がいた。

「俺、ぼんやりとだけど、何が起こったのかわかる気がする」

「私もよ。とにかく……」

　奈な々なは周囲に視線をやってから遼りよう一いちを見た。

「選択があるわ。ここに残るか、他ほかの場所を探すか」

「どういうことだ？」

「ここにはたくさんの人間がいるということ」

　遼一はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「私はここにいるべきだと思う。何があってもここなら目立たない。生徒たちの中に紛まぎれられるからね」

　議ぎ論ろんするふたりの背後で声がした。ぎょっとして振り向くと、そこにはジャージ姿の美み穂ほが立っていた。

「ふたりとも何やってるの？　今から帰るのかな、奈々ちゃん」

「美穂……これから部活か？」

「そうだけど、ねえ、よかったら奈々ちゃんバスケ部の見学に来ない？」

「ごめん美穂、俺おれたち急いでる」

　遼一は奈々の手を強引に引っ張って校門へと向かった。そんなふたりを美穂は首を傾かしげて見送った。

「学校で待機したほうがいいわ。例えばさっきの体育館、あれだけ人がたくさんいた」

「なに言ってんだよ。正気か？」

「……自分の心配をしたほうがいいと思うわよ」

　強引に学校の外に引っ張られた奈々がちらりと視線を向けた。

「まだ何もわかっていないこの状況で、学校はまずいだろ。俺の言うことを聞け」

「……デッキで脅おどすつもり？」

「違う。これは冷静な議論だ」

　遼一は鳥バードの駒ピースを確認した。真まっ赤かな光は明らかに何かを警告していた。

「どこか、どこか人のいない場所で……」

　遼一ははっと奈々を見た。人のいない場所でどうするのだ？

「私は私のためにやるべきことをやるわ」

　奈々の表情は冷たかった。

　周囲を確認すると、高校生の他、小学生などが列を作って歩いているのが見える。ここは通学路なのだ。迷っている暇はない。

「……人ひと気けのない場所に行こう。ちょっと先に工事現場がある。そこは、建設会社が倒産してほったらかしになっていて人がいない」

　遼一は奈々の手を引っ張った。

「それでいいの？」

「はっきりと確認する必要があるだろ。俺おれは未いまだにプログラムとかすべてを信用していない。目で見る必要がある」

「……わかった。どちらにしろ、君のほうに決定権があるのは確かだ」

　奈な々なはうなずき、遼りよう一いちに手を引かれるままついてくる。

　ふたりは道路脇わきの路地に入り、空あき地を抜けて目当ての工事現場に入る。錆さびた鎖をまたいで中に入ると、赤いコーンやコンクリートブロックが散乱しており、プレハブがぽつんと建っている。周囲を確認したが人ひと気けはない。

　駒ピースの赤い光は警告だ。そしてこのプログラムで警告されるべき危険とは……

「……確認をしたい。もしも予想したとおりだったら、遼一はどうしたいの？」

　ウサギを持った奈々が聞いた。

「まずは対話だ。このゲームの真の意味を知る手助けになるかもしれない」

「それができなかったら？」

「そのとき考えよう」

　気づくと遼一の心臓が早はや鐘がねのように激はげしく鼓動していた。

　遼一の予想では、敵が近づいてきている。あのバグの存在だろうか。遼一はあのときのＤＶＤの映像を思いだして吐き気を感じた。強烈な嫌悪感。あんなふうになるのだったら、校舎の屋上から飛び降りたほうがましだった。

　しかし、学校に戻るわけにはいかない。もしも、学校でリサのときのような激しい戦いが起こったら。それこそ死傷者の山となってしまう。

　現状で身を守る武器はひとつだけしかなかった。この隣に立っている少女だ。異常なまでの身体能力を持つ奈々。遼一は恐怖に駆られ思った。自分を守るために、奈々を強制的にでも戦わせて…………

「来たわよ。感じる」

　奈々の髪がぞわっと逆立っていた。

　周囲を見たが人影は見あたらない。ごくりと唾つばを飲み込んだ。果たして相手は……

　そのとき、プレハブの陰から誰だれかが顔を覗のぞかせた。それを見て、遼一の緊張感が弛し緩かんした。小さくジャンプをして出てきたのは真っ白なワンピース姿の奈々と同じほどの少女だった。清せい楚そな雰囲気の長い黒髪に細い手足。少女は怯おびえた視線をこちらに向けた。

「ここに来ちゃ駄だ目めだよ。立ち入り禁止なんだ」

　少女に近づこうとした遼一を奈々が制した。

「近づくな遼一」

　そのとき遼一は気づいた。少女のフリルつきの白い靴下の足。リボンを巻いた両手首。その手足は奈々と同じようにくっついている。

「あれが敵よ」

　奈な々なは少女を凝ぎよう視ししたままウサギを握った。

「どういうことだ？　俺おれを狙ねらっているのはバグじゃなかったのか。いや、それよりなんで奈々と同じロックが……」

　思考が上手うまく回らない。何か気づかなければいけないことがあったが、この状態ではまったく情報が整理できない。

「私の武器を、デッキで」

「待て、相手は女の子だぞ」

　遼りよう一いちは奈々を制して一歩前に出た。

「なあ、君は誰だれだ？」

　穏おだやかな口調で問いかける。

「…………」

「え？」

　遼一は少し近づいた。

「……ごめんなさい」

　少女の手足のロックがいきなり解除され、スカートの裾すそがふわっと舞った。

「馬ば鹿か！」

　奈々が遼一の腰にタックルをして、ふたりはアスファルトの上を転がった。

　甲高い金属音に顔を上げると、大剣が遼一の寸前までいた場所に振り下ろされていた。その衝しよう撃げきにアスファルトの破片が飛び散り、パラパラと降ってきた。

　少女の構えた剣は、映画に出てくるような西洋の両刃のもの。大剣クレイモアと呼ぶにふさわしい大きさだった。刀身に青白いレーザーが走っているのが見える。

「あの武器、スカートの中に隠かくし、折りたたまれていたのが一いつ瞬しゆんで剣の形になった。私の武器と形状は違うが、システム的には同じ。だから……」

「ちょっと待て、なんでこんなことをする？」

　遼一の叫びに、少女は顔を歪ゆがめて首を振っただけだった。

「こちらに敵意はない。まずは話し合おう。大丈夫、何もしない」

　遼一はぎこちなく笑顔を作って少女と向かい合う。

　大剣を構えていた少女は、そんな遼一の表情を見て戸惑ったように動きを止めた。

「早く、武器設定をしなさい」

　背後で奈々が言った。

「待て、言葉は通じる……ほら、おいで。これおいしいぞ」

　遼一は奈々の胸ポケットからカロリーメイトを取り、距きよ離りを置いて少女に差しだした。

　困惑気味に遼一と視線を合わせていた少女は、いきなり悲鳴を上げ地面に膝ひざから崩れた。

「おい、何が……」

　何が起こった？　膝ひざをついて震ふるえる少女に駆け寄ろうとした遼りよう一いちだが、奈な々なに止められる。

　立ちあがった少女は唇を震わせながら「ごめんなさい」と言った。

「武器設定をして。来るわよ──」

　奈々が言った瞬しゆん間かん、少女が剣を振りかぶってこちらに突進してきた。華きや奢しやな体からは想像もつかないほどの瞬発力だった。

　体を硬直させる遼一の目の前で激しく火花が散った。バランスを崩した少女は、バックステップを踏んで距きよ離りを取る。アスファルトにウサギのぬいぐるみがコロコロと転がった。

　奈々がヒュンと剣を素振りした。デッキの武器設定コマンドが発動したのだ。

「下がって。迎げい撃げきするわ」

　奈々が少女を威い嚇かくするように睨にらみながら言った。

　少女は自分の身長以上もある大剣を頭上でくるくると回しながら距離を詰めてくる。奈々は、距離を測るように剣先をゆらゆらと揺らしながら剣を構えている。

　少女がいきなり速度を上げた。大剣のリーチを利用して強引に奈々を攻撃する。大剣のスイングでぶわっと土つち埃ぼこりが舞った。

　奈々は防戦一方だった。パワーでもスピードでも圧倒されている。剣と剣が衝しよう突とつし火花が散る。バランスを崩したのは奈々だった。少女が大剣を一いつ閃せんさせた。

　奈々の前髪がはらりと地面に落ちた。大剣の剣先は奈々の額ギリギリを通過していた。

　遼一は悲鳴を吞のみ込んで硬直した。奈々が押されている。危険な状況だ。

「大丈夫。この状況は私たちのほうが有利よ」

　奈々が少女と対たい峙じしたまま言った。

　しかし、その後も奈々は少女に圧倒され続けた。強引な攻撃に、ただ守るだけの時間が続く。それでも奈々はなんとか戦いを維い持じしている。

　加速する戦いに遼一は啞あ然ぜんとしていた。剣が衝突した火花が見えるだけで、剣の動きが目で追えない。

「……あっ」

　大剣の一撃を正面から受け止めた奈々が、ずるっと足を滑すべらせた。

　転倒しそうになった奈々に駆け寄り受け止めてやる。

「私からあまり離はなれるな。遼一を狙ねらっている。それより、武器の時間をちゃんと管理して」

　デッキには武器の残り時間が表示されている。もう一分を切っていた。延長するならまたボタンを押さねばならない。

　そのとき思った。十ポイントしかないのだ。だとしたら、こちらが戦える時間は決まっている。戦いを長引かせてはまずいのでは？

　しかし、意に反して少女が遼一たちから距離を取り始めた。奈々に視線を向けたまま、少しずつ後ずさり始める。

「……ん？」

　遼りよう一いちはそんな少女の行動に首を傾かしげた。

「静かに、動かないで」

　奈な々なは戦せん闘とう態勢を崩さずに、少女の動きをじっと見つめている。剣の作動音だけが、ブーンと響ひびいている。

　少女は遼一たちから離はなれると、いきなり身を翻ひるがえして、工事現場のコンクリートフェンスを跳び越え姿を消した。

　奈々はそれでも、剣を構えたまま緊張を切らさない。

　時間切れで奈々の持っていた剣がパキパキと自動的に折りたたまれた。五分が経過したのだ。遼一にとって異常に長く感じた五分間だった。

「……もう大丈夫なようね」

　奈々は小さく息を吐いた。逆立っていた髪も元に戻った。

「あれはどういうことだ……おい、血が出てるじゃんか」

　奈々の腕から血が滴したたっていた。

「問題ないわ。それより……」

　奈々は腕の傷をぺろっと舐なめてから遼一を向いた。

「そうだな。どういうことだ？　なんで女の子なんだ？」

　未いまだに動揺しており、思考を整理できない。

「落ち着いて考えよう。それに、まだ安全が確認されたわけじゃないわ」

　鳥バードの駒ピースを取りだしてみると、まだ目が赤く光っている。とにかく、何が起こったのか理解する必要があった。早急に対策を立てなければならない。

「まず、君が襲おそわれるということは事実だったわけね」

「確かに殺す勢いだったよな。……あれがバグ、なのか？」

　遼一は額の汗を拭ぬぐいながら言った。

「ねえ、遼一はひとつ勘違いをしているような気がするぞ」

「どういうことだ？」

「襲われることは示し唆さされていたが、バグに襲われるとは言われてないわ。あのＤＶＤは、ただ君に恐怖を与えるためだけに見せたんじゃないかと思う」

「じゃあ、あの子は……あんな小さな女の子がなんで」

　遼一はそこまで考えて言葉を止めた。目の前に立ってる奈々が目に入ったのだ。感覚が麻ま痺ひしていたが、小さな女の子なら目の前にもいた。

「気づいたか遼一。私たちは大きな考え違いをしていたようね」

「そうか。相手は……」

「そう。だからあの戦いは私が有利だった。時間制限がシビアなのはあっちサイドだからね。剣と手足のロックにポイントを使わねばならないし、撤てつ退たいする時間も残しておかなきゃいけなかった」

「要するに、俺おれたちと同じだったのか」

　相手はバグではなく、遼りよう一いちと同じ立場だったのだ。デッキを持って駒ピースを持っている。

「要領を得ないルール説明に疑問を感じていたが、こういうことだったのね。同じ立場の人間同士でつぶし合いをしろ、と」

「でも待て。同じ立場の人間だったら……何故なぜ襲おそってきた？」

「私は人間がどう考えるかよくわからないが、遼一はこう思わない？　自分を守ることを前提に渡された武器がある。だとしたら、使われる前に使おうと」

　遼一は奈な々なの言葉に沈ちん黙もくした。先制攻撃の思考。

　同時に気づいたことがあった。渡された駒ピースは七つだった。

「まさか、このゲームは……」

「そうだ。七ペアのバトルロイヤル、ということね」

　七人の人間に天使の牙きばが配られたのだ。そして、生き残りをかけて戦え、と。遼一は思った。これがプログラムの正体なのではと。最後に残った優秀な武器が天使となるのだ。

「鳥バードの彼女も天使の牙、つまり駒ピース。そして人間は隠かくれて彼女をデッキで操作している。最初に鳥バードが膝ひざをついて苦しんでいただろ。あれは電気ショックだ。道具として戦うことを強制されている。退いたのは時間のこともあるだろうが、こちらの様子を見に来たんだろうね」

「そうか、そういうことだったのか」

　遼一は鳥バードの駒ピースを見ながら大きく息を吐いた。光が青く変わっている。とりあえず、危機は去ったのだ。

「攻撃される前に攻撃するという人間らしい発想ね。歴史の本を読んだが、戦争はそんな思考から引き起こされていたわよ……どうしたの？」

　奈々が横目で遼一を見た。

「まずいぞ奈々」

　遼一は七つの駒ピースを見せてやった。

　奈々が赤く光りだした駒ピースに視線を向け、顔をしかめた。

「猫プツシーの駒ピースね」

　猫プツシーの両目が赤く光っている。

「どうする、移動するか？」

　連闘はまずかった。ポイントの問題もある。それにしても、どうして鳥バードはこちらの正確な場所がわかったのだろうか。そんな疑問も解決せねばならない。

「奈々、ここから離はなれよう。さっきの剣の音もまずい」

　遼一は工事現場から走りでようとして何かとぶつかった。

「きゃっ」

　女の子の悲鳴と共に遼りよう一いちは転倒した。何かぽにょんとしたものの上に倒れたような感触。

　気づくと目の前に女の子の顔があった。その距きよ離りわずか十センチ。反射的に支えようとしたのか、彼女を抱くような形で倒れていた。

　至近距離の彼女から視線を外せなかった。いい匂においがすると思った。茶色の混じった綺き麗れいな瞳ひとみや通った鼻筋などのパーツではなく、全体の雰囲気が可愛かわいらしかった。初めて真まっ青さおな沖縄の海を見たときのように、ただ目が離はなせなかった。

「もしもこれが映画だとしたら、あと十秒でキスシーンになるよね」

　遼一の下にいる彼女が言った。声も彼女にぴったりだった。青い海が発する潮しお騒さいのようなクリアな声。ピンクの唇から八重歯が覗のぞいている。

「ごめん、左手はわざとじゃない」

　左手は彼女の胸の上にあった。彼女の体の柔らかさに反比例し、遼一の体は極限まで硬直していた。

「私はわざとぶつかって転んだんだけどね」

　彼女が耳元で囁ささやく。息がかかってぞくりとした。

「離れろ」

　奈な々なの強こわばった声が聞こえた。

　遼一は奈々の声にはっと我に返った。女の子の匂いをかいでいる場合じゃなかった。

「離さない」

　女の子がぎゅっと遼一を抱きしめたまま立ちあがった。

「遼一、武器設定を」

　髪を逆立てた奈々が言った。しかし、遼一の腕はしっかりと押さえられている。

「動かないで。動くとこの人を殺しちゃうから」

　女の子が遼一の肩越しに、奈々に言った。

　そのときになって、遼一はやっと気づいた。首に回された彼女の腕にあの腕輪が見えた。彼女は……

　遼一の視線に、彼女はニコッと笑った。

「そう。私が猫プツシーなんだ」

「そんな……」

　逃げようとした遼一を、女の子はしっかりと捕まえている。

「そんなに怯おびえないで。話し合いをしに来たんだよ。ねえ、よかったら私と共同戦線を張らないかな？」

　彼女はそう言った。




　　　　＊




「私はねえ、とりあえずジェシカって呼んで。ほら、女優のジェシカ・アルバっているでしょ。あれって私に似てない？　表情の作り方とか、小首の傾かしげ方とか、水の飲み方とか」

　ジェシカと名乗った女の子が言った。

　三人はデパート脇わきのオープンカフェに来ていた。遼りよう一いちの隣には手足をロックされた奈な々なが座っており、正面にジェシカがいる。

　こうして距きよ離りを置いて見てもジェシカは可愛かわいらしく、周囲の男性の視線を集めていた。デニムのミニスカートとネイビーブルーの細身のボートネックシャツを着ており、大きな胸が強調されている。肩よりほんの少しだけ下まで伸びた髪にはパステルカラーの小さなリボンが結んであった。ジェシカの見た目の年齢は遼一と同じくらいだろうか。遼一の視線にジェシカはウインクを返した。

　このカフェは、奈々とジェシカのホームの外にある。いわゆる中立エリアに議ぎ論ろんのテーブルを設定したのだ。周囲の席は買い物帰りの主婦や勉強する学生などでうまっていた。

「私は相あい沢ざわ奈々。便べん宜ぎ上は彼の妹となっている」

　奈々がじっとジェシカを観察している。

「奈々かあ。可愛い名前だね」

　ジェシカが口を開けているので、遼一はスプーンでパフェのクリームを入れてやる。ジェシカは舌先でクリームを受け取りにこりとした。

「あまり近づくな馬ば鹿か」

　奈々が遼一を睨にらんだ。

「あ、ごめん、手が使えないからさあ。……もしかして妬やいちゃった？」

　奈々もジェシカもホームの外なので、お互いにロックがかかっているのだ。

「違う。まだ信用しきれていないと言いたいのだ。そもそも、ジェシカはまだ隠かくしていることがあるわ」

「んー？」

　ジェシカがクリームを舐なめながら小首を傾げる仕草をした。無表情の奈々と違って、ジェシカの表情は女の子らしかった。

「宿主の人間を隠している。私はこうして見せているぞ」

「どんなやつなんだ？」

　奈々と遼一に言われ、ジェシカは困ったような表情を浮かべた。

「君と同じくらいの男の子だよ。彼に人間のことを教えてもらったりしたの。でも、彼はちょっと怖がってる。私に対しても怯おびえてて、どうにか協力してもらってる程度なの……」
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「それにしても、奈な々なもジェシカも言葉とか憶おぼえるのが早いよな」

「元々このボディの知識ベースは残っていたのよ。要するに、パソコンを初期化したような感じだわ。データは消えるけど、基本ソフトは残ってるでしょ」

　奈々が言った。

「宿主の彼は映画やアニメが好きでＤＶＤばっかり見てるの。だから私もそれを見て、いろいろ学んだんだよね」

「だから、そんな性格になったのか」

　どうも性格は初期の学習で大きく変わるようだ。

「さっきぶつかったのもアニメで学習したんだ。ゲームもアニメも、ぶつかってキャーみたいな男女の出会い方でしょ。奈々は妹なんだっけ？　だったら、お兄ちゃん私のプリン食べたでしょー、とか言ってプンスカ怒ればいいんだよ」

「話を逸そらすな。私は宿主をここに連れてこいと言っている」

「ちょっと困るよお。一応いつでも私のロックを解除できるように近くにはいるんだよ。デッキにも有効距きよ離りがあって、その範囲内に。でも、やっぱり弱点になっちゃうからねえ。人間ってちょっと弱すぎるでしょ。それに……、彼とこれ以上関係がこじれたら困るし」

　周囲を確認したが、それらしき人間は見あたらない。日ざしの弱まった夕方の街には、人が溢あふれており判別がつかなかった。

「せっかく奈な々なと仲良くしようと思ってるのに……困っちゃう」

　ジェシカが上目遣いで遼りよう一いちを見つめた。

「なあ奈々、あまり責めるなよ。ジェシカの言うことももっともだ。だから、もっと生産的な会話をしようじゃないか」

「ありがと」

　ジェシカがニコッと笑った。一方、奈々の視線は異常に冷えていた。

「まあいいわ。それより、共同戦線とは？」

「いろいろ調べて思ったんだよね。これって、私たちを含めて七人がいるってことでしょ。それで、さっきみたいに強制的に戦うことになったりするじゃない。だから、協力しようって」

「それに関しては問題があるわ。基本的に私たちはどう行動するべきか指示されているわけではない。要するに、共同戦線を張るガイドラインすら存在しないということだ」

「ねえ、奈々って言葉遣いがトゲトゲしいねえ……あーん」

　ジェシカが両手でテーブルをコンコン叩たたいたので、スプーンでクリームを口に運んでやる。

「本やテレビのニュースで言葉を憶おぼえたからかな」

「七組が戦うというルールがあるわけではない。プログラムの目的は救済者セーバーを作ることだ」

　奈々が言った。

「でもさあ、なし崩し的にそうなるじゃん。さっき襲おそってきた子もそうだし。だったら、味方を作っておいたほうがいいでしょ」

「どうして私たちにその話を持ってきた？」

「さっきのやり取りを見てたんだよね。まず議ぎ論ろんありきみたいな感じだったし。あと、君も優やさしそうだった。それって一番重要だよね」

　ジェシカが頰ほお杖づえをついて遼一を見ている。

「私たちの居場所はどうしてわかったのだ？」

　奈々が聞いた。それは遼一も気になっていたことだ。

「駒ピースを見たんだよ。ほら、これ」

　ジェシカがポケットから取りだしたのは銀色の兎ラビツトの駒ピースだった。兎ラビツトの目が異常な速さで点てん滅めつしている。

　確認してみると、遼一の持っていた猫プツシーの駒ピースがいつの間にか点滅している。

「相手に近づくほどその駒ピースの光の点滅が速くなるんだよね。だからどれくらい接近したかわかるの」

「俺おれたちは光の色が変わって相手がホームに入ってきた、ということしかわからなかったぞ」

　鳥バードも猫プツシーもただ赤く光っただけだった。

「自分のホームにいると、点滅はしないの」

　ジェシカはそう言った。

「自分のホームから出た鳥バードやジェシカは駒ピースの点滅速度で細かい位置を知って、俺おれたちの所に来たってわけか」

「逆に、私たちは相手がホームに入ってきた、という情報までしか与えられなかった」

　点てん滅めつ速度で相手の場所を知るには、ホームの外に出ないといけないのだ。

「……まずいわね」

　考え込んでいた奈な々なが、しばらくしてからつぶやいた。

「何がまずいんだ？」

「今回の戦いを考えてみて。戦いは私たちのホームで行われた。一見私たちが有利に思える」

「違うのか？　手足のロックが最初から解除されている俺たちのほうが有利だったぞ」

「直接的なバトルではね。しかし情報的な観点では？　明らかに私たちが不利だった。相手は必ず先に私たちを見つけることができる。要するに、このシステムは明らかに守備側が不利にできている」

「相手を攻撃しろって誘導されていると？」

　遼りよう一いちはどきりと奈々を見た。

「そこまでは言ってないわ。ただ、このプログラムは情報戦だということ。もともと、最初からぼんやりとした情報しか与えられていない。このプログラムの意味を私たちで探さねばならないのだろうね」

「で、どうする？　私と協力してくれる？」

　ジェシカが聞いた。

「いいわ。一緒にこのプログラムの真の意味を探る。そして終わらせる」

「真の意味？　どうするんだ」

「少し。少しだけ動くわ。先に動いて情報を集める」

　奈々は言った。




　　　　＊




　次の日の放課後、遼一と奈々は行動を開始することにした。

　駅前のスターバックスで簡単に戦略会議をする。

「なあ奈々、情報を集めるってどうすりゃいいんだ？」

　こちらから動いたほうが有利だとはわかったが、具体的にどうすればいいのか。

　奈々はオレンジジュースを飲みながらあの地図を見ている。

「ジェシカパターンをやればいい。彼女は適当に動き回って私たちのホームを見つけた。この駒ピースを使えばいいんだ」

　奈々は兎ラビツトの駒ピースをテーブルの上でくるくると回した。

「今、この兎ラビツトの目は赤だ。私たちのホーム内だからね。そして、外に出ると青くなる。ホームの外に出たからだ。ここまでは理解できるわよね。そして重要なのは、兎ラビツトは、他ほかの駒ピースのホームに入っても赤く光るってこと。自分の駒ピースは、どこのホームに入っても赤く光るのね。要するに、適当に移動をして、兎ラビツトの光が赤くなったら、その場所は誰だれかのホームということになるのよ。駒ピースの変化をまとめるとこんな感じ」

　奈な々なは地図の裏のメモを見せた。
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「私の駒ピースである兎ラビツトの光は二種類。兎ラビツトの光の意味は、私たちがどこにいるか、ということ。兎ラビツトの光は、自分のホーム内では赤、外に出ると青。そして、例えばジェシカのホームに入っても赤くなる。で、次はその他の駒ピースについて」

　奈々が別の表を見せながら解説をする。




　[image: ]




「他の駒ピースの光の意味は警告で、三パターン。通常は青で危険がない状況。そして、私たちが自分のホームの中にいるとき、赤く光った駒ピースがあったとする。その場合、赤く光った駒ピースが侵入してきたという警告。私たちがホームの外に出たとき、点滅を始めた駒ピースがあったとしたら、その駒ピースに接近をしているという警告」

「なるほどな。で、捜そう索さくの方法は？」

「七人が散らばっているのは、このマップ内よ」

　奈々が広げたマップは東京二十三区全域が表示されている。

「駒ピースの光の特性を利用して、他のホーム探しを行うわ。まず、マップ内を適当に歩き回って、兎ラビツトが赤く光る場所を探す。そこが他ほかの駒ピースのホームとなる。そこで点てん滅めつを始めた駒ピースがあったとしたら、ほぼその駒ピースのホームだと確定するわ」

　確かにこのままだと夜も安心して眠れなかった。七つの駒ピースをじっと見つめて異変がないか神経を尖とがらせていなければならないのだ。そんな生活をずっと続けるわけにはいかない。

「ホームは半径一キロメートルの円だ。だから、地道に東京を動き回れば、他のホームがわかるってことよ。よし、行こう」

　奈な々なが立ちあがってウサギのぬいぐるみを手に取った。

　駅に向かおうとした遼りよう一いちを、奈々が呼び止めた。

「ん、どうした奈々」

「ほら、そこからホーム外なんだから」

　奈々がウサギを持ったまま、上目遣いでこちらを見ている。

「そっか。仕方ない」

　遼一は奈々を抱え上げた。

「馬ば鹿か、馬鹿、米こめ俵だわらのように持つな」

　奈々が足をばたつかせたので、仕方なくお姫様だっこをしてやった。

「丁重に運びなさいよ」

　奈々が遼一に抱かれたまま言った。

　そのまま駅へと向かい、ふたりは当て所なく電車に乗り続けた。序じよ盤ばんは単純に線路沿いを塗ぬりつぶしていこうということになった。現在青く光っている兎ラビツトの目が赤に変化しなければ、線路の両サイド一キロは他の駒ピースのホームではないということになる。

　乗客の少ない電車内で、遼一は椅い子すに座りながら地図に印をつけていった。奈々はというと、座席に逆向きで膝ひざ立ちに座って車窓をずっと見ている。電車に乗るのが初めてなので、楽しくて仕方がないようだった。

「面白いか？　でも、そろそろ混んできたから、ちゃんと座れ」

　遼一は、必死で外を見る奈々の肩を叩たたいた。

「……思ったほどじゃなかった」

　奈々は椅子に座り直してつぶやいた。

「ん？　車窓のことか？」

「テレビ番組のやつは、もっと綺き麗れいな景色だったわ」

「テレビ番組の『世界の車窓から』のことか。おまえ、あの番組好きだもんな。そりゃあ、あれとは違うぞ」

「東京の車窓は灰色だ。道路ばっかり。その道路も汚い灰色。世界の車窓からの景色は、道路があってもレンガ道だったり、石畳の綺麗なグレーだったりする。いつか行ってみたいな」

「確かにそうかもな。中央線の車窓があの番組に出ることは絶対ないよな」

　車窓を流れる東京は濁にごった灰色に見えた。灰色のコンクリートでできた街。

　車窓の景色は徐々に朱色に染まっていく。夕暮れの東京は少しだけ綺き麗れいになった。

　そのとき奈な々なが声を上げた。

「……今、一いつ瞬しゆんだけ赤くなった」

　奈々が兎ラビツトを手に持ち言った。別の駒ピースのホームに入ったということだ。

「なるほどこのエリアか」

　遼りよう一いちが地図を確認していると、車内に次の停車駅のアナウンスが流れた。

「降りるわよ遼一。できれば夜になる前に確認しておきたい」

　電車が停車し、遼一は奈々を抱きかかえてホームに降り立った。名前だけ知っている普段気にも止めてない駅。構内のキオスクのシャッターは閉まっていた。

「ちょっと目立つんだよな」

　奈々を抱いている遼一は、周囲からちらちらと視線を向けられていた。イチャイチャしすぎのカップルと見られているのだろうか。いや、奈々は幼すぎて恋人には見えまい。

「気にするな。目標が近くなったら気にすればいいことだわ」

　奈々は遼一の体にしがみつきながらウサギをぎゅっと抱いている。

「どの駒ピースのホームかが問題だな」

　奈々が六つの駒ピースを手に取り確認している。今のところどの駒ピースにも変化はない。

「ただ、相手サイドには俺おれたちがホームに侵入したことはわかるんだよな」

「だが、正確な位置はつかめない。侵入した私たちが有利だ」

　駅の改札を抜けると、夕暮れの商店街があった。日常の生活風景が広がっている。そんな景色を見ていると、少しだけ自分たちの行動に疑問を感じた。

　遼一は奈々を抱いて線路沿いに歩いた。先ほど兎ラビツトが赤く光った場所に戻らねばならない。夕方の街には買い物をする親子連れなどの姿がちらちらと見える。平和すぎる風景だった。穏おだやかすぎて胸が痛くなった。

「なあ奈々。実際奈々の体は人間なんだよな。だとしたら、どっかに奈々の本当の家族がいたりするんだよな」

　奈々を失った家族がどこかに存在するのだ。

「私にはそんな人間的な感傷はないわ。生物学的にいえば体の遺伝子だけの繫つながりだろう。私にとっては些さ細さいな問題だよ」

「でも、俺と違って遺伝子だけの繫がりでも家族があって帰る場所がある。なあ、一段落ついたら、奈々の母親を捜さがしに行こうか？」

「私に帰る場所なんてないわ」

　奈々は遼一にしがみついたまま言った。

「でもなあ……」

「光った、誰だれかのホームに入った」

　奈な々なが赤く目の光った兎ラビツトを見せた。

「犬ハウンドの駒ピースにも変化があったわ。目の光が点てん滅めつを始めてる」

　犬ハウンドの点滅の速度はとてもゆっくりだった。まだまだ距きよ離りはあるだろう。このホームにいない可能性もある。

「慎重に少しずつ近づこう。ゆっくりでいい、ゆっくりよ」

　奈々が遼りよう一いちに抱かれたまま指示を出す。

「ジェシカのようなタイプだったらいいんだけどな」

　遼一はつぶやいた。

「ん、どういう意味？」

　奈々が遼一を睨にらんだ。

「話せばわかるタイプだったらいいなってことだよ」

「……あの胸だろ。テレビを見ているとき、胸のでかいタレントが出ると、鼓動が少し速くなる。ジェシカと議ぎ論ろんしていたときも、三秒に一回は胸元に視線がいっていた」

「ジェシカの胸を見たのは認める」

「おっぱいがでかい女は馬ば鹿かなんだぞ。寝るときに胸部が圧迫されて、脳が酸欠状態になり脳細胞が死し滅めつしていくからだ」

「そういえば奈々は頭がいいよなあ」

「……私の胸が小さいと言いたいのか？」

「コンパクトサイズではあるよな」

「でも、すごい柔らかいんだぞ」

　ふたりは会話をしながら街を歩き続けた。しかし、点滅の速度で距離と方向を判別するのはなかなか難しいことだった。それでも街が薄暗くなる頃ころには、犬ハウンドの点滅の速度は徐々に上がっていった。

「百メートル以内といったところね」

　奈々が言った。ジェシカと協力して、距離と点滅の速さの関連はすでに調べている。

　そんなとき、奈々が首を傾かしげた。

「どうした？」

「犬ハウンドの光が消えた」

　奈々が見せた駒ピースから光が消えていた。

「どういう意味だろう？」

　遼一はただ呆ぼう然ぜんと立ち止まった。

「基本的にこの駒ピースは、私たちのイメージだ。分身のようなものだわ。要するに、犬ハウンドの少女に何かが起こったのだというのが妥だ当とうだろうな」

「真相はわからないけど、ガイドがなくなったってことだよな」

　相手を探す術すべは失われたのだ。

「そうでもないぞ。探す方法はある。それにはまず来た道を戻ること。できるだけ急いで」

　奈な々なはきっぱりと言った。遼りよう一いちはうんざりと奈々を抱きかかえて道を引き返す。

「どうするんだ？」

「まだホームという概がい念ねんは残っている。ほら、兎ラビツトは赤く光ってるだろ。簡単な算数よ」

　ふたりは再び元の場所に戻った。犬ハウンドのホームとの境目の場所。

「まず、この場所をホーム境界線の一点とする」

　奈々は地面に降りると地図を広げた。

「そして、ここから離はなれた場所の境界線のもう一点を探す。そうすれば、自おのずとホームの中心がわかる」

「そうか。俺おれたちのホームの中心は俺のマンションの部屋だったもんな」

　ホームはそこから半径一キロの円として設定されていた。一辺一キロの二等辺三角形を作れば、自ずとホームの中心がわかる。そこが、宿主の家である可能性が高い。

　その後、ふたりは地図を見ながら、ホームの中心へと向かった。幹線道路から外れた場所で、入り組んだ細い道を抜けていく。目当ての場所に近づいたときに、すっかり辺りは暗くなっていた。

　静かな住宅街という感じで、独身者用のアパートなどが立ち並んでいる。どこからか犬の遠とお吠ぼえが聞こえた。

「あのアパートだと思うわ。部屋まではわからないが」

　奈々が二階建てのアパートを指さした。外壁が赤いレンガの、四世帯ほどのこぢんまりとしたアパート。一階の二つの部屋の明かりはついている。

「もっと近づいてみて」

　奈々に言われたとおり、慎重にアパートに近づく。

「……二階へ」

　ちらりと郵便受けを見てから二階へと上がる。

「限定解除して。二〇二号室から……」

　奈々が低い声で言った。言われたとおりデッキを操作して奈々のロックを外した。

　遼一がチャイムを指さしたが、奈々は首を振ってドアノブを握った。そっと回転させるが、やはり鍵かぎがかかっている。

「見張ってて」

　奈々はそう言うと、髪からヘアピンを二本外して鍵穴に突っ込んだ。しばらくがちゃがちゃとやっていたが、不意にカチリとロックの外れる音がした。

「泥棒じゃねえか」

　奈な々なは、困こん惑わくする遼りよう一いちに口に人差し指を当ててみせてから扉を開ける。

「……血の匂においがするわ」

　奈々は真っ暗な部屋の中をじっと見ている。玄関からでは中の様子はわからない。

「デッキの準備をして」

　奈々はそう言って、慎重に廊下を進んでいく。遼一も奈々の後ろに続いた。

「いた。……何かおかしい。電気をつけて」

　部屋の中を覗のぞきこんだ奈々が言った。遼一には暗くてまったく見えない。廊下の壁を手探りして明かりのスイッチを押した。

　部屋の明かりがついて、遼一はどきりと立ちつくした。空あき缶やゴミの散乱した部屋の中央に、ぐったりと倒れている少女の姿があった。下着姿でうつぶせに倒れている彼女の脇わきには、パカリと外れた腕輪と足輪が転がっていた。

「……生きてる」

　駆け寄って調べてみると、呼吸と体温が感じられた。しかし、彼女の体を見てぞっとした。全身がアザとみみず腫ばれに覆おおわれ、皮ひ膚ふが変色している。

「この子が天使の牙きば……駒ピースか？」

　遼一の問いに奈々は首を振った。

「鳥バードやジェシカもそうだったが、私たちは接近するとお互いの存在を感じ取れる。しかし、この子からはまったく何も感じ取れない」

「じゃあ、普通の女の子なのか」

　犯罪の匂いを感じて、だらだらと汗が流れ落ちた。

「やっぱり私たち関連よ。見て、あのトランクもある」

　部屋の隅にあったのは、奈々が最初に入れられていたあのトランクと同じものだった。

「じゃあ、宿主と駒ピースはどこにいるんだ？」

「ここで動かないで」

　奈々はそう言って、廊下の脇わきの扉へと向かった。たぶん、そこはトイレかバスルームだ。奈々はその扉を開け表情を変えずに覗のぞきこんでいる。すえたような嫌な匂いがした。

「……どうなってる？」

　近寄ろうとした遼一に対し、奈々は首を振って制した。

「とりあえず外に出るわ。議ぎ論ろんするべきことがある」

　奈々は扉をパタンと閉めると、強引に遼一の手を引っ張った。

「女の子は？」

「いいから急いで」

　奈々は遼一の手を握ってアパートの部屋から出る。階段を下りたところで、手足がいきなりロックされ転びそうになったが、遼一が支えてやった。

「どうなってたんだ？」

　奈な々なを抱きかかえて夜の街を歩きながら遼りよう一いちは聞いた。

「そこの公園で話そう」

　奈々が指さしたのは住宅街の狭はざ間まにあるような小さな公園だった。

　誰だれもいない公園のベンチに座って、ふたりは一息ついた。気づくとふたりともべっとりと汗を搔かいている。脇わきの外灯に羽虫が集つどっているのが見えた。

「まず……あれは確かに私たちと同じく、宿主と駒ピースだった」

　奈々ははっきりと言った。

「そばに外れた腕輪が転がってたよな。でも、それだけじゃ……」

「さっき開けた扉はユニットバスだった。その中に宿主がいたわよ。若い男だった」

「ん？　そんな様子はなかったぞ」

　遼一はそう言ってから、どきりと奈々の顔を見た。

「そうだ。死んでいた。棒のようなものが胸部に刺さっていてね。腕には遼一と同じくデッキがあった。やはり関係者だよ」

「……自殺、か？」

「いや違う。自殺じゃああんな死に方はできない。強烈な力がないと胸を貫けないわ」

「じゃあ、どういうことだよ」

　遼一は妙な息苦しさを感じてベンチから立ちあがった。

「あの状況から類るい推すいするしかない。たぶん、私たちと同じ状況だったのだろう。トランクを渡され、駒ピースを育てろと。しかし、その生活はバランスを崩した」

　遼一は少女の体を思いだした。全身アザだらけの体。もしかしたら、パニックに陥おちいった宿主の男が、そのストレスを少女にぶつけていたのかもしれない。状況的に、立場は明らかに宿主のほうが上なのだから。少女は道具にすぎないのだ。

「とにかく戻ろうぜ。あの子を放っておけないだろ」

　そんな遼一の手を奈々がつかんだ。

「放っておけ。たぶんどうにかなるだろう。リサのような関係者が回収に来るとか。そんなサポートはあるはずだ。それよりも重要な事実がある」

「ん？　なんだ？」

「犬ハウンドの光が消えた事実と、彼女が駒ピースではなくなっていた事実」

「駒ピースでなくなったから光が消えたのか。いや、問題は何故なぜ消しよう滅めつしたか、だよな」

　焦る遼一を、じっと奈々が見つめていた。

「なあ、私たちは繫つながっているということを憶おぼえているか？　物質的な養分は私自身が食べ物から吸収する。そして、もうひとつ宿主から生命エネルギーをもらっていると。たぶん、宿主が死んだら……存在が消える。まあ、それはなんとなく予想はしていた」

　奈な々なは言った。体は残るが、精神プログラムは消しよう滅めつするということだ。

「彼女はどうなるんだろうな。寄生前の普通の女の子に戻るのか」

「わからない。損傷を受けた精神は元に戻らないかもしれない」

「……かわいそうだな。ジェシカみたいに奈々と交流できる子だったかもしれないのにな」

　遼りよう一いちは奈々に視線を向けてからどきりとした。そのような同情のまったくこもっていない冷たい目をしていた。

「馬ば鹿かなやつだ。早いうちに学習をして、宿主と連れん携けいしておくべきだったわね。彼女は生存競争から敗退した不完全な存在だっただけ」

　奈々は冷たく言って立ちあがった。

「帰ろう、遼一」

　遼一は言われるまま奈々を抱きあげた。

「……俺おれが死んだら奈々も消えるんだな。俺を殺せなくなって残念だったな」

　いつでも殺せるようにと遼一のそばにいた奈々だが、その監視の意味はなくなる。いや、逆に守らねばならない存在と明確に示し唆さされたのだ。ふたりの立場のバランスは振り子のように、絶えず位置を変えて揺れ続けている。

「殺さなくても方法はあるぞ。生ける屍しかばねにしたりとかね」

　奈々はにこりと笑った。
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　東京をさまよいながら数日が経たったが、あれから新たに他ほかの駒ピースは見つかっていない。

　停てい滞たい時間。そんな中、遼りよう一いちはずっと考えていた。

　彼女たちはいったいなんであるのか。

　女の子の体に憑ひよう依いするように精神に寄生する。思った。ああして少女の体に寄生することは、社会という集合体に寄生する、という意味があるのではないか。

　寄生して学習するという一連の行動をこなすには、か弱く可愛かわいい少女が都合よい。

　頭の中にイメージしたのは植物だった。大木に絡まる蔓つた。いわゆる寄生植物。

　寄生植物は宿主の大木から養分を奪うばいつつ成長する。宿り木に絡みつきながら成長し、そして、全体を覆おおい尽くされ日光すら当たらなくなった宿り木は朽くち果てる。

　残るのは木の形をした寄生植物そのものだけとなる……

「どうしたの、お兄ちゃん」

　奈な々ながこちらをじっと見ている。

　昼休みの時間帯の屋上には、昼ご飯を食べる生徒たちが数人いる。

　奈々は遼一の隣に座って、購買で買ったパンを食べるようしきりに勧めている。

「もう食べられないって」

「駄だ目めよ。食欲がないのはわかるけど、ちゃんと食べないと。お兄ちゃんのためなんだよ」

　周囲の視線を意識してか、奈々は遼一の妹を演じている。

「奈々が食べろよ」

「私はいっぱい食べすぎた。ほら、こんなにポンポコリン」

　奈々がセーラー服をまくってお腹なかを見せた。

「こんなところで出すなよ……それにしても、すげえポンポコリンだな」

「もともと食欲があまりないから、どこまで食べていいかわからないの。今日きようは購買で買ったパンを食べてみたけどやっぱり駄目ね。ブロック一本百キロカロリーのカロリーメイトでカロリー計算しながら食べるのが一番いい。だから、普通のご飯はお兄ちゃんに食べさせることにしたの」

　遼一はため息を吐いてパンを頰ほお張ばった。遼一の健康管理は、遼一のためではなく奈々自身のためなのだ。エネルギーをもらう宿り木の健康管理。

　一見兄妹の微笑ほほえましい風景だが、ただの利害関係で作られた虚きよ偽ぎのものだった。

「それで今日はどうするんだ？」

「当然探しに行くわ。私を含め七人中四人の状態が判明している。残りの三人を調べる必要がある」

　奈な々なは声を潜ひそめて言った。

「危なくないか？」

「放っておくほうが危険だ。考えてみろ。私たちはゲームをしているわけじゃない。ゴールなんて設定されていないんだ。だからこそ、こうした日常生活を守る必要がある。社会にひっそりと紛まぎれるためにだ」

「鳥バードのように攻撃的な駒ピースに会ったら、またあんな感じになるんだよな」

　あのときのような戦いが起こるのだ。

「それは違うぞ。私たちは攻撃的ではない。攻撃的であるのは人間だ。私たちは、基本的に穏おだやかだ」

「そうか？　感情も薄いし、力もあるじゃんか」

「冷静なだけで攻撃的ではない。身体能力はあるが自己を守るために使う。私たちは……きっとか弱い存在なんだ」

「か弱い？」

　遼りよう一いちは苦笑いした。

「か弱いよ。君がいないと私は存在できない。そして、少女の体を借りて社会にひっそりと目立たないように寄生して生活しなければならない。弱い存在でなければ、こうして可愛かわいいという要素を利用する必要はなかった」

「なあ、元気出せよ」

「落ち込んでいるわけではない。私はこうして、人間として社会生活を送る無意味さを嘆なげいているだけよ。……ということで、これから屋上でクラスの友達と球技大会のバレーボールの練習をしなきゃいけないの」

　奈々は立ちあがると、屋上の端で輪になってバレーボールをしている集団に小走りで向かっていく。笑顔で走っていった奈々だが、思いだした様子ですぐに戻ってきた。

「絶対にここにいなさいよ。私から離はなれちゃ駄だ目めだからな」

　そう言って、奈々は再び走っていった。







　放課後になると、遼一と奈々は再びホーム探しの旅に出かけることになった。

「相手もこうして探している可能性はあるよな」

　遼一は路線バスに揺られながら言った。地道に電車やバスの交通機関を使って線路や主要な道路を塗ぬりつぶしているのだ。昨日きのうの夜はジェシカとも連絡を取り合い、情報交換をした。しかし未いまだに残り三人の情報はない。

「ホームの場所だけでも見つける必要があるわ……」

　一番後ろの座席に座った奈々は、妙におとなしかった。

「どうした？」

「……ちょっと酔よっちゃった」

　初めてバスに乗ったので、車酔いしたのかもしれない。

「もうすぐ終点だから。そこで少し休もう」

　終点は複数の路線が交わるターミナル駅だった。普段の遼りよう一いちは人混みが嫌いだったが、今はたくさんの人の中にいると安心した。人混みの中にいると、奈な々なが目立たないように思えるのだ。

　終点に着くと、奈々は押さなくてもいい停車ボタンをわざわざ押し、遼一に抱きかかえられながらバスを降りた。

　奈々の手足には包帯を巻いてある。遼一が抱きかかえるこの状態があまりにも不自然だったので、怪け我がをしているとアピールすることにしたのだ。それでも、ちらちらと視線は向けられていた。

「荷物のように下ろさないで」

　遼一がドサッと奈々をバス停のベンチに置いたとき、不意に携帯電話が鳴った。着信画面にはジェシカと表示されている。ピースサインをしているジェシカの画像つきだ。

『チャオー、遼一君。君の声が聞きたくて電話しちゃった』

　ジェシカの声は携帯越しでも繊せん細さいでクリアだった。

「な、なに言ってんだよ……」

『ところで、ちょっと困ったことになっちゃったの……』

　通話口から甘えたような声が聞こえる。

「どうした、何かあったのか？　……ちょっと待てって奈々」

　奈々と携帯電話の奪うばい合いをしているうちにジェシカが続ける。

『ターゲットを見つけたの。狐フオツクスの駒ピース』

「どうなった？　話し合いですみそうか？」

『それがね、ちょっと好戦的な子でさあ、大変なことになってるんだ』

「ジェシカは無事なのか？　怪我したとか？」

『少しやりあっただけで逃げたんだけど……追ってきてる』

「そんなに困るほど強い個体なのか？」

　奈々が口を挟んだ。

『違うの。狐フオツクスは行動がメチャクチャなの。人がいたってかまわず強引に襲おそってきて、ちょっと街がパニくってる感じ』

「今どこにいるんだ」

　明らかにルール違反だ。いや、もともとルールなど存在しないが、基本的な社会常識は守るべきではないか？

「落ち着け、私たちが行く必要はないぞ」

　奈な々なは携帯電話の通話口を押さえてから言った。

「ジェシカは困ってるじゃないか。一緒に問題解決をするべきだろ」

　遼りよう一いちは携帯電話を奪うばうと、ジェシカから場所の詳細を聞いた。

『……私に会いに来てくれる？　あと十分ぐらいで限定解除時間が切れちゃう』

「わかった、すぐ行く。待ち合わせの場所を……ジェシカ？」

『……場所は……回復の自販機が近くにあれば……あっ……』

　通話にいきなりノイズが混じり込んだ。

「ジェシカ？　どうした……切れた」

　遼一は通話の途切れた携帯電話を奈々に見せた。

「私たちの安全のほうが優ゆう先せんだぞ」

「ジェシカを放っておくわけにはいかないだろ」

「遼一、冷静になれ。感情で動くのは危険よ」

「俺おれは冷静だ。共同戦線を張ると言ったんだ。約束を守らないと今後信用をなくすぞ。自分の安全優先という考えは、長期的には損をする行動だ。それに情報も必要だ」

　しばらく考え込むように目を閉じていた奈々だったが、しかたなさそうにうなずいた。

「……わかったわ。だが、様子を見に行くだけだ。危険は冒さない」

「ここから近いぞ。十分で行ける」

　遼一は奈々を抱きかかえてタクシー乗り場に急ぐ。

　開いたタクシーのドアの中に奈々を押し込んでから、運転手に目的地を伝える。窓の外を眺めながら焦じれる心をなんとか落ち着ける。

「そんなにジェシカが心配なの？」

　奈々が逆側の窓に視線を向けながら聞いた。

「……ジェシカは奈々の友達じゃないか。唯一同じ立場の女の子だろ」

「友達、か」

「それに、今暴れている女の子だって、奈々の仲間じゃないか。きっと、あの子みたいに宿主に道具扱いされて……」

　遼一はあのふたりの少女を思いだした。電気ショックで脅おどされ強引に戦わされていた鳥バードの少女。そして、アザだらけの体だった犬ハウンドの少女。

　扱う宿主のほうに問題があるのだ。道具を扱う人間側に……

「……交通規制かな」

　運転手がつぶやき、タクシーが止まった。道路の先を見ると、警察の誘導により車が迂う回かいしていくのが確認できた。

　遼一と奈々は顔を見合わせた。やはりプログラム関連か。

「ここで降ります」

　遼りよう一いちは料金を払うと、奈な々なを抱えてタクシーから飛び降りる。

「ロック解除を。別の場所から進むわよ」

　奈々に言われたとおりにロックを解除し、ふたりで走った。大通りを避け、マンションの敷しき地ちや裏路地を突っ切って進む。ブロック塀などを跳び越え突き進む奈々を、遼一は必死で追いかけた。

「駅周辺って言ってたからこの辺だよな」

　遼一は猫プツシーと狐フオツクスの駒ピースを取りだした。両方の駒ピースの光が点てん滅めつしている。

「狐フオツクスのほうが近いな……点滅が速くなってきた」

　ファミレスの駐車場を突っ切るとチカチカと点灯する光が目に入った。パトカーと救急車の赤ランプだった。盾を持った機動隊の姿まで見えた。建物を囲んでいる。

　サイレンを鳴らした救急車が走りだし、周辺は慌あわただしい雰囲気だった。警察が通行人の誘ゆう導どうをしているのが見える。

「本当に狐フオツクス関連なのか？」

　遼一と奈々は建物の陰に隠かくれながら様子を窺うかがった。

「対応が早すぎるわ」

　奈々がつぶやいた。

「機動隊とかまで出てきてる。でも、相手は女の子だぞ」

「何か手慣れた感じがするわね……ん？」

　奈々が顔をしかめた。遼一たちの手前の道路にシルバーのセダンが停車し、ひとりの女性が降りてきた。

「リサじゃない？」

　奈々が言った。確かに救済者セーバーと名乗ったリサだった。真っ黒のレザーのジャケットとスカートという服装で、長い髪を縛しばっている。

　遼一は思わず建物の陰から出てリサの前に走った。

「おい、どうなってるんだ？」

　遼一の姿を見て、リサが驚いたような顔をした。

「……遼一さんですか。奈々もいますね」

　リサはふたりに交互に視線を向けて少しだけ困った顔をした。

「どういうことなんだ？　駒ピースが？」

「これはイレギュラーなケースなのですよ」

「まさか、暴走した駒ピースにリサが対応するのか？　機動隊とかいるんだから、そっちに任せたほうがいいんじゃないか？」

「これも天使の名誉ある仕事なのですよ。人間社会の秩序を守るためです。たとえ私が傷つくことになっても、社会の秩序と人間の方々が守られればそれでいいのです」

　リサは両手を胸に添えて言った。

「なんでリサが？　他ほかに救済者セーバーはいないのか？」

「私はこの地区の担当なので……」

　リサと話していると、警官や機動隊が駆け寄ってきた。遼りよう一いちと奈な々なは、当然のようにこの場所から離はなれるよう警察に指示される。

「すみません、彼らはプライベートな知り合いで……あっ」

　警察に説明していたリサは、どすんと盾に突き飛ばされた。機動隊のジュラルミンの盾に囲まれ、リサは強制的に移動させられる。

「……リサ」

　この場所から離れながらリサに視線を向けた。盾の狭はざ間まからちらりとリサの顔が見える。

「大丈夫ですから」

　機動隊に囲まれ誘ゆう導どうされながら、リサがそう唇を動かして微笑ほほえんだ。

「……行ってこいよ、化け物」

　機動隊がリサに指示をする声が聞こえ、狐フオツクスの少女がいるだろう建物の中へと歩いていくのが見えた。







「どういうことなんだ？」

　遼一は交通規制外へ戻りつぶやいた。

「もともとリサは、バグ対策としてこの街に配備されている救済者セーバーなのかもしれないわね……おっとっと」

　時間切れで手足がロックされた奈々は、ぴょこんとジャンプし電柱に寄り掛かった。

「配備されていたリサが狐フオツクスの対応に駆りだされたのか？」

「派手に戦いすぎた狐フオツクスは、バグとして処理されたのかもしれないわ」

「そういや狐フオツクスの駒ピースは……」

　遼一が駒ピースを取りだそうとすると、声が聞こえた。

「もう消えてるね。たぶん消去されたんだよ」

　振り向くとイチョウの街路樹に寄り掛かるようにジェシカが立っていた。両手には何故なぜか大きなバラのブーケを持っている。ロックされた手の不自然さを隠かくすためだろうか。

「よかった、無事だったのか」

　遼一はジェシカに駆け寄った。

「来てくれるって信じてた。怖かった……」

　ジェシカは遼一の胸に頭をこつんとつけた。彼女は会うたびに表情の使い方が上手うまくなっているような気がした。遼りよう一いちと同じくらいの歳だが、同級生が絶対に作れないような綺き麗れいな笑顔。その笑顔にも憂うれいや儚はかなさなどのエッセンスを混ぜている。

「なんか可愛かわいい服装だな」

「うん、変装して街を歩いてるんだ。今日きようは銀行員の制服なの」

　ピンク色の制服姿にストッキングを穿はいたジェシカはとてもチャーミングだった。

「頰ほおが傷ついてる。他ほかに怪け我がは？」

「……大丈夫だよ。心配してくれてありがとう」

「いいから、ジェシカは状況説明をしなさい」

　奈な々なが遼一を押しのけながら言った。

「君たちと同じように相手ホームの場所を調べてたの。そうしたら、相手に見つかってね。話しかけてみたけど、強引に襲おそいかかってきたんだ。待機させていたタクシーでこの街まで逃げて一息ついてたんだけど……。あんなに人がいるところで暴れるとは思わなかったよ」

　遼一は考えた。基本的に強引な行動をしたほうが有利なのだ。しかし、これはテレビ画面の中で行われるゲームではないということだ。厳格な社会ルールが背景にある。

「それでリサが処分したということか」

「リサって救済者セーバーのこと？　ちらっと私も見たよ。私たちにデッキの説明とかしたのは別の救済者セーバーだったけどね」

「たぶんバグ対策として東京中に配置されているのだろうな。だから、あれほどスピーディに対応ができた。周囲の警察関連の人間も慣れているようだったわ」

「でも、リサたちは基本的にバグ対策の救済者セーバーだろ。奈々やジェシカのような駒ピースを処分するのは違うんじゃないか？」

「リサはイレギュラーなケースだとは言っていたけどね」

　奈々は顎あごに手を添えてじっと考え込んでいる。

　とはいえ、ある程度の社会背景がわかったような気がする。すでにバグ問題は社会の裏側にびっしりとこびりついている懸けん案あんなのだ。それを解決するために存在するのが救済者セーバー。リサたちのような救済者セーバーは、バグ対策のために日本中に配置されているのだ。

「それにしても、なんで狐フオツクスは攻撃的に襲ってきたのかな」

　遼一は言った。

「襲われる前に倒そうということだわ」

「アメとムチってことだよね。襲われる恐れはありつつも、相手を倒せるメリットもあるし」

　ジェシカの言葉に遼一は首を傾かしげた。このプログラムにアメは存在しただろうか。

「あ、知らないの？　ほら、特殊選択だよ」

　ジェシカが言ったのは、デッキのコマンドのことだった。

「そっか、まだ見てないのかあ。ねえ、ここから近い場所に自販機があるの。今から行ってみない？　私の宿主ともそこで待ち合わせをしてるの」

　ジェシカがぴょんぴょんとジャンプし移動を始めた。

「ジェシカ、ジャンプするからパンツ見えちゃってる。俺おれが抱きかかえて運んでやるから」

　ジェシカの純白の下着を他ほかの男に見せるわけにはいかない。

「大丈夫、大丈夫。見て見て、私が考案したペンギン走法」

　ジェシカはロックされた足首だけを器用に動かして、ピョコピョコと走っていく。

「遼りよう一いち」

　振り返ると奈な々なが睨にらんでいたので、仕方なく奈々のほうを抱きかかえてジェシカを追った。

　意外に距きよ離りはあったが、どうにか三人は目的の自動販売機に到達する。天使のロゴマークのある自動販売機は、廃はい墟きよのようなたばこ屋の脇わきに設置されていた。

　ジェシカの宿主の姿は見えない。やはり、警けい戒かいしたジェシカが隠かくしているようだった。

　奈々に促うながされあのリンゴジュースを買うと、妙なメロディと共にリンゴのキャラクターが画面に出現した。

『こんにちはアップルンでーす。順調にプログラムが進んでいるようでなによりです。今日きようもポイントの回復だけでしょうか。音声は聞こえるので口頭で答えてくださって結構ですよー』

　遼一の横でジェシカが首を振っている。

「……特殊選択の説明も希望」

　遼一がそう答えると、アップルンはいつもと違う説明を始めた。

『じゃあ今日は、使えるようになった特殊選択コマンドの説明もしちゃいます。特殊選択はボーナスなのです。レベルに応じて豪華賞品が獲かく得とくできちゃうのですよっ』

　画面に表が表示された。
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『最初は皆さんレベル１から始まります。現在は……皆さんレベル３でーす。レベル３以下の賞品を選択できます。レベル３の最新の武器かレベル２の百万円ということですね』

　アップルンが説明を続けている。

「賞品。要するにこのゲームのアメということね」

　奈な々なが画面を見て言った。

『ただし、特殊選択はプログラムの中で一回しか使えないので慎重にどうぞ』

　ジェシカは自動販売機に寄り掛かりながら説明を聞いている。

「賞品の獲かく得とくは一回限定だから、慎重にやらなきゃ、だね」

　要するにどれかひとつだけしか選ぶことができないのだ。

「論点はそこじゃないぞ。何故なぜレベルが上がってるのかが問題だ」

　奈々が首を振った。

「最初はレベル１だったよな。今は特に何をしたわけでもないのにレベル３」

　デッキを見ると確かに特殊選択コマンドが使用可能になっている。現在はレベル３。ジェシカもそうらしい。

「おい、プログラムの終了ってのもあるぞ。レベル７まで上げれば終わることができるのか」

　そのとき、ちょうどアップルンがその説明を始めた。

『レベル７は二つありまして、どちらか選ぶことになります。プログラム終了とは、デッキや腕輪と足輪がすべて外れるのです。他ほかにもプログラムの終わり方はあるんですよ。例えば、すべての駒ピースの光を消すとか……おっとっと、喋しやべりすぎちゃいましたね。それではっ』

　アップルンが手を振って消え、通常画面に戻った。流れるテロップの天気予報。東京地方の天気はしばらく晴れが続くでしょう。

「すべての駒ピースの光を消すって、終わりは終わりでもバッドエンドじゃんねえ」

　ジェシカがつぶやいた。遼りよう一いちは、他に疑問があった。

「レベルはどうやって上げるんだ？」

「まあ、想像はつくわ。駒ピースが一つ脱落するたびにレベルが上がる。二つ脱落しているから、今はレベル３ということ」

　奈々の言うとおりだとすると、レベル７にするには、六つの駒ピースを脱落させる必要が出てくる。要するに自分以外の駒ピースすべてだ。何か嫌な予感がした。

「なあ、この賞金目当てに人間が攻撃的になってるってことかな」

「自みずから倒さなくてもレベルが上がるのよ。賞金目当てに攻撃するという理由は薄い。要するに、このボーナスは場を混乱させるトラップだよ。プログラムを終了させるともあるが、終わり方にもいくつかあるはず」

　奈々は冷静に言った。

「どうする、今後は？」

　遼一はジェシカと奈々を見た。

「私たちはさあ、ただのんびりと暮らしたいだけなのにね」

「そのためには、やはり情報ね。調べなければいけないのは、まだ判明していない残り二つの駒ピース。そして、鳥バードの動向をマークしておく」

「鳥バードは私に任せて。直接女の子と対話してみるから」

　ジェシカがウインクをした。

「対話は危険じゃないか？　鳥バードは宿主に脅おどされて戦わされていたんだろ」

「安心して遼りよう一いち君。もう情報は集めているの。住所も宿主の学校も生活サイクルもね。そして、興こう信しん所じよに頼んで見張ってる。あっちの動きは手に取るようにわかるから、狙ねらう気になったらいつでもできる」

「でもなあ、あの子と協調できるとは限らない。また戦うことになったら……」

「そのときは宿主を殺すから」

　あまりにジェシカが平然と言ったので、遼一は何も言えなかった。

　やはりジェシカも根本は奈な々なと同じなのだ。彼女たちにとって、人間は別の何か、でしかないのだろうと思った。




　　　　＊




　膠こう着ちやく状態とはならなかった。

『鳥バードは私がマークしてる。ってことは、やっぱり豹パンサーなんだよ。豹パンサーが馬ホースの駒ピースを破は壊かいしたんだと思う』

　遼一はジェシカと電話をしながら、光の消えた馬ホースの駒ピースを見つめた。またひとつの駒ピースが消しよう滅めつしたのだった。

　不安定に揺れ続けているプログラム。

『とにかく、豹パンサーの動向を探らないといけないよね。奈々は何してるの？』

「あいつ、シャワー浴びてるんだ」

『じゃあいいや。よろしく言っておいてね』

　ジェシカは通話口にキスをしてから電話を切った。これで残りの駒ピースは奈々を含めて四つとなった。不ふ穏おんな動きを見せている豹パンサーを早く見つける必要がある。

「おまえも鳥らしからぬ夜型になったな」

　風が吹いてきたので、遼一は雀すずめの入ったケージを部屋の中に入れてタオルを掛けてやった。テレビをつけると天気予報がやっていた。明日あしたの夕方から天気が崩れ始めるでしょう……

　ユニットバスからシャワーの音が聞こえた。美み穂ほに教えられて奈々も体を洗うことを覚えたのだ。湯に浸つかかったり体を洗ったりと、異常に長くユニットバスを占せん拠きよするようになった。

「……なあ、先に寝るからな」

　遼一は部屋の電気を消してベッドに横になった。暗くなった部屋にはシャワーの音だけが聞こえた。

　うつらうつらとしていると、不意にシャワーの音がやんでドアの開く音が聞こえた。

「……遼りよう一いち」

　遼一を呼ぶ小さな声が聞こえた。

「どうした？」

　奈な々なは暗がりの中、ポタポタと水滴を垂らしながら裸で立っている。

「静かに」

　奈々はゆっくりとベッドに近寄り、そっと遼一の口を手で塞ふさいだ。

「……奈々？」

　遼一に覆おおい被かぶさるようにして手を伸ばしたのは、枕元に置いてあるウサギだった。奈々の髪が警告するかのようにぞわっと逆立ち揺らめいている。

「武器設定を！」

　奈々の叫びと同時にベランダのガラスが砕くだけ散った。

　奈々が強引に遼一を持ち上げ、ユニットバス方向に投げ飛ばす。同時に何か白い物が舞った。それが布団の綿だと気づくのにしばらくかかった。

　奈々が何かを投げるのが見えた。それは轟ごう音おんと共に何かに弾はじかれ床をバウンドした。遼一の目の前に転がってきたのは八キロの鉄アレイだった。さらにもう一つ奈々が投げた鉄アレイは、再び弾かれて部屋のガラステーブルを破は壊かいした。パラパラと部屋にガラス片が散った。
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　遼りよう一いちは、やっと状況に気づいてデッキのコマンドで武器設定をする。

　ウサギが吹っ飛んだと同時に激はげしい火花が散った。

　火花によって一いつ瞬しゆんだけ見えたのは、裸で剣を握る奈な々なと、大きな斧おののような武器を持って対たい峙じする少女の姿だった。

　出窓に置いていた駒ピースの一つを見て啞あ然ぜんとする。豹パンサーの両目が真まっ赤かに光っている。ほんの五分前に視線を向けたときは青かったはずだ。そんな短い時間にここに来たというのか。

　最後の駒ピースの動向は、こうして図らずも判明することとなった。

　暗い部屋に火花と衝しよう撃げき音おんが響ひびく。火花が散るたびに相手少女の顔が見えた。異様に大きく鋭い目の少女。彼女の視線に射い貫ぬかれた遼一はぞくりと体を震ふるわせた。

　どしんと奈々が壁に激げき突とつし、本棚の本が床に散乱した。

（逃げる用意を）

　奈々が一瞬だけ遼一に視線を向け唇を動かした。同時に風を切る音が聞こえ火花が散った。斧と剣が激突し、奈々が再び壁まで吹っ飛ばされる。明らかにパワーが違う。

　──落ち着け。遼一は自分にそう言い聞かせた。目の前の光景に体が硬直し自由がきかなかったが、数回呼吸を整えるとほんの少しだけ感覚が戻ってきた。

　戦場と化した部屋で思考を回転させる。逃げるためにまず優ゆう先せんさせるべきものは……

　遼一は隙すきをみて出窓に走る。奈々も遼一をフォローするように豹パンサーを牽けん制せいした。

「……くっ」

　小さく奈々が声を上げた。相手の斧を受け止めた奈々がバランスを崩している。

　遼一は出窓に並べていた七つの駒ピースをポケットにねじ込んだ。最低限これだけは持っていかねばならない。

　奈々がちらりと玄関に視線を向けた。そちらから逃げろと言っている。

　回り込むように玄関方向に移動したとき、豹パンサーの少女が大きく斧を振り回すのが見えた。デスクの上のスタンドが粉ふん砕さいされ、飛んできた破片が遼一の頰ほおを切った。

「よし、そのまま一緒に逃げるわよ」

　奈々がじりじりと移動し遼一に近寄ってきた。

「私から離はなれないで。相手は遼一を狙ねらってる」

　遼一は床のウサギを拾いながらうなずき、はっと顔を歪ゆがめた。デスクの上に置かれたケージが視界に入ったのだ。ケージの中の雀すずめはバタバタと羽ばたき混乱している。

「次の一撃で隙すきを作るから遼一が先に逃げて」

　奈々が言って、正面から渾こん身しんの一撃を相手に打ち込んだ。

　同時に遼一は玄関方向ではなく、豹パンサーの方向へと走っていた。

「えっ？　わー、わー、何やってんだよー」

　奈々が悲鳴を上げた。

　遼りよう一いちの動きに意表を突かれながらも豹パンサーが斧おのを振り下ろした。鈍い音を立てて机が真っ二つに折れるその寸前、遼一はデスクの上にあったケージをつかんで床を転がっていた。

「馬ば鹿か、間抜け！」

　遼一の頭に火花が降り注いだ。あまりの轟ごう音おんに耳に激げき痛つうが走る。奈な々なが豹パンサーの少女と揉もみ合っているのが見えた。

　バチバチと音を立てて火花が散った。斧と剣でつばぜり合いが行われていた。パワーに押され奈々の背中が壁につく。奈々の頰ほおに斧の刃が触れ、ジュッと焼けこげた匂においがした。

　豹パンサーがさらに力を込めた瞬しゆん間かん、奈々が豹パンサーの体を蹴けり上げた。宙を舞った豹パンサーの体は壁に激突してからベッドにバウンドした。

　遼一は、バランスを崩した奈々の体を受け止め、そのまま玄関に引っ張る。

「この大馬鹿」

　奈々がじろっと遼一を睨にらんだ。

　遼一はケージを抱えて体当たりするように玄関のドアを開ける。奈々はキッチンの包丁を部屋に投げつけてから外に飛び出した。

「追ってくるわよ」

　奈々は蹴るようにドアを閉めた。

　階段に向かおうとした遼一だが、奈々は手をつかんで首を振った。

「階段を下りている暇はない」

「ここ四階……」

　遼一が拒否する間もなく、奈々は遼一の手をつかんだまま目の前の柵を跳び越えた。

　悲鳴を上げる暇もなく遼一は奈々と共に落下した。急降下に下半身がじんじんと痺しびれ、次いで衝しよう撃げき。

　遼一の体は奈々の体をクッションにしてバウンドした。道路に投げだされながら見ると、屋根の歪ゆがんだワンボックスカーが見えた。フロントガラスに真っ白なひびが入っている。あの車の上に落ちたようだ。

「だ、大丈夫かよ」

　遼一は体の激痛に耐えながら立ちあがった。オレンジ色の外灯に照らされたアスファルトの上に、肌色の少女の裸体が転がっているのが見えた。

　奈々に駆け寄ってからどきりとした。道路に転がっているケージが目に入ったのだ。ひしゃげたケージの中に雀すずめの姿は確認できない。

「私よりガタピシの心配してるの？」

　むっとした様子の奈々が立ちあがって遼一を睨んだ。

「それより、逃げるわよ」

　はっと周囲を見回すと、道路脇わきで自転車にまたがった女性が呆ぼう然ぜんとこちらを見ていた。このような状況を見られるのはとてもまずい。

　遼りよう一いちは裸の奈な々なに手を引かれ、夜の街を走りだした。







　噴水の人魚のモニュメントの時計は三時を指していた。

　深夜にふたりは公園にいた。区内にある広めの公園。整備された芝生があり、休みの日には子連れでにぎわうスポットだった。

　ただし、噴水があるここは林などがあるだけで人ひと気けのないエリアなのだ。といっても、この時間の公園に人がいる様子はない。

「遼一、冷たい」

　噴水の中で立っている奈々が言った。

　遼一は奈々の体を噴水で洗ったあと、オキシドールを塗ぬったりと簡単な治ち療りようをしてやった。いざというときのために、ウサギのぬいぐるみの中に治療キットを入れておいたのだ。腹部と腕に裂れつ傷しようがあったが、それほどひどくはなかった。

　奈々は裸のままぺたんと噴水の縁ふちに座って、ふうっと息をついた。

「ほら」

　遼一は奈々の肩に制服のワイシャツをかけてやった。逃げるときに手当たり次第持ってきていたのだ。

「顔に傷がついたな。女の子なのに」

　頰ほおに焦げたような傷がついている。

「どうでもいいわ」

　奈々は頭上の月をじっと見つめている。

　ふたりは、あれからいったんホームの外に逃げ、追ってこないことを確認してからこの公園に戻ってきたのだ。ここは遼一のマンションから半径一キロ圏内にあるホームの中だ。相手の動向を知るためにもホームの中にいるのが望ましい。

「しかし、どうやってあれほどスピーディに攻めてきたんだ」

　遼一はつぶやいた。まだあの場面を思いだすと鼓動が乱れた。

「ジェシカの戦法よ。話したでしょ、狙ねらうなら方法があるって。きっと豹パンサーはすでに私たちの家の場所を調べていた。そして、他人を使って私たちを監視していた。生活のサイクルなんかを調べてね。そして、部屋の電気が消えて寝たのを見計らって一気に攻める。きっとホームギリギリ外で待機していて、車なんかを使い電撃的に急きゆう襲しゆうした。完全に私たちを殺す気だった」

「やっぱり積極的な人間がいるのか」

「いや、あの豹パンサー自体が攻撃的だったような気がする。やはり、成長次第で性格が変わるのかもしれないわね」

　奈な々なは噴水の水を手ですくいながら言った。

「……一度家に戻るか？　何も持ってきてないぞ。奈々の服とかも」

　奈々の服関連で持ってこられたのはパンツ程度だった。

「それはできない。言ったとおり、部屋にはマークがついている可能性が高いわ。この辺境の公園でじっとしているしかない」

「でも、財布も持ってきてない」

　逃げる際には持ちだす優ゆう先せん順位は低いように思えたものだが、こうして冷静に考えてみると金は必要なものだった。食べ物すら買えやしないのだ。

　現在の所持品は、奈々の武器の入ったウサギと七つの駒ピースと地図、とプログラム関連のものばかりだった。

「金がないのはちょっとまずいわね。デッキの回復もできないってことね」

「ポイントはあと九ポイントか」

「遼りよう一いちは心配しなくていいわ。私が守ってあげるから」

　遼一は七つの駒ピースに目をやった。赤く光る兎ラビツトの駒ピース。そして、青く光る三つの駒ピース。残りの三つはすでに光が消えている。

「これで、すべての駒ピースの動向がわかったわね」

　奈々も駒ピースに視線を向けながら言った。

　ふたりで七ペアの動向をもう一度まとめてみる。
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「別に戦いを強制されているわけじゃないのに、なんでこうなるんだろうな」

　遼りよう一いちは夜空を見上げた。

「私にはわかる。もしもこれがテレビゲームのようにルールがあれば、もっと友好的におしとやかに交流できたかもしれない。戦いを強要されても、他人を傷つけるのが嫌だと、自らを犠ぎ牲せいにするような人間すらも現れた可能性がある。そのときの感情の大半を占めるのは罪悪感や正義感。人間はそんな感情が好きよね」

　奈な々ながちらりと横目で遼一を見た。

「じゃあ今はどんな感情が占めているんだ？」

　確かに戦いなど強制されておらず、ぼんやりと少女と暮らしているだけなのだ。一見、争いなど入る隙すき間まもない状況。

「恐れ。日常生活の裏側にべったりとくっついている得体の知れない恐怖。なあ遼一、君たちは弾丸の入った拳けん銃じゆうを渡されているようなものだ。こう考えないか？　相手が撃つ前に撃ち、恐れの根本を消そう、と」

　恐怖に押しだされるように発射された弾丸が引き起こしたこの結果。

「でも……君は違うんだな。あまり恐怖を感じていない。私はしばらく人間を観察していたが、もっと人間は怖がりだった。でも、君は違う」

「俺おれだって怖いよ。死ぬのも痛いのも嫌で恐れている」

　だからこうして足あ搔がいているのだ。すべての感情がなくなれば、どんなに楽だろうか。

　それでも、昔は──子供の頃ころはもっと感情的だったな、と思った。行動の中に感情があるのではなく、感情によって突き動かされるような、そんな衝しよう動どう的な性格で……

「君は静かだ。遼一の心にはあまり波が立たない。他の人間は、繫つながってなくても心が揺れているのがわかるほどなのに。なんでだろうね」

　奈々が上目遣いに遼一を見つめたあと、くしゅんとくしゃみをした。

「寝るか。今日きようはもう大丈夫だろ」

　風が強かったので、遼一は奈々と一緒に公園の遊具の中で一晩を過ごすことにした。

　半球状のすべり台の側面のトンネルの中で、じっと身を潜ひそめるように体を寄せ合った。ひゅうひゅうと風の音が聞こえ、なんだか波に揺られているような感じだった。

　身を預ける奈々の体温を感じた。風の音に混じって寝息が聞こえた。







　トンネルの中に差し込んだ薄明かりで遼一は目を覚ました。いつの間にか寝てしまっていたのだ。奈々の姿はなかった。

　トンネルの外に出て目を細めた。朝日が妙に目にしみる。

　人魚のモニュメントの時計を見ると午前六時。そのモニュメントに寄り掛かっていた奈な々なが、遼りよう一いちに気づいて小さく笑った。風が強く、奈々の髪とボタンをとめていないワイシャツがひらひらと揺れている。朝日を浴びた少女の肌は眩まぶしく見えた。

「おはよう」

　奈々がばしゃばしゃと噴水の中を歩いてくる。噴水の縁ふちには四つの駒ピースが並べてある。ホームに入ってきている駒ピースはない。

「やっぱり部屋に戻らないとな。服と金と……腹も減ったし」

　遼一は噴水で顔を洗いながら言った。逃亡生活に必須なのは金だった。

「それは駄だ目めよ。でも、ご飯ならあるわ。遼一のために用意しておいた」

　奈々がにやりと笑った。

「なあ、このことを言ってるのか」

　遼一は噴水の縁に置いてあるものを見て顔をしかめた。

「朝ご飯だけど何か？」

「なんだよこれ。ヘチマとヒマワリの種？」

「ちょっと待ってね。今からヘチマステーキ作るから。あと、コーヒーも入れておいたの」

　奈々は空あき缶を細工したようなものを用意している。

「ちょっと待て、おいしそうに言っても無む駄だだぞ。その空き缶、コンロのつもりか？」

「そうよ。ライター拾ったから、調理できるし。あっ、ヒマワリの種は十粒ずつだからね」

「いらないって。なんだよヘチマステーキって」

「……じゃあ、焼かないでヘチマの刺身にする？」

「だからおいしそうに言うなって……このコーヒーは普通そうだな」

　遼一は奈々が温めている液体の匂においをかいでみた。

「それ、タンポポの根を煮出したやつよ。紙コップもちゃんと洗っておいたから大丈夫。ちょっと熱いかな？　ちょっと待って、フーフー……はっ、くしゅん」

「汚ねえな。そんな雑学ネタコーヒー飲まねえよ」

　遼一は首を振った。

「食べなさい。今日きようもこれからずっと逃げる感じになるから体調を整えとかないと」

　奈々が切ったヘチマを遼一の口元に押しつけてくる。とても不快な匂いがした。

「いらないって」

　遼一はヘチマを遠くへ放り投げ拒否した。タンポポコーヒーがばしゃっとこぼれた。

「あ……」

　奈々が地面に散らばったヒマワリの種をじっと見ている。

「なによ、遼一のためにやったのに……」

「自分のためだろ。俺おれの体調管理も必要だもんな」

　奈な々なは宿主の遼りよう一いちからエネルギーをもらっているのだ。

「昨日きのうから変だぞ。何か元気がない」

　奈々は散らばったヒマワリの種を拾い集めながら言った。

「昨日からじゃない。ずっと元気ないよ。トランクを押しつけられてからな」

　遼一は噴水脇わきのベンチにごろんと横になった。

「ねえ、ヘチマ焼くと結構おいしいよ。一緒に食べないか？」

　奈々が言ったが、遼一は無視した。

　土曜日だった。ふたりはこのまま公園で時間を潰つぶした。この公園はホームのギリギリの場所にあるので逃げやすかったのだ。

　昼になって芝生のほうに行ってみると、レジャーシートを広げて弁当を食べる家族連れの姿や、尻尾しつぽを振りながらボールを追いかける犬などが見えた。そんな光景は何かガラスに隔へだたれた向こう側にあるような感じがした。

　奈々がゴールデンレトリバーとじゃれているのが見えた。これだけ子供がいれば奈々が目立つことはないだろう。

　夕方になると、空に灰色の雲が出てきた。崩れそうな天候のためか、公園は閑かん散さんとし始める。しかし、遼一たちは家に帰るわけにはいかなかった。

　こうして時間を潰していることに意味があるのだろうか、と思った。なんの目的もなくただ時間をすり減らすだけの状態。

　それは今までの人生も同じなのではないか。ただ時間をすり減らしていた。ただぼんやりと道を歩いているようなものだった。目的地もなくただ道を歩いているだけ……

　芝生にぼうっと座っていると、脇のアスファルトの道でスケートボードをしていた男たちが奈々に声をかけているのが見えた。

「おまえ変な格好してんけど可愛かわいいね」

「うん、知ってる」

「飯とか食いに行かねえ？」

「おごってくれる？」

　奈々が上目遣いで彼らを見上げている。

　遼一が横目で見ていると、奈々が男たちに肩に手を回されて歩いていくのが見えた。

　空を見ると、さっきより灰色になっていた。風が出てきて木々の葉が揺れている。いつの間にか、芝生は閑散としていた。気づくとひとりになっていた。

　遼一は立ちあがると、ぼんやりと芝生を歩いた。昨日の夜から何も食べておらず、空腹のあまりふらふらとした。

　噴水の縁ふちに座っているうちに、周囲が暗くなり始める。湿った風の音と噴水の水の音だけが聞こえた。

　灰色の空を見上げていると、隣に誰だれかが座った。奈な々なが戻ってきていた。

　奈々はぼんやりとしている遼りよう一いちに、首を傾かしげるようにして視線を向けている。

「ねえ遼一、朝は私のほうが悪かったかな。ヘチマおいしくなかったからね。だから、ちゃんとしたのを買ってきた」

　奈々はコンビニのビニール袋を見せた。袋の中にはペットボトルやおにぎりなどの他ほか、大量のカロリーメイトが入っていた。

「金はどうしたんだ？」

「さっき声をかけてきた馬ば鹿か連中から奪うばったの。あいつら文句言ってたけど、ぶっ飛ばしておいたから大丈夫」

　奈々はにこりと笑って、おにぎりを差しだした。

「ほら、あーん」

　遼一は苦笑いをして、奈々から食べ物を受け取った。

「もう戻ってこないかと思ったよ」

　ペットボトルの水を飲みながら遼一はつぶやいた。

「なんで？　私たちは一緒にいないと駄だ目めだろう」

　奈々は不思議そうに遼一を見た。

「……そっか。ガタピシのことだろ。元気がないと思ったらそのことを気にしてたのか」

「ガタピシは道ばたで拾ったんだよ。怪け我がをしてた。で、傷が治るまでと思ってベランダでしばらく飼ってたんだ。でも、飛べるようになっても逃げなくってさ。仕方なくケージで飼うことにした。そのケージだって、ずっと出入り口は開けっ放しにしてたんだ。けど、あいつは逃げずにずっとそこにいた」

「ケージで雀すずめを飼うのは鳥獣保護法に違反してるんだからいい機会じゃないか？」

「逃げたならいいんだけど、ケージで飼われた雀は、都会で暮らしていけるのかな」

「遼一が思う以上に、雀にとって都会は住みやすいと思うぞ。だって、住みにくかったら、カラスも雀もどっかに引っ越すわ。きっと雀は雀なりに都会生活を楽しんでる……だから大丈夫よ」

　確かに野鳥にとって意外にこの街は暮らしやすいのかもしれない。心配することはないのだ。元に戻っただけなのだ、雀を拾った前の生活に……

「……みんな俺おれから離はなれていくんだよな」

　遼一はため息を吐いて立ちあがった。気づけばいつも独ひとりになっていた。この街は、遼一にとっては独りを感じる暮らしにくい場所だった。

「……遼一」

　奈々が呼びかけた。

「私がいるじゃない」

　奈な々なが噴水の縁ふちに立ちあがってこちらを見た。

「私はずっと君から離はなれないよ」

　奈々は視線を合わせたまま言った。

「……なあ遼りよう一いち。こんなへんぴな公園じゃなくてさ、もっと遠いところに逃げようか。私、海が見てみたい。海っていっても浜松町の濁にごった東京湾じゃなくて、沖縄方面の綺き麗れいな海。旅行番組で見たとき、いつか実際に見てみたいと思った。青くてキラキラ光ってる海だった」

「海、か」

「そう。こんな争いがうやむやになるくらいまで逃げるの。地図の外に出るとペナルティがあるって言ってたけど何とかなるよ。それに、私がいれば、逃げた先でもなんとか暮らしていけると思うんだよね。君ひとりぐらい養ってあげる」

　奈々の大きな瞳ひとみがキラキラとして見えた。

「……って私が言ったら、君はついてきてくれる？」

　奈々が目を閉じ顔を少しだけ上に向けた。

「行かないよ」

　遼一は奈々の両肩に手を添えて首を振った。

「そんな辺境の街には行きたくない。そんな場所でひっそりと孤独に過ごすなら、この東京のほうがいい。この街は独りを感じる暮らしにくい街だけど、たくさん人がいて少しは痛みが紛まぎれるような気がするんだ」

「私とじゃ嫌なの？　ふたりなら上手うまくやっていけると思うよ」

「俺おれと奈々はどこに行っても同じだよ。ずっとこんな歪いびつな関係が続くだけだ」

「歪って？」

「利用して、利用されるだけの関係。さっきの奈々の表情は綺き麗れいだった。綺麗に笑って目を閉じて少しだけ顎あごを上げて……。映画の終しゆう盤ばんのキスシーンでよく見るよ。キーラ・ナイトレイもニコール・キッドマンも綺麗に演じてた。そんな計算された表情だった」

「いけないの？　綺麗な表情をしたらいけないの？」

「綺麗すぎて見えちゃったよ。利害関係みたいなのが。俺と奈々が一緒にいるのは、ただの利害関係だってね。俺は自分の身を守るために、奈々は自分がなんであるか探すために」

「利害関係で何が悪いのよ。人間同士に利害関係がないケースなんてあるの？　それとも、ただぼんやりそばにいるだけが純じゆん粋すいだって言うの？　遼一の言っていることはおかしい」

　奈々はむっとしたように睨にらみつけた。

「お互い利用しあう関係なんかに真実はないよ」

　遼一は首を振った。

「……ガタピシのことまだ気にしてるの？　あれだって利害関係じゃない。雀すずめは餌えさをもらうため、遼一は空からっぽの心を癒いやすため利用していた」

「違う、そんな関係じゃなかった。俺おれは利用なんかしていない」

「ケージの中の雀すずめ。そんな狭い檻おりの中にいる雀を見て、かわいそうにってつぶやいている君。ケージの外に飛び立てばいいのに、っていつも思っていた。同情の視線を向けて、心を癒いやすために利用していた。でも、ガタピシから見ると檻の中にいるのは君だった。いつもケージの向こうで寂しそうにしている人間。ケージの中に閉じこめられてかわいそうに……」

「黙だまれ。おまえに俺の気持ちなんかわからない」

「君は恐怖には強い。恐怖に潰つぶされ行動した他ほかの宿主よりもね。でも、それは強いわけじゃなかった。ただ無関心なのよ。ただ生きているだけだから無表情でいられる。いつでも死んでいいと言っているが、そこに覚悟なんてない。生きることを放ほう棄きしているからね。君はぼんやりと道を歩いているだけよ。なんの目的もなくただ歩いてるだけ。意思もなく歩いている君はなんなの？　君は誰だれなの？」

　君は誰？　俺は誰なのだ？　俺は……

　──本当に相あい沢ざわ君なの？

　ふと美み穂ほの言葉を思いだした。過去のどこかのシーンの彼女のセリフ。

「君はいったい誰なの？」

　奈な々なが言った。

「黙れって言ってるだろ！」

　遼りよう一いちは奈々の胸を突き飛ばして叫んだ。

「私は間違ったこと言ってないわ」

　奈々は冷たい表情で噴水の縁ふちに立っている。

「おまえの意見は数字の羅ら列れつを見せられているようで吐き気がする」

「じゃあどう言えばいいのよ」

「……もう黙っててくれ」

　遼一は噴水脇わきのベンチにへたり込むように座った。

　奈々は噴水の縁の上でじっと立っていた。

　そのうち噴水の水面に波は紋もんができ始めた。雨が降ってきた。

「……なあ遼一。雨が降ってきたから移動しようか」

　奈々は返答を待ってじっと雨に打たれていたが、遼一はただ座っていた。

「私のカロリーメイトあげるから機嫌直して」

　しばらく噴水の縁に座り、遼一の反応を待っていた奈々だったが、すっくと立ちあがった。

「私の言うこと聞かないと殺すわよ」

　奈々が鋭い視線を向けてそう言った。

「……噓うそよ。殺さないからこっちを見て」

　奈々は首を振り言った。

「風邪かぜ引くよ」

　奈な々ながベンチでうつむく遼りよう一いちの顔を覗のぞきこんだ。

「もう、ひとりにしてくれないか」

　雨に濡ぬれながら遼一はつぶやいた。

　奈々はそんな遼一をじっと睨にらんで立ちつくしていた。

「……遼一の馬ば鹿か」

　奈々は小さくつぶやいた。

　しばらくして遼一が顔を上げると、奈々の姿は消えていた。
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　外は激はげしい雨が降っている。チャイムの音のあと、しばらくしてドアが開いた。

「はい？」

　ドアを少しだけ開けて顔を出したのは美み穂ほだった。

　美穂はドアの外に立っている人影を見て目を丸くした。

「……奈々ちゃん、どっかで泳いできたの？」

　マンションの外廊下にぽつんと立っていたのは奈々だった。全身ずぶ濡れで、濡れたワイシャツからポタポタと滴しずくが垂れている。

「奈々ちゃん？」

　美穂が声をかけたが、奈々はうつむいたままだった。

「とりあえず入りなよ。ね、風邪引いちゃうよ」

　美穂が濡れた奈々の髪を撫なでながら言った。

「ねえ、奈々ちゃん？　こんな変な格好で……髪もぼさぼさだし、靴くつも履はいてないじゃん」

「……美穂」

　奈々は小さく言った。

「それにしても、妹をこんな格好でほっぽりだすなんて、温厚な私もさすがにがつんと言ってあげるよ。だから安心して」

　笑いかける美穂に、奈々は視線を落としたまま口を開いた。

「……私、どうしていいかわからないの」

「相あい沢ざわ君と何かあったの？」

「あんなに気を遣ってやったり、下した手てに出てやったのに、上手うまくいかない。どうすればいいかわからない」

「奈々ちゃん……」

「もう殺すしかないかな。殺すのは駄だ目めだから、生ける屍しかばねにして強引に操るしか……」

「奈な々なちゃん、もっと平和的に交流できるよ」

「もういろいろ疲れちゃった」

　奈々は顔を上げて美み穂ほを見つめた。

　美穂はそんな奈々をぎゅっと抱きしめてやった。

「こうすると落ち着くでしょ」

「……うん」

　奈々は美穂の胸の中で目を閉じた。

「美穂は疲れることない？　人生に疲れた、とか」

「疲れることなんてないよ。だって、ひとりひとりの人生って映画のようなものじゃない。奈々ちゃんはその映画の主演女優なんだよ。だから疲れちゃ駄だ目め。立ち向かわなくちゃ」

「……でもね、どうしたらいいのかわからないの」

「そんなときってあるよね。でも、いい方法があるの」

「どうすればいいの？」

「そんなときは、泣いちゃえばなんとなくうやむやになるから」

　奈々が美穂を見上げた。

「相あい沢ざわ君と私は子供の頃ころ仲良く遊んでいたんだよね。あのときの相沢君てさあ、すごい可愛かわいい男の子だったんだよ。いつもニコニコして感情的で、ついいじめたくなっちゃうくらい。でも、いろいろあって転校していっちゃったけどね」

「…………」

「でさあ、去年くらいに戻ってきたんだけど彼はもう別人だった。会話してもなんだか空からっぽな感じだった。私が笑いかけても怒ってもそうだった。それで最後に私は泣いたの。そうしたら、少しだけ反応してくれて昔の相沢君に戻った」

「泣くの？　泣けばいいの？」

「うん。あのときから、私は自分から泣いてみることにしたんだ」

　美穂は自分の右目を指さした。美穂の右目からぽろぽろと涙がこぼれ落ちる。

「今度は左」

　右目の涙がぴたりと止まって、左目から涙が流れた。

「ね、簡単でしょ。そういうときは泣けばいいんだよ」

　美穂はにこりと笑った。







　夜の十時を回る頃に雨は上がった。外灯の明かりに濡ぬれた地面がキラキラと光っていた。

　遼りよう一いちがぼんやりとベンチに座っていると、こちらに向かってくるふたりの姿が見えた。

　奈々が美穂に手を引かれるように歩いてくる。Ｔシャツとデニムのスカート姿で、髪をツーテールに結んでいた。先ほどのボロボロの姿から一転して女の子らしい格好だった。

　そっぽを向いていた奈な々なの背中を、美み穂ほがそっと押しながら耳打ちした。

「ほら、駆け寄って抱きついて泣けば丸く収まるからさ」

　奈々は不満げな表情をしながらも、ゆっくりと遼りよう一いちに近寄ってきた。

「やり直そうと思って戻ってきた」

　奈々は視線を逸そらしながら言った。

「もういいよ。さっきは俺おれもどうかしてた」

「そお？」

「ああ、こっちに来いよ。無む駄だな議ぎ論ろんをする必要はない」

「遼一」

「奈々」

　いったん駆け寄りかけた奈々は、遼一の前でぴたりと立ち止まった。

「いや、議論は大切だと思う。確かに私と遼一は、存在も考え方も目的も違う。でも、進むべき先に接点が少しでもあるのなら、お互い妥だ協きようしあいながら協力すべきだと」

「わかった、わかった」

「明らかにわかってない生返事だ。遼一は相互理解を放ほう棄きしている。ここでお互いの認にん識しきを摺すり合わせておかないと、今後の行動の足並みが乱れる」

「おまえ謝あやまりに来たんじゃないのか？」

「基本的に私の言動は間違っていない。一貫している。だが、ある程度妥協はしているのだ。理解を放棄している遼一の態度を許してやってもいいと」

「確かにおまえの言動は間違ってないかもしれないけどな、なんかむかつくんだよな。なんていうか正論すぎるんだよ。正論を言うだけでフォローがない。議論の上手うまいやつは、正論を言いつつもどこか照れみたいなのがあるんだ。おまえにはそれがない」

「正論でどこが悪い。後ろめたいところがあるからこうして目を逸らしているんだろ。そうやってずっと君は適当に生きてきたからだ……なーんてね。と、こんなフォローでいいのか？」

　むっとした遼一は、どんと奈々の胸を突き飛ばした。

「手を出したわね。私も手を出すぞ。こうなったら痛めつけて学習させてやるぞ」

　よろけた奈々がぎろりと睨にらみつけた。

「やってみろ、そうしたら自己防ぼう衛えいのために使うぜ」

　遼一はデッキを見せた。

「使ってみろ。その瞬しゆん間かんに私も君には容よう赦しやしない。半殺しの目に遭あわせてやる。目も喉のども潰つぶして、命令を聞くだけのものにしてやる」

　奈々と遼一が睨み合っていると、不意に泣き声が聞こえた。

「もうやめてよう……」

　見ると、美み穂おが嗚お咽えつを漏もらして涙を流していた。

「泣くな。なんで美穂が泣く」

「だって、だって……」

　美穂は突っ立ったままボロボロと涙を流している。

「わかったよ。俺おれが悪かった」

「泣かないでよ美穂。演技しなくていいから」

　奈な々なが呆あきれたように言った。

「……演技じゃない。君たちを見てたら、本当に悲しくなって涙が出てきた」

「わかった、わかった。俺たち仲直りするから泣き止めよ」

　遼りよう一いちと奈々はむすっとしながらも手を握った。

　美穂はちらっとふたりを見たあと、さらに嗚咽を漏らして泣き声を上げた。

「美穂、ほーら、私たちこんなに仲がいいの」

　奈々がぎこちない笑顔を浮かべて遼一に抱きついた。

「そうそう。俺は奈々のこと大好きなんだ」

　遼一は奈々を抱え上げてぶんぶん振り回した。奈々は、キャッキャと声を上げて喜んでいる振りをしている。

「な、ほら、仲のいい兄妹に戻っただろ」

「……うん」

　美穂はそんなふたりを見てクスッと笑った。

「それより、本当に公園で何をしてたの？」

　ごしごしと目を擦こすりながら美穂が聞いた。

「なんて言うか、俺たちの複雑な状況が問題なんだ。だから説明しづらい。いくつかの問題を排除できれば平へい穏おんな生活に戻れるんだけど」

「そっか。学校の先生に弁護士とか紹介してもらったら？」

「うーん、そんな方面の問題じゃないんだよな……」

　遼一は奈々を抱きかかえたまま噴水を見つめた。地味にライトアップされており、人魚が持つ壺つぼからキラキラ光る水の粒が降っている。

「奈々の世話してもらって悪かったな」

「ほんとだよ。あんな新婚若奥さんみたいな格好で出歩かせてさあ、いくら子供体型とはいえ、高校一年生なんだから。ほんと男って駄だ目めだよ、女の子の世話すらできないんだから。ずぶ濡ぬれの奈々ちゃんが私の家に来たときはびっくりした」

「……遼一」

　奈々が眉まゆ根ねを揉もんで瞬まばたきをした。

「どうした？」

「ちょっと疲れてて油断してたかも。きっと美み穂ほの家は……」

　遼りよう一いちも気づいた。当然、美穂の家もマークされている可能性が高いのだ。

「ん、ん？　今からどこかに行くの？」

　美穂がきょとんとしている。

「遅かったわ」

　奈な々なが声を上げて豹パンサーの駒ピースを見せた。両目が赤く光っている。

「一気にここを目指してくるはず。逃げるわよ。美穂はもう家に戻って」

　奈々は遼一の手を引き走りだす。

「奈々ちゃん……」

　ふたりは啞あ然ぜんと立ちつくす美穂をよそに公園を走った。

　真っ暗な芝生エリアを横切っていると、不意にエンジン音が聞こえ、奈々の結んだツーテールがぴょこんと逆立った。

「……来た、あれだ」

　奈々の声に振り向いた瞬しゆん間かん、猛もう然ぜんとバイクが走り込んできた。芝生を削りながらこちらへ突進してくる。

「やはりバイクを使ってたのね。くそっ、せっかく私に似合う可愛かわいらしい髪型をセットしてもらったのに……」

　奈々は髪を手で押さえながら走っている。

「どうすればいい？」

「バイクを狙ねらうわ。宿主が運転しているはず」

　遼一はデッキのコマンド入力をした。同時にウサギが吹っ飛び、奈々の手に剣が握られる。奈々はそのままバイクへと方向転換をした。

　そのとき、バイクから黒い影が飛び立った。バイクはＵターンして離はなれていく。

　闇やみの中に火花が散った。豹パンサーの斧おのと奈々の剣が激げき突とつしたのだ。

　遼一は宿主の人間を探す。しかし、バイクは一定の距きよ離りを取って走っている。

「おい、話し合おう！」

　遼一は叫んだ。

「……離れないで。それを狙ってる」

　奈々は相手のパワーに押されながらもなんとか攻撃に耐えている。豹パンサーの少女も部屋を襲おそったときほど強引ではなかった。

　お互いを牽けん制せいしあい、時間だけがすり減る。

　奈々がじりじりと後ろに下がった。徐々に芝生エリアの端に移動していく。

「行くわよ」

　奈々が遼一に言って走りだす。ふたりは芝生エリアを抜けて林の中に走り込んだ。暗闇の中、奈な々なと遼りよう一いちの呼吸の音だけが聞こえた。

「追ってこないのか？」

　遼一は木々の根に足を取られつつも振り向いた。バイクの音は聞こえない。

「ここは私のホームだ。デッキのポイントを考えて無理に戦うことはしないだろう。こっちの残りポイントは？」

「あと七ポイント」

「とにかく夜が明けるまで逃げる。早く」

　不意に背後からオートバイの音が聞こえた。こちらに近づいてくる。

「やっぱり追ってきてるみたいだ」

「……どういうこと？　とにかく、迎げい撃げきしながら逃げるしかないわ」

　遼一は奈々に手を引かれながら林を抜けて走った。
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　夜が明けたとき、ふたりは街中を歩いていた。

　日曜日の早朝の街は閑かん散さんとしている。遼一は奈々を抱きかかえながら建物の陰に入って一息ついた。ホームから出て逃げているため、奈々の手足はロックされている。

「振り切ったよな」

　遼一は建物の陰から辺りの様子を窺うかがう。この場所は大丈夫だろうか。

「たぶんね。少し休もうか」

　奈々も少しだけ疲れた表情をしている。豹パンサーの追走を振り切るのに一晩かかってしまった。ずっとオートバイで追いかけられていたのだ。

「食べる？　美み穂ほにもらったのよ。チーズレタスサンド。美穂は優やさしいね」

　膝ひざの上で広げたハンカチの中にはサンドイッチが入っていた。

「奈々が食べろよ」

「食べておかないと。これからずっと逃げ回ることになるんだから」

「バイクを使うのはずるいよな」

　遼一の言葉に、奈々がぽんと手を叩たたいた。

「いい考えがある。私たちもバイクを使おうじゃないか」

「バイクどころか免許も持ってないの知ってるだろうが」

「少し努力が足りないんじゃないか？　豹パンサーの宿主はバイクを持っていて、たぶん、私たちを監視する人員を用意するほどの資金も持っている」

「高校生の俺おれに金銭を期待するなよ」

「今の所持金も美穂から借りた千円しかないのよね。まあ、金ならまた馬ば鹿かな男どもから奪うばえばいいんだけど」

「それは窃せつ盗とうっていう犯罪なんだぞ」

「わかった、妥だ協きようするわ。私のおっぱいを触らせてやってギブアンドテイクみたいな感じで金を取るの」

「……絶対にそんなはしたないことをするなよな。簡単に他ほかの男に触らせたりするな」

「大丈夫よ。だって、私はおっぱいを二つ持ってるから。触らせてお金取るのは、右だけにしておくとか厳格なルール作りを行う」

「おまえのペチャパイにそんな価値はないっての」

　奈な々なはそっぽを向いて大げさにため息を吐いてみせた。

「あーあ、どうせだったら、金持ちの人間の元に配られればよかったのになあ。そうしたら、私が体で稼かせぐ必要もなかった」

「それを言ったら、俺おれだってもっと可愛かわいい女の子がよかったよ」

「なにを言ってる。私が持っている要素で一番大きいのは可愛らしさだぞ。私を構成する70パーセントは可愛さで、残りは知的だとか運動能力とかおっぱいとか優やさしさとかいろいろ」

「もっと生産的な会話をしようぜ。豹パンサーにどう対応するかとかさ」

　豹パンサーの駒ピースに異常はない。近辺にはいないようだ。しかし油断はできない。

「できれば平和的に解決したいけど、強引にやったら相手を倒せるのか？」

「無理だね。これまでの戦いを見たでしょ。明らかにあちらのパワーに押されていた。公園での戦いも、あっちが強引にきたら、やられていた可能性が高い」

「そういや、最初に戦った鳥バードの女の子にも押されてたよな」

　あのときもホームの有利さがあったから迎げい撃げきできただけなのだ。奈々は基本的に戦闘能力のスペックが低いのだろうか。

　そんな遼りよう一いちの考えに気づいたのか、奈々はむっとした表情になった。

「どうせ、可愛いだけの女の子よ」

「パワーの差ってのはなんなんだろうな。成長過程でやっぱり変わるのかな……そういや、奈々のトランクって、ボコボコに歪ゆがんでて、奈々も怪け我がしてたんだよな」

「関係あるのかもね。なんていうか、私たちの関係は他ほかのペアと違うような気がするんだ。今は上手うまく説明できないけど。何かシステムトラブルがあったとしてもおかしくはない。あと、気づいたことがある」

　奈々がじっと遼一を見た。

「遼一にも変化があるような気がするんだ。気づかないか？　君の体の変化に」

「ん？」

「ずっと私を抱きかかえて走り回っているじゃないか。昨日きのう部屋から逃げるときも四階から落ちたのに大きな怪我もない。一般的な高校生と比べても遥はるかに身体能力が高い」

　言われてみれば確かにそうだった。しかし、その変化は何故なぜなのか。奈な々なが関連していることは明らかなのだが。

「ジェシカにも聞いてみたが、基本的に宿主の人間には変化がないらしい。だからこそ、隠かくしているらしいね。基本的に宿主は駒ピースにとって弱点の集合体だよ」

「じゃあ、やっぱり俺おれたちだけ変な感じになってるってことか」

　奈々と遼りよう一いちの関係は、他ほかのペアと何か違うところがあるのか。

「ともかく、豹パンサーと直接戦うわけにはいかないわ。きっと、豹パンサーも私の弱さに気づいてる」

「その割には俺たちを簡単に逃がしたよな」

「それだけ慎重なのよ。直接戦って無傷ってわけにはいかないだろうし。だから削りに来た」

　デッキを見ると、残りは四ポイントしかなかった。バイクで追われ続け、武器や解除にポイントを使ってしまったのだ。あの攻撃は、ポイントを削るための行動だったのだろう。

　奈々が地図を広げた。デッキポイントを回復する自動販売機の場所が表記されている。その中から一番近い場所を探す。

「じゃあ、そろそろ行くわよ。できるだけ裏道でね。早く行くわよ。ほらぁ」

　遼一は奈々を抱きかかえると自販機を目指すことにした。







　慎重に移動していたため、指定の自販機近くに辿たどり着くと昼を大きく回っていた。所持金もほとんどないので、奈々を抱きかかえての徒歩移動となった。

　だらだらと流れる汗を、抱かれている奈々がハンカチで拭ふいた。さらに進むと、コインランドリーの前に自動販売機が並んでいるのが見える。

「あそこの自販機ね。接触しないで来られたわね」

　奈々がぴょこんと遼一から飛び降りた。遼一は豹パンサーの駒ピースを確認する。点てん滅めつはしていないので近くにはいないはずだ。

　ぴょんぴょんと自販機に走っていった奈々だが「あっ」と、声を上げた。

「やられたな」

　遼一もそれに気づいて肩を落とした。あの五百円のリンゴジュース。そのボタンが破は壊かいされていた。これでは回復は無理だった。

「兵ひよう糧ろう攻ぜめってわけね。いいわ、別の場所に行くわ……ほら」

　奈々は遼一にどすんとぶつかって抱き上げるよう要求した。

　再び遼一と奈々は自販機探しの旅に出ることとなった。

　しかし、向かった先のすべての自販機のボタンが破壊されている。やはり、相手はポイントを奪うばうという戦略なのだ。

「……なあ、ジェシカに連絡を取ろう。携帯はないけど、電話番号は憶おぼえてるだろ？」

　遼りよう一いちは奈な々なを抱きかかえて神社の石段を歩いていた。空も石段も朱色に染まり日が暮れ始めている。ふたりの逃避行の終わりは見えなかった。

「やめたほうがいいわ。私たちが行き詰まっていることを教えないほうがいい。ジェシカだって私たちを裏切る可能性があるんだぞ。いや、私たちの情報を流したのがジェシカの可能性だってあるわ」

「それはないと思うけどな」

「遼一の考えは甘いよ。基本的に私たちはコンピュータープログラムのようなものだぞ。ただ、自分の生き残りを優ゆう先せんするだけだ。自分以外の存在は、利用する道具でしかないのよ」

「あんな無む垢くで可か憐れんで天使のような笑顔なのに？」

「それも、ひとつの戦略でしょ。私たちは成長過程で、周囲とどうコミュニケートをすればベストかを学習していく。ジェシカは女の子という武器を使っている。豹パンサーは少しだけ強引に宿主を利用しているのかもね」

「なあ、こうなったらまた公園とかで夜を明かして、長期戦を選ぶべきじゃないか？」

　追われる者の緊張感と移動により、さすがに疲労が溜たまってきた。体がずっしりと重い。

「駄だ目めだね。今日きようは日曜日だからまだいい。でも、平日の午前中に私たちがうろうろしてみろ。すぐに補ほ導どうされる。社会的にも私たちは目立ってはいけないんだ。思いだしてみろ、リサに処分されていた駒ピースを。あのように、バグとして処分される可能性もある。こんな手足がロックされた女の子なんてあからさまに怪しいでしょ」

「俺おれたちは日常生活を平然と続けなきゃいけないのか」

「そう。それにはあの豹パンサーが問題点。どう対処するかを議ぎ論ろんする前に、デッキの回復はしておかないといけない。だから行くわよ」

　遼一はさらに歩き続ける。辺りが暗くなった頃ころ、目標の自販機を発見した。

　闇やみの中でぼんやりと光を放つ自動販売機。しかし、そこのボタンも破は壊かいされていた。

「……駄だ目めね」

　奈々が地図に印をつけながら言った。

「全部壊こわした可能性もあるよな」

　地図に載っている自動販売機のポイントは百カ所程度だ。

「自分の回復もあるから、そんなことはしないと思うのよね……」

　ぼんやりと自販機を見ていた奈々が、不意に表情を変えた。

「どうした？」

「早くここから離はなれるわ。この自販機、監視されていた。あそこのマンションの屋上にちらっと人影が見えた。豹パンサーに連絡が行くわよ」

　奈々がマンションを指さした。

「本当か？」

　視線を向けたが、そんな人影は確認できない。

「いいから逃げるわ。この自販機のある場所も危ない。あまりにもへんぴなところにありすぎる。人のいるところまで逃げないと。のんびりしてると殺されるわ」

　遼りよう一いちは、言われるまま奈な々なを抱きかかえて走りだした。

「駅方面に逃げる。ここまままっすぐ走って」

　奈々が地図を見ながら言った。

「でもな、目立つのもリスクがあるぞ」

　手足をロックされた少女を運んでいる異常な状況。

「賭かけになるけど、豹パンサーと戦うよりは目立つほうがまだいいわ」

「警察に捕まったら奈々の正体だってばれる」

「豹パンサーを倒すより、警察を殺すほうが容易たやすいもの」

　奈々は平然と言った。

「馬ば鹿かな」

　遼一は息を切らして走りながら奈々を睨にらんだ。そんな奈々の表情がまた変わった。

「……来たわよ。やっぱりあの自販機をマークしてた。そして、ぎりぎり駒ピースが点てん滅めつしない距きよ離りで待機していた」

　チカチカと光りだした豹パンサーの駒ピース。次いで背後からバイクの音が聞こえた。バイクとでは速度が違いすぎる。どうすればいいのか。

　遼一は脇わきの路地に駆け込み必死で逃げる。突き当たりのブロック塀にジャンプして飛び乗り、民家と民家の間のブロック塀の上を走った。

「屋根の上に出る。なんとかつかまれ」

　遼一は渾こん身しんの力を込めて、奈々を民家の屋根めがけてぶん投げた。

「馬鹿、乱暴しないでよ」

　悲鳴を上げた奈々だが、ロックされた腕で屋根の雨あま樋どいをつかんでぶら下がった。

　遼一は屋根の上によじ登ると奈々を回収する。そのまま屋根の上を走り、民家の屋根から屋根へと飛び移った。

「バイクで追ってこれないだろ」

　遼一が眼下の道を走るバイクを確認しようとしたとき、奈々が叫んだ。

「武器とロック解除を！」

　背後を向いた。夜空に浮かんだ月が一いつ瞬しゆんだけ何かに遮さえぎられた。それが豹パンサーの少女の影だと気づいたのは、腕に強烈な痛みを感じてからだった。

「ああっ」

　遼一はバランスを崩して屋根から転落した。

　どしんと音を立てて遼一が落下したのはツツジの垣根の上だった。痛みに悶もん絶ぜつしながら顔を上げると、こちらに飛びかかってくる黒い影が見えた。

　頭上で激はげしく火花が散った。設定された武器で奈な々なが豹パンサーを迎げい撃げきしている。

「つつ……」

　全身の痛みに遼りよう一いちはごろりと転がった。狭い駐車場スペースに落ちたようだった。立つとずきんと足が痛んだ。右腕を見て顔をしかめる。切れた腕が真まっ赤かに濡ぬれていた。それでも遼一は立ちあがり、何か武器になるものを探した。

　獰どう猛もうに戦っているふたりの少女の影。攻撃を受けた奈々の悲鳴が上がった。距きよ離りを取るようにバックステップを踏んだ奈々だが、ぐらっとバランスを崩した。そんな奈々に豹パンサーが突進する。

　両者が激しく激げき突とつし、吹っ飛ばされたのは奈々だった。アスファルトに転がった奈々に、豹パンサーが斧おのを振り上げるのが見えた。

「きゃっ」

　奈々が悲鳴を上げた。

　ふたりの少女が真っ白な煙に包まれる。煙幕のような白い煙は辺りを一瞬で真っ白にした。

　その隙すきを突いて、遼一は奈々の手を引き駆けだしていた。

「遼一、今のは？」

　ケホケホと咳せき込みながら奈々が聞いた。

「駐車場に設置されてた消火器だよ」

　遼一は背後を振り返ることなく道をひた走る。通りに出ると、少ないなりにも車が走っており、コンビニやガソリンスタンドの明かりが見える。追ってくる様子はなかった。

　時間切れでロックがかかってしまったので、奈々を抱きかかえて移動する。

「このまま駅に行こう。人混みの中に逃げ込むわ」

「わかった……おい」

　遼一は奈々を見てはっとした。シャツが赤く染まっている。

「傷は問題ないわ。それより、そのまま電車に乗ったほうがいい。やっぱり私たちのホームに戻るしかない。出直すわ」

　奈々はハンカチで遼一の腕の傷を拭ふきながら言った。

　通りを歩き続けると、徐々に人通りが多くなってくる。高架の線路も確認できた。

「武器を解除して。さすがに、この人混みで襲おそってこないようね」

　奈々は解除され折りたたまれた剣を、ウサギのぬいぐるみにしまった。

「私を抱きかかえたまま、駅の改札に向かって」

　駅前のロータリーは、バスが排気ガスをまき散らして走り、飲み屋の電飾が光っている。普段は嫌悪感を抱く光景だったが、今は安あん堵どするものだった。

「電車に乗るのか？　あの金を使うか？」

　所持金は千円しかない。デッキ回復に取っておきたかった。

「ほら、スイカを二枚持ってるわ。これで電車に乗ろう」

　奈な々ながＩＣカードを差しだした。

「いつのまに？」

「さっき、人とすれ違ったときに盗んだの」

　奈々が革張りの財布を二つばかり手に持っている。

「泥棒じゃないか」

「生き残るためには些さ細さいなことだわ。どうせ、パチンコやキャバクラにしか金を使わないだろ、みたいな男から盗んだから大丈夫」

「奈々といると、どんどん悪行が積み上がっていくよ」

　遼りよう一いちはため息を吐いて改札をくぐった。

「下ろしていいわ。目立つのはまずいし」

　駅のホームの端に立つと、奈々は自分の足で立った。

「怪け我がは？　大丈夫か？」

「胸と腕を切った。ホームに戻ってから治ち療りようしましょ。遼一こそ、腕を切ってる。あと、足を捻ひねったでしょ。歩き方が変だった」

　遼一の手からぽたっと血が垂れた。今いま頃ごろになって痛みを感じた。心臓の鼓動と共にずきずきと激げき痛つうが走る。垂れた血の滴しずくを靴くつで擦こすった。周囲の人間に怪我をしていることに気づかれ、騒さわがれたら終わりなのだ。

「奈々のシャツ、青だから血が目立つな」

「電車の中って明るいからちょっとまずいかもね」

　電車がホームに入ってきた。ふたりは電車に乗り込み、ドア付近に陣取った。電車内は微び妙みように混雑している。豹パンサーの駒ピースを見ると、もう点てん滅めつしていなかった。

　発車のベルと共にドアが閉まった。逃げ切ることができた……

　遼一は血で汚れた奈々の服を隠かくすようにぎゅっと抱きしめた。

「腕……こっちに」

　奈々が遼一の腕の傷口をそっと舐なめた。そのまま垂れる血を舐め取っている。痛みを忘れて体がぞくりとした。遼一もドアに寄り掛かりながら、奈々の切れた肩を舐めてやった。これ以上血が流れないように飲んでやる。奈々が小さくうめいた。

「痛かったか？」

「ううん、平気よ。それより口、真まっ赤かになっちゃったぞ」

　奈々は背伸びをすると、遼一の口元をそっと舐めた。奈々の唇も血で濡ぬれていたので、舌で舐め取ってやった。少しだけ血の匂においが混じった奈々の吐息がかかった。

「血が垂れるから、もっとくっつけよ」

　遼りよう一いちは奈な々なを抱き寄せた。奈々は素直に遼一に体を預けている。心臓の音が伝わってきた。

　車窓からは夜の街の明かりが見えた。マンションや民家の窓の明かりは、日常生活を表現しているかのようで、妙な懐なつかしさを感じた。つい最近までは、あの明かりの一つだったのだ。

「こっちを見て」

　奈々が言った。

「窓の外なんか見ないで私を見て。そして優やさしい言葉をかけてよ」

「奈々？」

「恋人の振りをしないと不自然でしょ」

「なんの話をすればいい？」

「私のことについてでしょ。どこが可愛かわいいとか、どこが好きとか」

「……そういえば、俺おれって奈々のことほとんど知らないんだよな。出会ったばかりで。かるく自己紹介をしてくれ」

「趣味は鳥の世話とテレビを見ること。愛あい称しようは奈々に引っかけてラッキーセブン。主食はカロリーメイト、好きなプロ野球チームはジャイアンツ。トランクから生まれた相あい沢ざわ奈々です。……こんな会話をする恋人を見たことないぞ」

　抱いている奈々を見ると、妙に顔が赤くなっている。

「どうした？　暑い？」

「違う。なんか変な感じ……」

　奈々は小さく首を振って、遼一の胸に顔を埋めた。

「もうすぐ、俺たちのホームの駅に着くから」

　ふたりの乗った電車は、他ほかのラインの接続待ち合わせのためにいったん停止した。あと少しで遼一の街に戻ることができる。

　ベルが鳴り響ひびく。ドアが閉まり、ガタンと一回揺れてからふたりを乗せた電車が発車する。

「あと少しだ……ん？」

　遼一の胸の中の奈々の体が強こわばった。

「まずいわ。近くに来てる」

「豹パンサーが？」

　遼一は電車の窓の外を見た。線路に併走する幹線道路が見えた。オートバイで追ってきているのだろうか。

「違う、もう電車に乗ってる」

　急いで駒ピースを確認すると、豹パンサーの駒ピースが激はげしく点てん滅めつしていた。

「まさか、こんな人がいる中で」

　遼一が声を上げると、車内の人々が奇き異いの視線を向けた。また、血に汚れた奈々を見て、ぎょっとした表情になった人もいた。

「近づいてきてる。先頭車両からこっちに向かってる」

　次の駅に着くにはまだ五分以上はかかる。遼りよう一いちは奈な々なを抱きかかえて、後尾車両のほうへと移動する。時間を稼かせがねばならない。ポタポタと血が垂れ落ちて、ドア付近にいた女子高校生の集団が悲鳴を上げた。

「来てる」

　奈々が遼一の肩越しに豹パンサーを視界に入れた。どきりとして振り返ると、豹パンサーの少女が車両の接続部分のドアを開けたところだった。

　明るい場所で目にした豹パンサーは違和感なく電車の風景に馴な染じんでいた。変装をしているのかセーラー服姿で革の鞄かばんを持っている。肩まで垂れた黒髪に大きく鋭い瞳ひとみ。彼女は遼一を見ると、微笑ほほえんでみせた。

　遼一は乗客の視線を集めながら後尾車両へと逃げる。最後尾の車両に入ったとき、奈々がスタンと飛び降りた。

「ここで迎げい撃げきするしかない」

「しかし……」

　遼一は周囲を見た。車両にいた数人の乗客が、血まみれの遼一たちを見て悲鳴を上げた。

「逆に人の目があるほうが有利だわ。もしかしたら議ぎ論ろんができるかもしれない」

「そうだ。そのとおりだ。豹パンサーの宿主もこの車両に乗っているはず。会話ができれば……」

　扉を開けて豹パンサーが車両に入ってきた。

「待て……こんな場所で戦うわけにはいかないだろ。強引に暴れたら……」

　遼一は奈々を後ろに下がらせ言った。

「狐フオツクスのことを言っている？　私はそんな失敗はしない。仕事を終えて、次の駅で降りればいいだけのこと。必要があれば、すべての目撃者だって消す」

　豹パンサーは周囲の乗客に奇き異いの視線を向けられながらも平然と話している。

「なんで俺おれたちを襲おそう？　戦う意味がない」

「意味なんて必要？　おまえたち人間の行動にはすべて意味があるというのか？　私には無む駄だなことばかり繰り返しているように見える。そして自じ滅めつに向かう愚おろかな生命体」

「論点が違う。だからといってこの戦いに意味はない」

「意味などない。これは本能だ」

　豹パンサーは笑った。

「私たちは生命プログラムだ。そして、この人間の体に寄生した。人間の脳を利用して支配したときには、知能構成は大きく変化し寄生前の記き憶おくなど残っていない。だが……人間を殺せ、という基本的な本能だけは残っていたぞ。私たちはそんな指令を受けた生命体なのだ」

　少女の言葉に、遼一はどきりと奈々を見た。

「たとえそうだとしても、私たちが戦う必要はあるのか？」

　奈な々なが言った。

「ライフゲームというのを知っている？　仮想のチェス盤を作りマス目セルを配置する。セルはお互いコミュニケーションを取りながら成長する。協調し、ときには戦い淘とう汰たされ優ゆう秀しゆうなセルだけが生き残る。この戦いは、社会に寄生し人を殺し続けるエリートを選抜するための……」

「待てよ、生命プログラムでもなんでも、奈々もおまえも人間じゃないか。人間を殺すとか、おかしいぞ」

　遼りよう一いちは叫んだ。その言葉に、周囲の乗客がざわついた。

「おかしくはない。人間の基本データももともと他人を殺すようにできていたぞ。根本は自分の利益のために他人を排除するという存在なのだ。おまえもそうだ。考えてみろ、何をしても罪に問われない状況だったら。おまえは人から金を奪うばいレイプをして殺すだろう」

「馬ば鹿かな、そんなことはしない」

「世界がバランスを取っているのは、社会的ルールがあるから、それだけだ。そんな社会的なルールが存在しなければ、人間は人間を殺すことになんのためらいも抱かない存在だ」

　人間の真の姿は悪である。他人を排除し攻撃する存在。そんな攻撃性を抑えているのは、社会的に作られたルールだけ。長い目で見て人間という枠組みで利益を守ろうというルールなのだ。そして、人間はその枠の外にいる存在を攻撃し続ける。

「人間たちは増えすぎた。だからこそ、私たちのような存在が必要なのだ。そのために、まず障害をすべて排除する」

　少女の鞄かばんが吹っ飛び手に斧おのが握られた。車内に乗客の悲鳴が起こる。

「遼一、やるしかないわ。ロックを解除して」

「社会的ルールだけじゃないぞ。俺おれたち人間は……傷ついた他人を見ると、痛い。心を痛める。そんな感情はおまえにだってあるはずだ」

　遼一は奈々を無視して言った。

「私は人間についていろいろ学んだが、理解できないものがひとつある。それが感情だ。同じものであると証明できないのに、何故なぜ人間はうれしいや悲しいなどと、それに名前をつけて、さも同じものを共有しているかのように振る舞うのか……」

　少女が近寄ってくる。

「傷つけ合う必要はない。一緒にプログラムのゴールを探そう。俺を信用してくれ」

「下がれ遼一、武器とロック解除だ」

　奈々が前に出た。

「残り二ポイントだろう。この電車が次の駅に着くまで四分十五秒。武器設定時間は五分だが、ロック解除時間は三分だ。三分一秒後に殺す……」

　豹パンサーが言った。やはり計算していたのだ。

「いいから解除を。三分以内に倒すわ」

「なあ、おまえたちは仲間だろ。理解し合えるはずじゃないか……」

「下がって、早く解除！」

　遼りよう一いちがデッキ操作したと同時に、車内の窓が轟ごう音おんの風圧で震ふるえた。弾はじける剣と斧おの。狭い車内での激はげしいバトル。車内に怒号のような乗客の悲鳴が響ひびいた。

「動かないで、床に伏せて！」

　遼一はパニックを起こした乗客に叫んだ。

　混乱する車内で攻勢に出たのは奈な々なだった。三分以内に相手を倒す、というのが唯一の勝利条件なのだ。しかし、そんな奈々の攻撃を、豹パンサーは完全にかわしている。彼女は防ぼう御ぎよを固めて三分耐えれば勝利となる。

　奈々が強引に剣を振り回している姿を見てぞっとした。振った剣先が逃げる乗客の頭をかすめ、切れた髪がはらりと舞った。豹パンサーも奈々もまったく乗客のことなど考えずに戦っている。彼女たちにとって人間は障害物と変わらないのだ。

　バシンと窓が震え車窓が真っ暗になった。電車がトンネルに入っても、ふたりの戦いは続行されている。

　他ほかの乗客はすべて隣の車両に逃げたようだ。遼一も猛もう烈れつに戦っているふたりの横をすり抜けようとしたが、豹パンサーにしっかりとマークされていた。この電車には豹パンサーの宿主も乗っているはずだ。同じ立場の人間同士話し合い、戦いを止めることができるかもしれない。

　そんな考えを察した奈々は、豹パンサーとのつばぜり合いに持ち込んだ。バチバチと火花を散らしながら、お互いの刃が当たる。

　しかし、そんな力比べが均きん衡こうを保ったのは一いつ瞬しゆんで、豹パンサーのパワーに押された奈々が後ろに弾かれるように吹っ飛んだ。

　奈々を受け止めた遼一は顔を歪ゆがめた。今の攻防で胸を切っている。奈々の体は痙けい攣れんし、呼吸が乱れてきた。それでも奈々はぐっと歯を食いしばって剣を握った。

「下がって、遼一」

　再び斧と剣が交差する。激しい攻防のなか吊つり輪が粉ふん砕さいされ、破片がバラバラと車内に飛び散った。奈々が床の血にずるっと足を滑すべらせた。

　さらに突進した豹パンサーの攻撃を受け、奈々と遼一は車内を滑るように転がった。激しい一撃を受け止めた剣が、奈々の手を離はなれて床をカラカラと回っている。

　奈々は床に倒れたまま立ち上がれない。

「時間だな」

　豹パンサーが悠ゆう然ぜんと近寄ってくる。電車はトンネルを抜け、車窓に再び街の夜景が広がった。

　再び奈々にロックがかかっていた。タイムリミットの三分の終了。奈々は人形のように床に横たわっている。

「……頼む、奈々のほうは助けてやってくれ」

　遼りよう一いちの言葉に、豹パンサーは動きを止めた。

「何故なぜだ？」

「俺おれを殺せばいい話だろ」

　遼一は、ぐったりと倒れる奈な々なを横に押しやった。

「めずらしいな。人間はもっと怖がりかと思っていた」

　膝ひざをつく遼一を、豹パンサーが斧おのを構えて見下ろしている。

「おまえの言うとおりだよ。人間の存在に意味なんてないのかもな」

　ただ、生きているだけなら、最後くらい意味のある行動を……

　遼一は奈々の額をそっと撫なでた。短い間だったが、彼女と過ごしたこの時間は少しだけ楽しいものだった。

「なあ、おまえはこれからどうするつもりなんだ？」

　遼一は豹パンサーを見た。

「さあ。でも、これは外さないとね。そして、その後はそのときに考える。救済者セーバーになるか、それとも本能のまま人を殺し続けるか……」

「どういうことだ？　これで生き残ったら救済者セーバーになるんじゃないのか？」

「でも救済者セーバーの存在価値を作るには、バグも必要よね」

　どういうことだ？　このプログラムは人間社会の秩序を守るための天使創造の通過儀礼イニシエーシヨンではなかったのか……？

「さようなら。あなたたちふたりには少しだけ興味を持ったけど」

　豹パンサーが斧おのを振り上げた。
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　しかし、振り下ろした斧は遼りよう一いちに当たらず、車両の床に突き刺さった。

　豹パンサーがごほっと血を吐くのが見えた。腹に剣が突き刺さっている。

　体当たりをするように剣を突き刺したのは奈な々なだった。手足のロックがかかっている奈々は、バランスを崩して血に濡ぬれた床を滑すべった。

「……どうして？」

　豹パンサーが腹に刺さった剣を抜きながら血を吐いた。

「この線路、一いつ瞬しゆんだけ私のホームをかすめる。ほんの二、三秒ぐらいだけどね。その一瞬を待ってた。時間を待っていたのはあんただけじゃなかったのよ」

　奈々がごろりと仰あお向むけになり言った。

「くそ……」

　豹パンサーが床に刺さる斧に手を伸ばす。

「動くな、動くと死ぬぞ」

　遼一は愕がく然ぜんとしながら彼女の体を押さえた。荒い呼吸と共に血が口から吐き出されている。電車の震しん動どうで、がくっと床に崩れた。

「遼一、落ち着け、そいつは人間じゃない。それより、もうすぐ駅に着くわよ」

　奈々が痛みにうめいた。まだ問題は解決していない。こんな血まみれの奈々を抱きかかえてどこに逃げればいいのか。

「奈々……大丈夫、俺おれに任せろ」

　遼一は奈々を抱きかかえてやった。

「おい、俺たちと一緒に逃げるか？」

　豹パンサーが床を這はうように移動している。

「馬ば鹿か、私たちのことだけを考えてよ。どうせ、あいつはもう駄だ目めだ……わ……」

　車内にアナウンスが流れブレーキがかかる。悲鳴が聞こえた。隣の車両の乗客が、血の海となった車内に入ってきていた。携帯電話を向けて写真を撮っている乗客もいた。

　そんな混乱した車内で、遼一は奈々を抱きしめ停車を待つ。──早くドアを開けろ。

　電車がプラットホームに停車した。同時に悲鳴を上げて車外に逃げる乗客の姿。また、中を覗のぞきこんで悲鳴を上げるホームの客。

　遼一はそんな人間をかき分けるようにホームを走った。ずきずきと傷が痛んだ。走った後に血の足跡がべったりとついていた。

　遼一は失神しかけている奈々を抱いてホームの階段を下りる。背後を見ると、車内にいた客が遼一を指さし何かを言っているのが見えた。階段を下りるときにぶつかった男性が睨にらんだが、血まみれの格好に気づいて悲鳴を上げた。

　駅の改札を抜けようとすると、背後から駅員が呼び止めてきた。

　遼りよう一いちは無視して走ったが、数人の駅員と乗客が遼一を追ってくる。頭がくらくらとした。痛みと酸欠で意識が途切れそうになる。周まわりにいた人々が何か叫んでいたが、まったく聞こえなかった。

　そのとき、ウサギに引っかけていた駒ピースが点てん滅めつしているのを見た。再び接近されている。どういうことだ？　こんなときに……誰だれが……

「早く乗って！」

　目の前に車が急停車し、ドアが勢いよく開いた。

「ジェシカ」

　車内にいたのはジェシカだった。後部座席に座るジェシカは、急ぐよう手招きをしている。遼一は迷うことなく、奈な々なと一緒に車に転がり込んだ。

「出して」

　ジェシカが言うと同時にドアが閉まり、車が猛もうスピードで走りだす。

「危ないところだったね」

　ジェシカは救急用具の用意をしながら言った。

「助けに来てくれたのか？」

「うん。豹パンサーが強引な行動をしていたのは知ってたし」

　ジェシカが豹パンサーの駒ピースを見せた。光が消えている。

「これで最大の障害はなくなったね」

「ありがとう、助かった」

「君たちが無事でよかった」

　ジェシカが笑った。

　遼一は痛みをこらえる奈々を抱きしめながら窓の外を見た。見慣れた街並みの夜景に安あん堵どする。緊張感が切れたためか、体の傷が激はげしく痛みだした。

「……遼一」

　奈々がうめいた。

「もう大丈夫。俺おれたちはやるべきことをやった」

「どこに行くの？」

　奈々の意識は朦もう朧ろうとしている。

「俺たちの家に戻ろう」

　遼一は奈々の手を強く握ってやった。
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　それから一週間が経過した。

　残りの駒ピースは三つ。その三つの駒ピースは、バランスを取りながら日常の時間を進行させた。

　奈な々なの体の傷は癒いえ、彼女は少しだけ女の子っぽく変化した。ただし、ほんの少しだけだ。

　ベランダにはケージの代わりにプランターを置いた。野菜を育てれば経済的で健康にもいいという奈々の意見だった。

　野菜の種を買いに行こうと、遼りよう一いちは奈々とホームポジション内の駅前を並んで歩いていて、ふと足を止めた。

　新しくできたばかりの喫茶店があり、ガラス張りの店内であたふたと働いているウエイトレスがいる。

「なあ奈々、あれって」

　奈々も気づいた様子でうなずき、その喫茶店に入っていく。

　窓際のテーブルに座ると、すぐにそのウエイトレスが小走りにオーダーを取りに来た。店のコンセプトなのか、メイドのようなコスチュームを着ている。

「いらっしゃいませ、オーダーをどうぞ……」

　ぎこちない手つきでお冷やを置いたウエイトレスは、ごちょごちょと伝票をいじっていたが、ふたりに気づいてはっとしたようにトレイを抱きかかえた。

「なんでこんな場所で喫茶店の店員をやってんの？」

　ウエイトレスはリサだった。

「働かないと暮らしていけないからですけど」

　リサは顎あごに指を添えながら小首を傾かしげた。

「仕事はあるんだろ？　ほら、天使なんだろ」

　遼一が言うと、リサは「しっ」と、口に人差し指を当てて周囲をキョロキョロと見回した。

「困ります、天使だとかファンタジーなこと言われたら。ただでさえ同僚のお友達が少ないのですから……」

「天使……救済者セーバーとして、この地域に配属されているのよね」

　奈々が声のトーンを落として言った。

「そうですよ。こうして私たちはバグ対策の要求ニーズに対応するため、人間社会に完全にとけ込み活動しているのですが、基本的に天使のお仕事は非常勤パートタイムです」

「ずっとこの地区にいたのか？」

「最近少しだけずれたんですよね。新しくできたこの喫茶店で働きながら待機スタンバイしております。このお店のスポンサーを辿たどると、微び妙みように天使コミュニティーが絡んでいるのです。で、天使の役割と同時に、人間的な職業にもつかねばならないのです。完全なる天使は、私のように人間的な仕事もきちんとこなしているのですよ」

　リサは笑顔を浮かべている。

「それより、俺おれたちは大変なことになってたぞ。殺されそうになった。それも、社会の役目とかなんとかなのか？」

　遼りよう一いちがバンとテーブルを叩たたくと、店の奥から店長が声をかけてきた。

「田た中なかさん、君また何かやったの？」

「いえ、問題ありません」

　リサが必死で首を振った。

「これ以上問題を起こすと……また時給が下がっちゃいます」

　しょぼんとするリサを前に、遼一はため息を吐いた。

「私も心苦しいのですよ。許されるなら、すべてを話してあなたを助けてあげたいのです。しかし、トランクを渡された人間は、社会の秩序を守るために試練を受けなければならないのです。そして、私たちはバグ対策と同時に、その試練のフォローをするのです。この前、あなた方が電車内でトラブルを起こしたのも知っています。処理に手間取りましたよ。目撃者の記き憶おく操作などに」

「乗客の記憶操作？　どういうことだ？」

「精神の保護プロテクトです。目撃者の精神的外傷トラウマを防ぐために、当事者にとって忘れたい記憶にロックをかけるのです。ほとんど思いだすことはありません。ただし、記憶の断片が夢に出たり、フラッシュバックが起こるときもありますが」

「あと、私たちは少し問題がある。彼も体質が変わったりと、おかしいところがあるわ」

　奈な々なが言った。

「どういうことですか？」

　リサの質問に、遼一は自身の体調変化について説明した。

「基本的に宿主に変化はないはずですが。やっぱりトラブルですかね。本来なら宿主から駒ピースにエネルギーが一方的に供給されます。しかし、駒ピースのトラブルによりそのエネルギーが漏もれてしまっているのかもしれません。それで、相互になったと。なかなか珍しいケースですよ」

　リサが説明した。

「私のトラブルなの？」

「そうでしょうね。あのとき、バグとトランクを奪うばい合いになってビルの上から落としてしまったのですから、なんらかの障害が生じてもおかしくないですよね。まあ、詳しいことはまったくわかりませんけど」

　リサはさらっと言った。

　ぶすっとする奈々に対して、リサはにこりと微笑ほほえんだ。

「まあまあ、私もしばらくこの地域に配属されたのですから、気軽に相談してください。特別に店員だけが持ってるこのサービスチケットもさしあげますから」

　遼りよう一いちはチケットを受け取らず注文だけした。

「俺おれたちはプログラムでどう行動すればいいんだ？」

「それは教えられません。天使の牙きばを天使として解き放てばよいのでしょうが……とにかく、続いているとしか言えませんね」

　リサは注文を受けて、伝票になにやらごちゃごちゃと書き込んでから店内を走っていき、他ほかのウエイトレスに派手にぶつかりコーヒーをぶちまけているのが見えた。

「ゲームは続く、か」

　奈な々なは小さくつぶやいた。




　　　　＊




『ハーイ、遼一君？』

　電話の向こうからジェシカの明るい声が聞こえた。

『……あれ、ちょっと騒さわがしいね。邪じや魔ましちゃった？』

「いや、大丈夫。大したことはやってないんだ」

　あれからも、ジェシカとは連絡を取り合っていた。状況に変化はない。残りの駒ピースは三人。奈々とジェシカ、そして鳥バードの少女。

『鳥バードの子とはね、直接話し合ったから心配ないよ。やっぱり宿主が問題だった。彼女を使って強引に他を攻撃してね。でも、私が協力して問題解決をしたから大丈夫。今では、宿主は彼女に命令なんかしなくなったから』

「そっか。さすがジェシカだな」

　現在のジェシカは完かん璧ぺきに社会に適応していた。宿主とのコミュニケーションはもちろん、高い知能を利用してオンライントレードなどで資金を稼かせぎ、同時に人間関係も構築し立場を万全にしている。知能と身体能力と可愛かわいらしさを限界までフル活用しているのだ。

『このプログラムには時間制限なんてないしね。ミスリードされるよりも、このままバランスを取った状態で生活をして、その裏に何があるかを調べないといけないと思うんだよね』

　ジェシカの思考は奈々と同じだった。この異質な状況設定には裏があると。ゲームの真実を探らねばならない。そんな思考で一致しており、そして状況は歪いびつながらも安定した。安定した非日常生活の再開だった。

「いろいろありがとうな。あのときも助けてくれて」

『なんか君たちは気になるんだよね。他の宿主との関係と違うような感じがするんだ』

「俺もジェシカのことは心配してたぞ」

『電話じゃなくて直接会いたいよね。電話って切ったあと寂さびしくなっちゃう……』

　気配に気づいて横を向くと、こちらを睨にらんでいる男がいた。

「……じゃあ、また電話する」

「てめえ、こんなときに電話なんかかけてんなよ。この大事なときに」

　電話を切った遼りよう一いちの脇わきで、川かわ崎さきが歯ぎしりをしている。ここは喧けん噪そうに包まれる体育館だ。

「五組だけには負けられねえのによお」

「もう駄だ目めだろ。前半終わってダブルスコアで差をつけられてるもんな」

　遼一はポカリスエットを飲みながら言った。体育館は四分割されすべてバスケットボールの試合が行われている。球技大会の日だった。体育館ではバスケット。校庭ではバレーボールとサッカーが行われている。遼一はバスケットを選択していたのだ。

「いいか、五組に負けたら、もうあの壁を登れないんだぞ」

　ロッククライミング同好会会長の川崎が叫んでいる。遼一と川崎を含め、バスケメンバーの三人はロッククライミング同好会だった。一方五組にはバスケットボール部の部長がおり、川崎と賭かけをしているのだ。

　賭けの対象は南校舎の壁。壁のそばにバスケットリングがあるため、活動場所が重なっているのだ。相手に有利な賭けを吞のんだのは、当然ながら同好会の活動に非がありすぎるからだった。南校舎をよじ登っているのを学校に知られたら停学ものだ。

「奴やつらは汚ねえ。俺おれたちはうちのクラスのバスケ部員が頼りだったのに、あいつらサッカーにまわりやがった。バスケ部長の圧力だ」

　川崎が相手チームを睨みつけている。

「落ち着けよ川崎。バスケとか南壁とか球技大会とか、世界規模の問題に比べたら些さ細さいな問題じゃないか。こんな下らないことに目くじらを立てるよりも、北極で困ってるシロクマを心配したほうが、どれほど地球に優やさしいことか」

　遼一は穏おだやかに川崎に言った。

「てめー、引退してＮＨＫのコメンテーターになったスポーツ選手みたいに、達観したようなセリフを言うんじゃねえぞ」

「俺は川崎の責任だと思うんだよな。すげえいい作戦があるって言ってたのがオフサイドトラップだったとはな。バスケにオフサイドはないよな。なにがラインコントロールだ」

「練習にも出てこなかった相あい沢ざわが言うんじゃねえぞ」

「俺は社会の秩序を守るための活動をしてた。バスケの勝利よりも世界平和を望んでる」

「ミスコンのインタビューかよ」

　そんな中、後半戦の始まりのブザーが鳴った。

「バスケチームも一応がんばってー」

　見ると、クラスの女子が数人体育館に来ている。

「花形のサッカーが終わったからって見に来やがったな」

　川かわ崎さきが舌打ちした。この学校はサッカーの強きよう豪ごう校で球技大会の人気も一極集中している。

　ホイッスルが鳴って、すぐに後半戦の試合が開始した。遼りよう一いちの目の前でパスを受けたバスケ部キャプテンが　素早いドリブルで遼一を抜き去り、さらにもう一人抜いて華か麗れいにシュートを決めた。後半開始十秒でのゴールだった。

「これで南壁はもらったな」

　バスケ部キャプテンが遼一にボールを放りながら言った。コートの外を見ると、先ほど応援していた女子生徒の姿は消えていた。

「はいはい、もう終わったな。こうなったら楽しく怪け我がしないようにやろうぜ」

　チームメイトに声をかける遼一に、川崎からパスが回される。

「南壁を諦あきらめんな！」

　川崎だけはまだ勝負を諦めていないようだ。

　遼一は適当にドリブルしてひょいっとシュートをした。ボールはリングをすぽっと抜けた。

「あら？」

　遼一は首を捻ひねった。妙に体がスムーズに動く。

「すげえな。三人抜きじゃねえか」

　ばしばしと川崎が背中を叩たたいた。

「適当にやったのにな」

　さらに、攻め込んできた相手のボールを奪うばうと、ドリブルで攻め込みシュートを決めた。妙だった。いきなり相手の動きがスローモーションに見えてきた。どういうことだ？

「がんばって、お兄ちゃーん」

　はっと横を向くと、コートの外に短パン姿の奈な々なが立っている。

「うわあ、あのおたんこなすが」

　異常に恥ずかしいシチュエーションに遼一は棒立ちになった。学校という集合体に家族の象しよう徴ちようのお兄ちゃんはそぐわない。違和感だった。やめてくれと思った。あいつは何を言っているんだ。やめろ、やめろ、ヤメテクレヨ、ナニイッテンダ……

「ヘイ、遼一！」

　赤面していた遼一にさらにパスが回された。棒立ちの遼一に素早いプレスがかかったが、それをかわして相手陣地に攻め込む。ゴール前にバスケ部キャプテンが立ちはだかっていたが、遼一はかまわずジャンプした。

「うおっ！」

　川崎が興こう奮ふんしている。豪ごう快かいなダンクシュートが決まり、コートが騒そう然ぜんとなった。

「俺おれたちはやれるぞ、南壁を奪おうぜ！」

　異様に盛り上がるコートの外で、奈々がぶんぶん手を振っているのが見えた。







「なあ、飯はクラスメイトと食べろよ」

　球技大会の昼休み、遼りよう一いちは奈な々なと一緒に屋上で弁当を食べていた。

「お兄ちゃんと食べたかったの」

　奈々がにこりと笑った。屋上は昼ご飯を食べる生徒たちでいつもより賑にぎわっている。

「おまえ、クラスに友達いないんじゃないだろうな」

　遼一が言うと、奈々がむっとした表情になった。

「なに言ってる。私はクラスの人気者だぞ。ほら、こんなにボールペン集めた。ボールペン集めが趣味だって言ってから、みんながくれるんだ」

　奈々が鞄かばんに入った大量のボールペンを見せた。

「運動神経がよくて愛あい想そもいいし勉強もできる。で、ちょっとドジなところがあったりするキャラクターで、私はとても人気があるのよ」

　奈々がツーテールに結んだ髪を手で弄もてあそんでいる。結んだ髪に鳥バードと猫プツシーの駒ピースが光っている。いつでも確認できるよう、髪留めのゴムにくっつけているのだ。

「女の子の友達はいるのか？」

「いるわよ。なかなか女の子は複雑だけどね。表現するなら女の子の人間関係って点じゃなくて面なのよね。枠組みの付き合いっていうか……。まあ、遼一に言ってもわからないだろうけどね」

「女はそんな感じだよな。グループ作ったりして」

「私のクラスにも女子の大きなグループがあって、その日のパンツの色も自分の意見だけじゃ決められない。そのグループではコスメも文具も同じメーカーを使ったりする。それで、クラスで一番人気のあるイケメンの長なが山やま君とは誰だれも付き合っちゃいけないし、過度のアピールも禁止という鉄の掟おきてがあって、他ほかの女の子にちょっかいを出されないよう陰でマークしてる。他にも、前にグループ内の女の子が教師に泣かされたんだけど、グループすべての女子で嫌がらせをしてノイローゼにさせて退職させたって」

「……おまえのクラスは恐ろしいな」

「本当に恐ろしいのは、私のクラスは緩ゆるいほうだってこと。遼一のクラスだって裏では……」

「クラスの男とはどうなんだ？」

　遼一は冷や汗を拭ぬぐって話題を変えた。

「男なんて単純だわ。この年代の男なんてエロしか頭にないもの。だから短いスカート穿はいておけばいいのよ」

「わざとパンツ見せたり、はしたないことしてないだろうな」

「パンツは見られないようにしてるから大丈夫よ。だって脱いで鞄に隠かくしてるもの」

「ば、ば、馬ば鹿か、おまえ……」

「冗談よ馬鹿、なに焦ってるのよ。ほら、それより食べなさい」

　奈な々なが弁当のサンドイッチを遼りよう一いちの口に押しつけた。

「ムグ……自分で食べられるって」

「せっかくお兄ちゃんの健康を考えて作ってきたんだから。食べてよお。健康でいてくれないと私も困る」

　奈々は毎日、遼一の弁当を作るようになっていた。ただし、奈々自身の昼ご飯は相変わらずカロリーメイトだった。

　ベンチの上でじゃれていると、川かわ崎さきが小走りに近寄ってきて、缶コーヒーを渡してきた。

「よお遼一、さっきは助かった。あれで南壁使用を黙もく認にんされることになった。よかったら飲んでくれ」

「こんにちは。兄がお世話になってます」

　ぺこりと奈々が頭を下げた。

「いやあ、奈々ちゃんの応援のおかげだよ。奈々ちゃんが来てからこいつハッスルしちゃったんだよね。おかげで同好会が助かったよ」

「あの、よかったら食べますか」

「マジで、いいの？」

　へらへらしている川崎を蹴けり飛ばした。

「いいから、おまえは午後の試合の抽選とかあるんだろうが」

「なんだよ、照れやがって。兄貴想おもいの可愛かわいい妹がいておまえはいいよなあ。イチャイチャとしやがって。じゃあ奈々ちゃんまた応援に来てよ」

　川崎は奈々に手を振って走り去っていく。そんな後ろ姿を見て、遼一はため息を吐いた。

「あいつからしてみりゃあ、イチャイチャしているように見えるんだろうな」

　しかし、実際は奈々に監視されているのだ。健康管理も含め、遼一の状態は奈々に密接に関連している。

　ほんの少しだけ寂さびしさを感じた。大きな秘密を抱えて、それを誰だれにも言えないという状態。学校生活と並行して非日常を抱えていること。

「それより、学校ではもうベタベタするなよな。昼ご飯は妥だ協きようするとしても、他ほかで会っても声とかかけないで他人の振りしろ。どうしても声かける必要があっても、お兄ちゃんは駄だ目めだ。相あい沢ざわ先輩と声をかけろ。そして敬語を使って、俺おれから一メートル以上離はなれろ」

　遼一はサンドイッチをぱくつきながら言った。

「なによ。さっきの試合だって勝てたの私のおかげだぞ」

「はいはい、奈々の応援のおかげだよ」

「そうじゃない。私たちはエネルギーのやり取りをしているだろ。だから、遼一の身体能力も上がると──」

「こないだ、そんなこと話したよな」

「違う、重要なのは距きよ離りなんだ。能力の上昇比率は私たちの距離が近いほど大きいらしい。要するにそばにいれば、お互いの能力が最大限に生かせる」

　奈な々なは囁ささやいた。

「なるほど、だから奈々が応援に来てから調子がよくなったのか」

「そう。だから、お互いのためにもずっと近距離にいないと駄だ目めなの」

　奈々が腰をベンチに滑らせるようにして身を寄せた。

「私だけだぞ、遼りよう一いちのすべてを受け止められるのは。だからずっとそばにいてあげるわ」

　奈々がにこりと笑った




　　　　＊




「綺き麗れいだね、それ」

　美み穂ほが兎ラビツトの駒ピースを指さした。

「ゲームの駒ピースみたいなもんだよ」

　遼一は部室棟の裏手の流し台に寄り掛かり、兎ラビツトの駒ピースを手で弄もてあそんでいた。目の前には建物の裏に設置されたシャワーコーナーがある。

　球技大会のスケジュールはすべて終わっていた。ジャージ姿の美穂は、バスケ部の部室に着替えに来ていたようだった。

「ところで、相あい沢ざわ君はこんなところで何してるの？」

　美穂が小首を傾かしげて聞いた。

「奈々がバレーボールやって汗を搔かいたって、シャワー浴びてるんだよ……ほら」

　目の前のシャワーコーナーの扉を開けると、シャワーを浴びていた奈々がタオルで体をさっと隠かくした。

「見るな馬ば鹿か！」

　目をつり上げた奈々にシャワーを引っかけられ、遼一は首を傾げて扉を閉めた。

「なんだよあいつ、少し前まで裸同然で部屋をうろうろしていたくせに……」

「そりゃそうだよ。もう年とし頃ごろの女の子なんだから」

　美穂がクスッと笑った。

「……美穂いるの？　ねえ、一緒にシャワー浴びようよ」

　奈々がぴょこんと顔だけ出した。

「わ、私、家に帰ってからお風呂に入るから」

「一緒に入って、洗いっこしようよお」

「でも、でも奈な々なちゃん、へんなことするから……」

「……駄だ目め？」

「そ、そんな顔するのずるいよ」

　美み穂ほが困こん惑わくしている。

「じゃあいいや。あとで球技大会の祝勝会をやろうよ。美穂のチームは優勝したもんね。女の子もキャーキャー言ってたよねえ」

「奈々ちゃんのバレーボールも見に行ったよ。がんばってたよね」

「でも一年チームが優勝すると可愛かわいげないから適当に手を抜いたんだけどね。それにくらべて、遼りよう一いちはダメダメだったよねえ」

「決勝リーグに出たのにね」

　美穂が遼一を見た。

「美穂が見ていない午前の部では大活躍したんだぜ。閑かん散さんとした第二体育館だったから、ほぼ証人がいないんだけどな」

「らしいよねえ。予選リーグ得点王でいてダンクシュートを決めたすごい二年がいるって噂うわさがあったけど本当に相あい沢ざわ君のことだったの？　私が見たのは、決勝初戦で大敗して、クラスの女の子たちから大バッシング受けてたシーンだけだった」

「あれだったら、決勝リーグなんかに出ないほうがよかったよな。馬ば鹿かな放送部が予選の得点王の俺おれの特集とかやったから、みんな異常なまでに注目しちまって、ボロ負けしたとたん、手のひらを返して俺を責めやがった」

「私が美穂を見に行って、応援に行けなかったからなのよ」

　奈々が言った。

「そうだね。奈々ちゃんに応援してもらったから私も優勝したしね」

「じゃあ、あとで屋上で祝勝会ね。私、いろいろ用意して待ってるから」

「うん、バスケ部のミーティングが終わったら行くから」

　美穂が言うと、奈々は扉を閉めて再びシャワーを浴び始めた。最近の奈々は妙にきれい好きになっている。

　しばらく、シャワーコーナーを見ていた美穂だったが、ふと口を開いた。

「ねえ、話がある」

　美穂が小声で言った。

「ん？　俺たちが勝ち取った南壁のことか？　それともプロ野球情報？」

「違う。球技大会のことじゃなくジャイアンツのことでもなく世界経済のことでもない」

　風が吹き込み美穂の髪とシャツの裾すそがひらひらと揺れた。

「──奈々ちゃんのこと」

　美穂はじっと遼一を見た。

「言っただろ。複雑な俺おれの家庭環境だって」

「そうじゃない。そうじゃないでしょ」

　美み穂ほは首を振った。

「何がそうじゃないんだよ」

「ねえ、このままでいいの？」

　その言葉に息苦しさを感じた。触れてほしくない場所に入られてしまったような感覚。

「このままだよ、ずっと。当然だろ」

　このままでよかった。このまま続いてほしかった。

　遼りよう一いちは美穂に背を向けその場を離はなれた。背後から美穂の呼ぶ声が聞こえたが無視した。







　いつの間にか非日常が、遼一にとっての日常に変化していることに気づいた。

　遼一は乱れた気持ちを落ち着けようとぼんやりと校庭を歩き回った。球技大会が終わり、校庭は閑かん散さんとしている。活動しているのは、大会を控えたごく一部の部活だけだった。

　南校舎の壁に行って、少しだけクライミングをしてからため息を吐いた。何回も登りすぎて、もう刺激のなくなった壁だった。

　校舎へと戻り、階段を上ろうとしてから遼一は足を止めた。

「よっ」

　見上げると、階段に座っている制服姿の奈な々ながいた。

「勝手に離れたら駄だ目めでしょ」

　奈々は立ちあがって言った。

「悪かったな」

「いいよ、何か嫌なことがあったでしょ。私にはすぐにわかるのよ」

　奈々は自分の胸を指さしてにこりと笑った。そんな奈々の表情を見て、遼一の気分も少しだけ落ち着いた。

「手とか握ってあげようか？」

「いいよ、馬ば鹿かだな」

　顔をしかめる遼一のポケットが震ふるえた。携帯電話の着信だった。

「屋上に行こうか。祝勝会にかこつけて美穂にエッチなことをしよう」

　奈々がぴょんと跳んで階段を下りてくる。

「危ないぞ、女のくせに階段を一段飛ばすなよ」

　その瞬しゆん間かん、奈々が「あっ」と声を上げて体のバランスを崩した。小さな体が階段から投げだされる。

「だから言っただろ」

　遼りよう一いちは階段から落ちた奈な々なを受け止めた。

　その瞬しゆん間かんにふたりとも異常を察知した。遼一は体を硬直させて、啞あ然ぜんとする奈々を抱きしめた。奈々の手足がロックされている。

「なんで……？」

　奈々が目を見開いている。

　そんな中、遼一は未いまだに震ふるえ続けている携帯電話を取りだした。着信はジェシカからだった。すぐに通話ボタンを押す。

『遼一君？　鳥バード、鳥バードが動いたの。一応マークしていたんだけど、たぶん、遼一君のホームに向かってる』

　ジェシカのまくし立てるような声が聞こえた。

「どういうことだ？　攻撃しに来たってことか。やっぱり宿主に脅おどされて……」

『宿主に脅されて、っていうのはない。絶対ないの』

　何故なぜかジェシカはきっぱりと言い切った。

「あと、奈々に異変が起こってる。奈々の手足にロックが……」

『私もそうなの。ホームにいるのに、ロックがかかっちゃった』

「なんで？　システム障害とか？」

『違うよ。ねえ、憶おぼえてる？　特殊選択コマンドのこと』

　遼一はデッキを見た。現在レベル５。四人が脱落したので、レベルが５にまで上がったのだ。そして特殊選択で選べるものは……

「すべてのホームを一時間消しよう滅めつさせる、だったわね」

　奈々が言った。ということは、当然それを使用したのは鳥バードだ。そして鳥バードがこちらに向かってくるということは。

「俺おれたちを攻撃するってことだよな」

　遼一は奈々の髪の鳥バードの駒ピースを見た。まだ異変はない。

「まだホームには入ってきてないな」

　鳥バードの駒ピースは青い光のままだ。

「待って、ホームが消えたということは、赤く光らないってことよ。すでにホームに入っている可能性が高いわ。ただ、点てん滅めつしていないということは、まだ時間があるということね」

　鳥バードがこの場所に来るのは時間の問題だった。そんなふたりにジェシカが声をかけた。

『落ち着けば大丈夫。デッキのポイントはあるんでしょ？　だったら条件は同じ。鳥バードも奈々と同じ時間しか戦えない。だから時間を稼かせげば大丈夫だよ。私もすぐにそっちに行くから。そうしたら、持ち時間でも人数でも私たちが断然有利になるじゃん』

　ジェシカの言葉に遼一は安あん堵どした。確かにそのとおりだった。ホームが消えたとはいえ、相手サイドが有利になるわけではないのだ。ただし、別の問題もあった。

「さすがに、ここで迎げい撃げきするわけにはいかないよな」

　この学校内で派手に戦うわけにはいかない。

『とにかくすぐに行くね。携帯は傍ぼう受じゆの可能性があるからいったん切る』

　ジェシカはそう言い電話を切った。

「よし、俺おれたちもどこか人ひと気けのない場所に移動しよう」

　遼りよう一いちは奈な々なを抱きかかえて立ちあがった。しかし、奈々は何か考え込んでいる。

「私たちを襲おそうにしてもあまりに雑な作戦だわ。私とジェシカが友好的な関係なのは鳥バードも知っているはず。ここで戦うことになったら、私とジェシカが組むことは予想がつくはずだ。何故なぜこんなことをした？」

「……まさかジェシカが」

　遼一は嫌な予感がした。鳥バードと直接交流していたのはジェシカだ。

「そう考えるのが一番しっくりくるわね。ジェシカはああ見えても、地道に社会に適応して地じ盤ばんを固めていった。策さく略りやくも巡めぐらせてね。そんな間、私と遼一はただ楽しく生活していた。その違いかしら……」

　奈々がちらりと遼一を見た。

「なんてことだ」

　遼一は拳こぶしをぎゅっと握った。

「馬ば鹿かね。そんなわけないじゃない。ジェシカが私たちを裏切るはずはないわ。遼一は、ずいぶん疑り深くなったね。君らしくない」

「ジェシカはやっぱり信用できると？」

「それはわからない。でも、彼女は何回も私を助けてくれた。そんな子を疑うなんて、ここが痛くなると思わない？」

　奈々は左胸を指さした。

「心が痛い？　やっぱり奈々にもそういう感情があるのか」

「だって、私は遼一と繫つながっているから。感情ってそんなに複雑なものじゃなくて、コップの中の水みたいなものだと思う。満たされているか減っているか。熱くなるか冷たくなるか。そんな組み合わせで表現されているの。君といると、ちょうどいい温度の水が満たされた感じ、かな」

「奈々らしい表現だな」

　遼一は、奈々と視線を合わせて笑った。

　しかし、その笑い声は悲鳴にかき消された。どこかの教室から発せられたその甲高い絶叫は廊下に響ひびき渡った。

　遼一はまず駒ピースを確認した。しかし点てん滅めつしている駒ピースはない。鳥バードもジェシカも学校にはいないのだ。何が起こっている？

　階段から廊下に出て様子を確認したが、放課後の校舎はガランとしている。

「どこかの教室だったな。まだ残ってる生徒がいるんだ」

　遼りよう一いちは自分のクラスが心配になり、奈な々なを抱えて教室に走った。

　自分の教室のドアをガラッと開けて息を止める。教室は空からっぽだった。遼一の激はげしい息遣いだけが響ひびく。

　そのまま窓に駆け寄り外を確認する。校庭では大会前の陸上部が走っているのが見えた。いつもと変わらない光景。

「……プログラム関連じゃなかったか」

　遼一は息を吐いて、再び教室の外に出た。

　どすんと腕から奈々が落ちた。遼一はただ愕がく然ぜんと立ちつくして廊下を眺めた。

　真まっ赤かに染まった廊下。視界がぐにゃぐにゃと歪ゆがんだ。ペンキをぶちまけたような廊下には、たくさんの人間が転がっていた。いや、先ほどまで人間だった物体が散らかっていた。

　遼一は膝ひざをついてただ絶叫した。すぐに呼吸困こん難なんになり、頭に激げき痛つうが走った。激しい耳鳴りがした。息が異常に喉のどに詰まる。真っ赤な色が頭の中で弾はじけ散った。

　強きよう烈れつな頭の痛みは生徒たちの死体を見たショックだけではなかった。激しくフラッシュバックしたシーンがあったのだ。頭に焼きつく血の色と死体。

　──ああ、こんな感じだった。そうだ、交通事故などではなかった。無造作に散らかされた死体があった。そして、その死体の横で血にまみれている子供の頃ころの自分。死体は両親のものだった。両親は殺されたのだ。

　──そうだ、バグに殺されたのだ。

　何故なぜ、そんなことを忘れていたのか……

　遼一は廊下の壁にもたれながらただ吐き続けた。苦い胃液が口いっぱいに広がり、涙がだらだらと流れ続けた。鼓動が異常に乱れたリズムで鳴っている。壊こわれる、と、思った。

「落ち着いて」

　奈々の声が聞こえた。

「呼吸を整えて。遼一は強い、君ならできる」

「うああああ……」

　落下の感覚。壊れる、裂さける、駄だ目めだ、駄目だ、もう俺おれは駄目だ…………

「大丈夫」

　奈々が遼一をぎゅっと抱きしめた。

「こうすると落ち着くでしょ。美み穂ほが教えてくれたの」

　奈々の心臓の音が聞こえた。依い然ぜん鼓動は乱れていたが、奈々の胸の中で少しずつ呼吸が整っていくのを感じた。

　そうだ、もともと壊れる心なんて持ってないのだ。すべてを失ったあのときから、心も感情も空からっぽで──

　──本当に君は相あい沢ざわ君なの？

　高校生になって再会したときの美み穂ほの言葉がよみがえった。

　そうだ。相沢遼りよう一いちであるのは体だけなのだ。相沢遼一の心はとっくに失われている……

「……もう大丈夫」

　依い然ぜん呼吸は不安定だったが、遼一はどうにか立ちあがった。

「遼一、デッキの準備を」

　奈な々なの視線の先に少女が立っていた。廊下の突き当たりにいる少女は斧おのを持ってこちらに視線を向けている。血に汚れた彼女は豹パンサーだった。

　離はなれた距きよ離りにいても、彼女の燃え上がるような感情が伝わってきた。すべての髪が逆立ち、それは制せい御ぎよできない怒りの象しよう徴ちようのようだった。

「何故なぜ、なんであいつがいる？　あいつは死んだはずじゃ……」

「手足のロックも解除されてるわね」

　奈々が豹パンサーと視線をぶつけている。

「逃げるわよ、遼一。この距離なら逃げられる」

　奈々は言った。豹パンサーは廊下の向こう端、三十メートルほど距離を置いて立っている。

「でも、あいつは俺おれの同級生を……」

「私には関係ないわ。重要なのは、彼女がなんであるかわからないということ。私がこの状況で理解したのはそれだけ」

「あいつを今野放しにしたら……奈々の友達だって。ボールペンをもらったりプリクラ交換したとか話してたじゃんか」

「関係ないわ」

　奈々の冷たい表情を見て遼一は理解した。やはり奈々は人間とは違う別の存在なのだ。こうして遼一と交流しているのは、ただ自分の利害のためだけなのだ。

「美穂も、まだ逃げてない。ここで俺たちが逃げたら、学校に残ってる生徒に被害が出る」

　美穂は奈々との約束で屋上で待っているはずだ。

「私たちの安全が優ゆう先せんよ」

「それでいいのか？　奈々はそれでいいのかよ」

「だって、しょうがない。私は私のためだけに行動する。ねえ、それとも遼一は私に犠ぎ牲せいになれって？　復ふく讐しゆうの道具として私を使うの？」

　奈々はじっと豹パンサーと視線を合わせたまま言った。

「そうじゃない。関係ないんだ、生徒たちは下らないプログラムと関係がないんだ」

　遼一はデッキを操作して、ロック解除と武器設定をした。

「遼一にとってやっぱり私は道具ってことね」

　ロック解除された奈な々なは自分の足で立ち、視線を落とした。

　遼りよう一いちはどきりとした。奈々の頭につけていた駒ピースがいつの間にか点てん滅めつしている。

「危ない！」

　遼一の叫びと同時に、教室のドアが激はげしく吹っ飛んだ。

　奈々が廊下の壁に激げき突とつし、遼一も廊下に転がるように倒れた。奈々の髪がばさっとほどけ、廊下に転がった鳥バードの駒ピースが激しく点滅をしていた。

　体勢を立て直した奈々と対たい峙じしているのは、大剣を持った鳥バードの少女だった。鳥バードはちらっと豹パンサーを見てから右手で大剣をくるくると回した。空あいた左手にはトランクを持っており、とすんと背後に置いてから奈々に視線を向けた。

　鳥バードは豹パンサーと組んでいたのだ。ふたりがかりでこられたらなす術すべはない。

　距きよ離りを置いて剣を構える奈々に対し、鳥バードはトランクの上に座って微笑ほほえんでいる。豹パンサーが動いた。ゆっくりとこちらに歩み寄ってくる。

　奈々と遼一は、両者に挟まれ動けなかった。チェックメイトだった。

「くそ……」

　奈々が歯を食いしばった。

　遼一は見た。奈々の髪に結ばれた激しく点滅するそれは猫プツシーの駒ピースだった。

　次の瞬しゆん間かん、豹パンサーの背後の窓ガラスが砕くだけ散った。

　廊下に飛び込んできたのはジェシカだった。ジェシカはそのまま鞭むちのような武器を振り回して豹パンサーを攻撃した。バチバチと火花が散り、天井の蛍光灯が粉ふん砕さいされた。

　豹パンサーも素早く反応し、斧おのをスイングしてジェシカを吹っ飛ばす。

「ジェシカ！」

　ジェシカに駆け寄ろうとした遼一を奈々が呼び止めた。

「ここにいて。私のそばにいてよ」

　奈々が鳥バードと視線を交差させながら言った。気づいた。ふたりの距離が離はなれると、弱体化するのは遼一だけではなく奈々もなのだ。

　激しく戦う豹パンサーとジェシカに対し、奈々と鳥バードは静かに対峙している。やはりジェシカは裏切ってなかった。しかし問題は残っている。何故なぜ、豹パンサーは生きているのか。

　豹パンサーは激しく戦いながら徐々に階段へと移動していく。ジェシカは遼一にちらっと視線を向けてから廊下から姿を消す。激しい戦いの音は、上へと向かっている。

　まずい、と思った。あの階段を上り続けると屋上に出てしまう。いや、豹パンサーは知っているのではないか？　公園で豹パンサーと交戦したとき、美み穂ほが一緒にいたのを見られている。美穂の行動も常に監視しており、彼女をこちらとの駆け引きに使おうと……

　焦じれる遼一に対して鳥バードは静かだった。トランクに座った状態で大剣を頭上に振り上げている。彼女は微笑んでいた。微かすかに唇が動いている。
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「……なんで歌ってる？」

　遼りよう一いちは鳥バードに聞いた。

「いいえ、歌っているのではありません。つい歌を口ずさんでしまうのです」

「何故なぜ俺おれたちを襲おそった？　ジェシカとも話し合ったんだろ。俺たちは協調できるはずだ」

「そうでしょうか。協調という関係はあまりにも脆もろいです。支配する側とされる側、という関係が一番強固なのだと思います。支配すれば恐怖を感じずにすみますから」

　彼女の笑みは支配をしたときの満足感だった。

「恐怖？　宿主の人間にまだ脅おどされている？」

「いいえ。彼は私が支配していますよ。猫プツシーにいい方法を教えてもらったのです。こうすれば、支配に怯おびえる必要はなくなると」

　鳥バードは座っているトランクに一いつ瞬しゆんだけ視線を向けた。

「まさか……」

　遼一は絶句した。こんな方法をジェシカが教えたというのか……

「彼は目も喉のども潰つぶされ手足の腱けんも切られ、生きるには私が必要です。私の命令を聞くだけの存在となったのです。気分がいいです、爽そう快かいです。これが人間の感情というものなのですね」

　少女は笑った。

「なんてことを……」

　頭に血が上ってくらくらとした。違うと思った。それは人間の感情ではない。彼女たちは感情の一部分しか知らないのだ。だから、これほどバランスの悪い行動をする。彼女たちは理解できない感情に引っ張られるように行動している。感情を持ってしまった機械は、それを制せい御ぎよできずに暴走するのだ。

「おまえ、おかしいぞ。人間をそんな道具のように扱うなんて」

「そうでしょうか？　プログラムの成功のため道具を上手うまく使うのは当然ですよ」

　鳥バードの言葉に遼りよう一いちはどきりとした。──道具？

　──プレイヤーは、これらの道具を駆く使しして自己の生き残りを目指すのです。

　リサの言葉だった。

　あのときの違和感を思いだした。妙に回りくどかったリサの説明。遼一から微び妙みように外れたリサの視線。ただプログラムのルールだけを淡々と説明した理由は……

　あのときのリサの説明は、遼一に向けてのものではなかったのでは？

　強烈に嫌な予感がした。このプログラムの裏側の真っ黒な真実。

「落ち着いて。私にまで影えい響きようする」

　奈な々なは剣を構えて鳥バードの動きを窺うかがっている。

　奈々のことを自分を守るための道具だと思っていた。いや、そのように思い込まされていたのだ。プログラムのプレイヤーとして道具を駆使して……と。

　足下がぐらぐらと揺れ、べたつく汗が流れ続けた。冷たい現実は闇やみのようだった。漆しつ黒こくの宇宙に浮いて、上下左右もわからないような感覚。

　そうだ、プログラムのプレイヤーが遼一だとは、ひとことも言っていなかった。

　このプログラムのプレイヤーは遼一ではなく──

　……奈々なのでは？

　奈々が、遼一を含めた道具を使って生き残りを目指すプログラム。プログラムの道具は奈々ではなく遼一自身だった。

　俺おれはなんなのだ？　まるで生いけ贄にえだ。社会の秩ちつ序じよを守るための生贄……

「奈々、俺は、俺は……」

　思考が整理できない。なんでこんな場所にいるのか、とさえ思った。

「考えないで遼一。今は目の前のことだけ見て」

　逃げだしたかった。このままゲームの道具として扱われるなら……

「鼓動を静めて。感情を抑おさえて。呼吸を整えて。……行かないで」

　奈々が剣を構えたまま悲しげに囁ささやいた。

「奈々……」

　遼一は突っ立ったまま奈々を見つめた。奈々はすでに自分がプレイヤーで遼一が道具であると気づいていたのでは……。

　校舎内に激はげしく非常ベルの音が鳴り響ひびいた。

　同時に奈な々なが動き、一気に鳥バードとの距きよ離りを詰めた。空気を切り裂さく音に一いつ瞬しゆんだけ非常ベルが途切れ、その後に轟ごう音おん。正面から二つの剣が激げき突とつした。

　奈々が弾はじかれるように後ろに跳んだのが見えた。着地をした奈々はバランスを崩して片かた膝ひざをついた。一瞬遅れてばさっと髪が切れ落ちた。

　鳥バードの少女が剣先をひゅっと奈々に向けて静止させた。先ほどのスイングによって、背後の教室の壁までが大破していた。

　奈々はよろりと立ちあがった。どこかを切ったようで、一筋の血が太ももを伝わり、ぽたりと床に垂れた。

「休戦をしてもいいですよ。ただし条件があります。あなたも宿主をこのようにすることです。私たち駒ピースは利害関係から協調できますが……宿主の人間は異物です」

　鳥バードはトランクを指さし奈々を見た。遼りよう一いちの全身がぞくりと粟あわ立だった。

「……断る」

　奈々は言った。

「何故なぜ？　こうしたほうがあなたにとってもいいはず。支配される恐怖に怯おびえることもなくなります。……しょせん道具じゃないですか」

　鳥バードはトランクを左手でさすりながら笑った。

「その関係は違うわ。恐怖や痛みがあってこそ真の関係が築ける。人間は私たちと違うけど、協調はできる。……道具なんかじゃない」

　遼一はそんな奈々の横顔を見つめた。

　今まで奈々は自身がプログラムの道具であることを受け入れていた。しかし、それでも逃げだすことなくそばにいた。遼一を守るために戦い傷ついてきたのだ。

　今度は自分が奈々のために……

　奈々は剣を引き気味に構え、ゆっくりと距離を詰めていく。鳥バードは動かず大剣を上段に構えた。一いつ瞬しゆんで空気が張り詰めた。ブーンと、剣の作動音だけが聞こえる。

　奈々はじりじりと動きさらに距離を詰める。遼一は息を止めた。奈々が鳥バードの大剣の距離に入った。刀身に走るレーザーが青白い光を放っている。

　ぽたりと奈々の膝から血が滴したたった。その血が床に落ちる寸前に奈々の体が動いた。

　激しく剣が交差し、ふたりの体はお互いに背を向けるように静止した。

　よろけたのは奈々だった。腹を押さえよろめき遼一の胸の中に倒れこむ。

「奈々」

　遼一は顔を歪ゆがめて奈々を受け止めた。そんなふたりに、鳥バードが大剣を振りかぶる。

　しかし剣を振り下ろすことができずに、鳥バードはバランスを崩して転倒した。

「相打ちだったわ」

　見ると、鳥バードの少女の足が切れ、血が噴き出していた。

　遼りよう一いちは傷ついた奈な々なをそっと抱き上げた。

「……ごめん」

　奈々が言った。

「私……このプログラムのプレイヤーは遼一じゃないことに、ちょっと前から気づいてた」

「言えばよかったのに」

「言えなかった。プログラムの道具だと知られたら、私に協力してくれないと思った。私たちってそばにいなくちゃいけないから、私の保身のためにも黙だまってた」

「馬ば鹿かだな。プログラムなんて関係ないじゃないか。たとえどんな関係だって、俺おれは奈々のそばにいるよ。俺たちは離はなれちゃいけないんだろ。前に奈々がそう言ったじゃないか」

　遼一は奈々に笑いかけてやった。

「……遼一」

「一緒に逃げよう」

　たとえプログラムの道具であったとしても、遼一と奈々の関係は変わらない。

「待って、美み穂ほは？　美穂は逃げられたの？　あと、ジェシカも」

　奈々が向こう側の階段を見つめた。

「美穂を探しに行くのか？」

「うん。体の痛みなら耐えられるけど、胸の痛みは耐えられない。美穂に何かあったらと思うと、胸の中の水に氷が張るようで痛い」

　奈々は胸を指さし言った。

「……ねえ、一緒に来てくれる？」

　奈々が遼一を見た。

「ああ。行こうか」

　遼一は、よろよろと立ちあがった鳥バードを背に駆けだした。豹パンサーと戦っているだろうジェシカも心配だった。デッキの時間を含め、現実的にも時間は残り少ない。あと数分で警察も来るはずだ。

　遼一は死体が散らばる廊下を見ないように突き当たりまで走った。

「やっぱり上に行ったようね」

　奈々が階段の上を指さす。リノリウム張りの階段には血けつ痕こんが垂れて上に続いている。ジェシカと豹パンサーの激げき闘とうの跡かもしれない。

　緊きん張ちよう感かんと焦りで全身が麻ま痺ひしたような感覚の中、遼一は階段を一気に駆け上がった。血痕は三階を抜け、さらに四階、そして、屋上への扉の向こうまで続いている。

　遼一は奈々を抱えて屋上へと飛びだした。

　強烈な風と共に血の匂においがした。赤い血の霧きりが舞っていた。

　猛もう然ぜんと戦っているのはジェシカと豹パンサーだった。金属プレートをつなぎ合わせたような鞭むちを振るジェシカに対し、豹パンサーは斧おので応戦している。

　ジェシカはヒュンヒュンと鞭を頭上で回転させながら距きよ離りを取っている。しかし、すでに全身はペンキを被かぶったように真まっ赤かに濡ぬれている。一方、斧を静かに構える豹パンサーはほぼ無傷だった。

　ジェシカは血に濡れた腹を押さえながら、なんとか鞭で豹パンサーを牽けん制せいしている状態だ。このままではやられるのも時間の問題だった。

「私も戦うわ……」

　奈な々なが遼りよう一いちの腕から降り、がくっと膝ひざをついた。奈々の傷は相当に深い。

　そのとき、遼一は戦うふたりの後ろにいる女子生徒に気づいた。血まみれの生徒が数人倒れる中で、フェンスを背にしゃがみ込んで震ふるえているのは美み穂ほだった。

「美穂！」

　遼一の叫びに、美穂が顔を上げた。

「美穂、大丈夫？」

　奈々が美穂に微笑ほほえみかけた。

「……奈々ちゃん」

　美穂が震えながらもこちらを見た。しかし、その視線には怯おびえが含まれていた。血まみれで剣を構える奈々を見て顔を歪ゆがめていた。

　そんな視線に迷ったのは奈々だった。奈々は動揺したまま美穂と視線を交わしている。

　その迷いの瞬しゆん間かんだった。一気に豹パンサーの動きが加速した。ジェシカの鞭を左手で防ぐと、そのままジェシカに突っ込んだ。ふたりの体はバランスを崩し、揉もみ合うように転がった。

　遼一が駆け寄ったときには遅かった。よろめき立ちあがったジェシカの胸元がざっくりと裂さけている。どすんとフェンスに背をぶつけたジェシカに豹パンサーが突進した。

　遼一は悲鳴を上げ手を伸ばした。しかし、吹っ飛ばされたジェシカはフェンスを突き破って屋上から落ちていった。

「ジェシカ……」

　呆ぼう然ぜんとする遼一に、豹パンサーが視線を向けた。豹パンサーの左腕は無む惨ざんに折れ曲がっている。

「なんで……なんでこんなメチャクチャなことをした？」

「殺したいと思った。人間を見るたびに胸が熱くなり、壊こわしたいという衝しよう動どうに駆られた。人間的に表現すると怒りか？」

「ジェシカや奈々は関係ないだろ」

「さらに大量の人間を殺すために、このプログラムを終わらせる必要があった。そうしたら、私は……」

「天使か？　救済者セーバーは人間を守る存在だぞ。このプログラムは救済者セーバーを作るためにある」

　その言葉に豹パンサーは笑った。

「救済者セーバーもバグも同じだ。このゲームは、救済者セーバーと同時にバグを作るプログラム。そして、プログラムが終わったとき、バグになるか天使になるかは私の自由だ」

「そんなはずはない。リサは人間を守っていた」

「人間をバグから守り救済者セーバーとして社会で存在するにはバグの存在も必要だろう。救済者セーバーよりも重要なのは、バグの存在だ。もともと救済者セーバーもバグも同じく人間を殺す存在なのだ。救済者セーバーのほうが存在に反する行動をしている」

　遼りよう一いちは愕がく然ぜんとした。天使と悪あく魔まの戦いは、もともとマッチポンプだったのかもしれない。毒と解毒剤を作り永遠にもうけるというシステム。リサも、ジェシカも、そして奈な々なも……

「そして、ゲームの終わりは宿主をすべて殺すこと。そして、すべての駒ピースの光が消えれば私たちは解き放たれる」

　遼一は手に持っていた猫プツシーの駒ピースを見た。ジェシカの存在を示す猫プツシーの光は弱々しく薄れていき──そして消えた。

「……ジェシカ」

　猫プツシーの駒ピースを強く握った手から、ポタポタと血が垂れ落ちた。

「光が消えたのに、何故なぜあんたは生きているの？」

　奈々が剣を構えて豹パンサーに近寄った。

「宿主を殺してしまっては自身の存在も消去される。しかし、消えない方法があるのだ。そして、自身の能力も解放されるような……。しかし、おまえだけは殺す」

　豹パンサーの目がランランと光っている。豹パンサーを支配しているのは怒りだった。怒りという感情に行動を支配されている。制御できない感情。

「奈々ちゃん……」

　豹パンサーの背後で美み穂ほが視線を向けている。

「見ないで美穂」

　奈々が剣を構えつつも動揺している。

「遼一、隙すきを見て美穂を連れて逃げて」

「そんなことをしたら奈々は。俺おれが近くにいないと……」

「いいから逃げてよ」

　奈々が豹パンサーに突進した。強引に剣を振り回して攻撃する奈々。

　左手を破は壊かいされた豹パンサーとはいえ、明らかに奈々のほうが劣れつ勢せいだった。

　そんな奈々の残り時間は少なかった。デッキの時間が尽きるより先に彼女の体がもたない。燃え尽きる寸前の最後の炎の揺らめきだった。

　遼一は戦うふたりの隙を突いて美穂に駆け寄った。美穂は遼一にしがみつくようにして震ふるえている。

「友達が、友達が……」

　美み穂ほは屋上に倒れる生徒に視線を向けて顔を歪ゆがめている。

「何も言うな」

　遼りよう一いちは、腰が抜けている美穂を抱きかかえて奈な々なを見た。しかし、奈々と一緒に逃げだす、そんな隙すきはまったくない。

「奈々も助けないと……」

「奈々ちゃんを？」

　美穂はそんな遼一を悲しそうに見つめた。

「ねえ相あい沢ざわ君。思いだしてよ。ねえ、奈々ちゃんは死んだんだよ。奈々ちゃんはもう生きていないんだよ」

「なに言ってるんだよ美穂。奈々は両親が死んでから、引き取られて……」

　遼一はぎこちなく笑った。

「両親と一緒に死んだんだよ」

　遼一は、血しぶきのなか激はげしく戦う奈々の姿を見て硬直した。両親の死のシーンと同時にフラッシュバックした映像があった。妹の奈々の……

　──目撃者の精神的外傷トラウマを防ぐために、当事者にとって忘れたい記き憶おくにロックをかけるのです。ほとんど思いだすことはありません。ただし、記憶の断片が夢に出たり、フラッシュバックが起こるときもあります……

　記憶のロックの崩ほう壊かい。頭の痛みと共に、さまざまな映像が雪崩なだれのようにフラッシュバックした。

　ああそうだった、妹の奈々は死んでいたのだ。

　いや、薄々感じていた。ただ目を逸そらしていただけなのだ。

　……だから死はスイッチを切るような単純なものだと思い込んで、自分の心の傷を浅くしていたのだ。両親や妹の死が苦しいものではないと。心理的な防ぼう衛えい本能だったのだ。そして、記憶を操作してロックをかけたのは、社会の秩序を守る救済者セーバーだ。

　遼一は美穂を抱きかかえて校舎内に走り、階段を駆け下りた。

　このプログラムも、駒ピース同士の戦いも人間には関係ないものなのだ。そして、遼一のすべてを壊こわしたのはバグで、バグも救済者セーバーも駒ピースもすべて同じ存在なのだ。豹パンサーも奈々も同じなのだ。しょせん人間とは違う存在で──

　遼一は階段を駆け下りる足を止めた。階下からズルズルと這はうように鳥バードの少女が現れたのだ。鳥バードは遼一を視界に入れるとゆらっと立ちあがった。

　鳥バードが両足を血まみれにして階段を上がってくる。胸の中の美穂が悲鳴を上げた。

「大丈夫だ」

　遼一は三階の廊下を逃げた。振り向くと鳥バードがよろめきながら追いかけてくるのが見えた。痛みと出血から鳥バードも混乱している。

　遼りよう一いちは三階の教室に駆け込むと、開いた窓から美み穂ほを抱えたまま身を投げだした。落下の感覚に美穂がぎゅっと遼一の肩をつかんだ。

　衝しよう撃げきと同時にバキッと鈍い音が聞こえた。階下の花か壇だんのツツジの茂みに落下したのだ。折れた枝が体中に突き刺さり、強打した胸が激はげしく痛んだ。

　それでも痛みをこらえて立ちあがると、美穂を抱えて中庭を抜け校舎の裏門へと走り出る。裏門側は人ひと気けがなかったが、どこからかサイレンの音が近づいてくるのがわかった。

「もう大丈夫」

　遼一が抱いていた美穂を下ろすと、彼女はその場にへたり込んだ。

「……美穂」

　遼一が肩に手を添えてやると、美穂は震ふるえながらもこちらを見た。

「相あい沢ざわ君」

「……俺おれ、戻らないと」

「でも、でも、奈な々なちゃんは……」

「妹じゃなくても、たとえ人間じゃなくても、やっぱり奈々は奈々だよ」

　今までいくつもの大事なものを失ってきた。そして、失うものを守るよりも、失うものを作らなくなっていた。気づくと自分自身まで空からっぽになっていた。

「ただそばにいたいと思った。だから……」

「……君もそんなこと言うんだね。なんだか昔の相沢君みたい」

　美穂が小さく笑った。

「だから行かなきゃ」

　どっちが道具だとか、奈々が誰だれなのかも関係がなかった。これまで一緒に生活してきたそれは本物なのだ。それはふたりで作り上げてきたものだった。

「そうだね。奈々ちゃんは奈々ちゃんだよね。……また、一緒に過ごそうか。私は大丈夫だから、行ってあげて」

　美穂はしゃがみ込んだままぎこちなく笑った。

「わかった、すぐに連れ戻してくる」

　遼一はうなずくと、再び校舎へと走った。

　ポケットから兎ラビツトの駒ピースを出す。ずっと持っていた奈々の分身。まだ光は消えていない。

　しかし、その光はとても弱々しく感じられた。早くそばに行ってやらなければならなかった。距きよ離りが離はなれていると体の傷すらも開いてしまう。

　中庭を抜けて非常階段に向かおうとした遼一は、あるものを見て急停止した。

「ジェシカ！」

　木の下に茶色い布のロングドレスが見えた。ジェシカの服だった。屋上から落下したジェシカの駒ピースの光はすでに消えている。彼女はもう存在を失った。

　強烈な胸の痛みを感じジェシカに駆け寄った。しかし、そこには服だけしかない。

「わわっ、遼りよう一いち君かよ」

　木の上から飛びかかってきたのはジェシカだった。下着姿のジェシカは寸前で鞭むちを止めた。

「奇き襲しゆうをかけようと思ったのに。ちょっと見ないでよね」

　ジェシカは体を隠かくすような仕草をした。

「……よかった、よかったジェシカ」

　血まみれでボロボロのジェシカを抱きしめ安あん堵どした。

「……ん？　どうしたの？」

　ジェシカはクスッと笑ってから遼一の頭を撫なでた。

　たとえ存在がなんであれ、ジェシカが生きていたことがうれしかった。やはり、そんな感情は理屈ではないのかもしれない。

「生きててよかった。──でも、光が消えたのになんで生きてる？」

　豹パンサーもそうだった。存在を示す駒ピースの光は消えたはずだった。

「駒ピースから天使になったからかな。だから能力も解放されて、ある程度傷も回復できたのよ」

「どういうことだ？」

「宿主を殺したのよ」

「……殺したらジェシカも消えるはずじゃないか」

「気づいたの。殺したら駄目だけど食えばいいんだってね。ほら、あのＤＶＤ見なかった？　バグが人間を食う映像。あれを見せられたのは、それに気づけってことだったのね」

　──寄生植物だ。

　宿り木を食い尽くす寄生植物。宿り木が朽くちれば寄生植物も死ぬが、宿り木を覆おおい尽くすほど成長して食い尽くせばいい。最終的に宿り木が殺されるのは自然の摂せつ理りなのだ。

　豹パンサーはあのとき、電車内にいた宿主を食ったのだ。だから生きている。

「じゃあ、ジェシカも」

　遼一はどきりとジェシカを見た。

「そうだよ。私もそれに気づいて食べたの。私の傷も深かったし、それしか方法はなかった」

「なんでそんなことを」

「しょせん道具だよ、私が生きるためのね。だから当然のこと。もともと彼とは上手うまくいってなかったの。彼は自分の身を守るために私を道具として利用していた。だから私も……」

　ジェシカは遼一に背を向け言った。

「ずっと一緒に行動してたんだろ。お互い助け合っていた」

「それも利害関係。デッキの関係もあってここにも来てた。でも、私が屋上から落ちたときは駆け寄ってきたの。馬ば鹿かだよね、逃げればよかったのに。だから食べることができたんだけどね」

　ああ、やはりジェシカも冷たいデータだった。そして気づいた。彼女たちはバグそのものなのだ。人間を排除して、食い続けるバグプログラム。人間を殺すのが摂せつ理りなのだ。バグを排除する救済者セーバーのほうが摂理に反する存在なのだ。

「……でも、ちょっと胸が痛いの。この痛みが何かわからないの」

　振り向いたジェシカは悲しげだった。

「……なあジェシカ。奈な々なが……。鳥バードや豹パンサーとまだ戦ってる」

「安心して。鳥バードは消えた。トランクの中の宿主を殺したから」

　ジェシカはさらっと言った。

「奈々はまだ屋上で豹パンサーと戦ってるんだ。早く行ってやらないと……」

　奈々の弱々しい心音が聞こえるような気がした。いつ途切れてもおかしくないようなか弱い鼓動。

「豹パンサーは三階から鞭むちを引っかけてここに落としたの。だから、奈々は生きてるはず……あーあ、見つかっちゃった」

　ジェシカの視線の先には、血まみれで近寄ってくる豹パンサーがいた。足を怪け我がしたのか、よろけながら歩み寄ってくる。それでも、燃えるような怒りをまとっている少女の姿。

「ねえ遼りよう一いち君。豹パンサーを倒すことは簡単なのよ。ほら、デッキの特殊選択、まだ使ってないでしょ。それで、豹パンサーも倒せるはず」

　遼一はデッキを見る。特殊選択のレベルは７になっている。

「そこに君にとってのプログラムの成功の秘密がある。私と同じように、君もプログラムの正解を選ぶべき。唯一生き残れる選択を……」
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　ａを選択し、豹パンサーを指定すれば倒すことができる。

　そんな横で豹パンサーとジェシカのバトルが再開された。よろけるように歩み寄ってきた豹パンサーが斧おのを振り上げる。お互い動きは緩かん慢まんだった。斧と鞭むちでつばぜり合いのような形になっている。

　揉もみ合うように戦うふたりの横で遼一は考えた。唯一、遼一が生き残れる選択とはなんなのだ？　このプログラムで生いけ贄にえでしかない自分が生き残る方法。

「何故なぜ、この人間を守ろうとする？」

　豹パンサーがジェシカと揉み合いながら言った。

「あなたにはわからない」

「人間は消去するものでしかないぞ」

「……うるさい」

「そいつも殺せ。おまえがあっさりと宿主の人間を殺したように」

「うるさい！」

　叫び鞭むちを振り上げたジェシカだが、豹パンサーに腹を蹴けり上げられて膝ひざを折った。

「下がって、ジェシカ」

　遼りよう一いちはそんなジェシカを受け止めて豹パンサーと向き合った。

「……遼一君」

「大丈夫、俺おれに任せて」

「デッキのコマンドを使うのか？　この距きよ離りならその前に殺せるぞ」

　豹パンサーが遼一を睨にらんでいる。

　ａのコマンドを選択すれば、豹パンサーは破は壊かいできるはずだ。そんな危険なコマンドが存在するからこそ、駒ピースは宿主をすべて殺さねばならない。

「使う必要はない」

　遼一は両手を広げて言った。

「人間は消去されるべき世界の秩序を乱す汚れたデータだ……」

　豹パンサーが血を垂らしながら歩み寄った。

「たとえ世界の汚れたデータにすぎないとしても……そこに存在する意味はあるはず。そして、言葉や感情を交わして心を通わせることだって……」

　声が頭の中に聞こえた。奈な々なの声だった。

　──もう少し前、少し左。そう、その場所…………

　遼一は両手を差しだした。

　豹パンサーが斧おのを振り上げた瞬しゆん間かん、遼一は頭上を見た。真まっ青さおな空が見え、屋上から落ちてきたそれは、一直線に遼一の腕の中に飛びこんだ。

　どすんという鈍い音と衝しよう撃げきに、遼一は腰から地面に崩れ落ちた。それでも、腕の中のそれは離はなさなかった。

「馬ば鹿か、無茶すんな」

「馬鹿はそっちだ。そばにいないと駄だ目めだって言ったでしょ」

　ぐったりとしながらも、奈々はにやっと笑った。

　全身に激はげしい痛みを感じたが、それでも彼女の鼓動に安あん堵どした。

「ボロボロじゃないか」

　遼一は血に濡ぬれた奈々の頭をそっと撫なでた。

「尖とがって歪ゆがんでボロボロの私だけど……ここにはすっぽりとはまる気がする」

　奈々は遼一の胸の中で言った。

　ふたりの脇わきでは、胸に剣を突き刺した豹パンサーが血を吐いて崩れ落ちている。奈々が投げた剣が体を貫いたのだ。豹パンサーは剣を抜こうと手をかけたが、諦あきらめたように目を閉じた。
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　遼りよう一いちの手のひらには目を光らせる兎ラビツトがあった。

　光を保つ駒ピースのラストワン。

「プログラムを終わらせるには、駒ピースの光を消すか、特殊選択で……。遼一はどうする？」

　奈な々なが遼一を見た。

「特殊選択コマンドを使う。プログラム終了のほうを。これですべては終わる」

　遼一はそちらを選択した。そんな遼一を奈々が複雑な表情で見つめていた。

　ボタンを押すと、遼一のデッキが外れた。そして、奈々とジェシカの腕輪と足輪もぱかっと外れた。

　──プログラムの終了

　校庭からサイレンの音が聞こえた。スピーカーで避難を指示する声が聞こえ、慌あわただしくなっている。

「……私はなんだったのだろう」

　胸に剣を刺して倒れている少女がつぶやいた。

「ん？」

　遼一は少女の脇わきに膝ひざをついた。

「私は、どこから、なんのために生まれたんだろう……と思った」

「もともと意味なんてないんだよ。俺おれもおまえも、たぶんこの世界を作った何者かが気まぐれに作っただけなんだよ」

　もしも……と、思った。

　もしも、この世界がパソコンのように単純なものだとしたら。

　パソコンの中には多種多様のデータが存在し、その中には増ぞう殖しよくを繰り返し世界を汚染させる人間のようなデータがあるかもしれない。

　そのパソコンの持ち主は、こう思った。この増えすぎたデータを処理するために、そのデータを駆く逐ちくするようなデータを作ろうと。

　きっと、ただそれだけの単純な出来事なのだ。

　遼りよう一いちは少女の頭を持ち上げて、そっと支えてやった。

「……私にも、別の生き方があったのかもしれない」

　少女はそう言い、目を閉じ動かなくなった。

「まずいわ、そろそろ……」

　奈な々なが立ちあがろうとしたが、痛みにぐらりとバランスを崩した。

　そんな奈々の体を支えたのはジェシカだった。

「やっと……終わったんだね……」

　ジェシカは奈々を背中から抱きしめてつぶやいた。

「ええ、もう大丈夫……」

　奈々が振り向くと、ジェシカの肩が震ふるえていた。

「ジェシカ…………泣いてるの？」

　ジェシカの瞳ひとみからはボロボロと涙が流れ落ちていた。

「……どうしてだろ。なんでか止まらないの」

　ジェシカは涙を拭ぬぐうこともせずに首を振った。

「私は間違ってないはずなのに……でも、胸が痛くて涙が出てくる」

「ジェシカは間違ってないわ」

　奈々が泣くジェシカを抱きしめた。

「あのとき──彼が駆け寄ってくれたとき、本当はどうすればよかったんだろう」

「……ジェシカ、泣かないで」

「ねえ奈々、これでよかったのかな。私はこれでよかったのかな……」

　ジェシカは奈々の胸の中で嗚お咽えつを漏もらした。

「もう行かないと。通報から三分以上経たつわ」

　奈々はジェシカの目にキスをして涙を拭った。

　ジェシカを抱きしめながら奈々がこちらを向いた。

「奈々……」

　遼りよう一いちと奈な々なは視線を合わせた。

「君の家族を殺したのはバグだった。そして私もそのバグと同類」

「…………」

「プログラムが終わったから、行かなきゃ」

　奈々は寂さびしげに首を振った。

「じゃあね、遼一君。逃げてあげるから大丈夫」

　痛んで動けない奈々を抱きかかえたジェシカが言った。

「遼一」

　奈々が伸ばした手を、遼一は握ってやった。

「短い間だったけど、君と過ごした時間はまあまあ楽しかったぞ」

　血まみれの奈々がにこりと笑った。

「さようなら、遼一。君の妹になれなかった。でも、本当に君の妹として生まれての、別の生き方があったらよかったかな、ってちょっとだけ思う」

　遼一の手から、奈々の手がするりと外れた。

　ふたりの姿が消えたあとも、遼一はただ立ちつくしていた。

　手の中には光の消えた兎ラビツトだけが残っていた。
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　学校は異様なほどに平へい穏おんを取り戻していた。

　十人ほどの死者を出した出来事は、学校を襲おそった無差別殺人事件と処理され、ニュースを賑にぎわすこともなく、インターネットの海を漂ったあと、ただ消しよう滅めつした。

　放課後の事件で被害者も目撃者も少なくすみ、事件に関わった生徒には心理的なカウンセリングが行われたりとケアがあった。それらは過去の遼りよう一いちと同じように、嫌な記き憶おくをロックするものだったのかもしれない。

　もうすぐ夏休みだった。夏休みが始まれば、きっと生徒たちからは嫌な記憶の断片すら消え失うせるだろう。フラッシュバックに悩まされる程度だ。

　授業を終えてぼんやり外を見ていると美み穂ほが近寄ってきた。

「奈な々なちゃんがいなくなって寂さびしくなったね」

　美穂が言った。

「そうだな」

「たまには遊びに来てくれるといいね」

　美穂の記憶の中では、奈々は再び伯父おじの元に戻ったことになっているはずだ。

　それでも、美穂はたまに真実を知っているかのように寂しい表情をするときがあってどきりとする。いや、すべてを知っていて、そう言っているのかもしれない。

　遼一は、部活のために教室から出ていく美穂の後ろ姿を見て距きよ離りを感じた。

　再び美穂との間に広がった距離だった。いや、もともと近づいてもいなかったのだ。遼一と美穂の間に奈々がいて、距離が近づいたように錯さつ覚かくしていたにすぎない。奈々がいなくなった今、すっぽりとその隙すき間まが空あいているだけだった。

　遼一は鞄かばんを手に取ると教室から出た。帰る前に南校舎の壁を見ていく。あれだけ苦労して勝ち取った南壁だが使うことはなかった。今は元どおりバスケットボール部が占せん拠きよしている。

　奈々との記憶は、遼一にとっても遙はるか遠くのものとなっていた。

　ため息を吐いて、校門に通じる桜並木に出たとき、ひとりの女子生徒を見かけた。ライトブラウンの髪をなびかせる彼女は、こちらを見てにこりと微笑ほほえんだ。

「ハロー」

　手を上げたのは制服姿のジェシカだった。ジェシカはスキップを踏むように遼一に近寄ってきた。

「久しぶりだね」

　ジェシカは変装の小道具だろう鞄を両手で持ちながら、遼一に身を寄せた。

「どうした？　学校に編入してきた？」

「残念だけど違うよ。私は今、天使の見習いをやってます。どっちでもよかったんだけどねえ。救済者セーバーでもバグでも。でも、まあ天使のほうが楽しそうだから」

　ジェシカは言った。

「あと、それで知ったことを説明してあげようと思って」

　ジェシカは遼りよう一いちに寄り添うようにして歩きながら説明をした。

　天使の牙きば──駒ピースのこと。

　寄生プログラムに感かん染せんした少女は蛹さなぎ状態のままトランクに隔かく離りされ救済者セーバーが確保する。その後、選別された宿主の元に配られる。プログラムのためだ。

「人間は力を借りる対価として少女を天使たちに差しださなきゃいけない。少女はチシャ（ラプンツエル）の代だい償しようとして塔の上に閉じこめられ、王子様が登ってくるのを待っているの」

　トランクの中に閉じこめられた少女は、箱を開ける宿主を待っているのだ。そして、宿主のもとで学習をする。人間について、人間社会、コミュニケーション方法、戦せん闘とう、人間の食い方。

　そして、プログラムを勝ち抜いたエリートが天使となる。いや、天使か悪あく魔まかを選択して飛び立つのだ。

「バグはね、宿主からのエネルギー供給がないから、絶えず人間を食い続けないといけないの。人間社会の大きな問題点だって。対処法がないからね。女の子の格好してるから見分けがつかないし、もしも年とし頃ごろの少女たちの中にバグが紛まぎれてます、なんて公表したら社会が大パニックになる。要するに対処法は救済者セーバーだけ。だからこそ儲もうかるんだよね」

　ジェシカは笑った。

「救済者セーバーは食わなくていいのか？」

「コミュニティーに特殊な能力を持ったお姫様がいるの。救済者セーバーになったらそのお姫様と契約をするんだ、宿主の代わりにね。そうすればエネルギーの供給は大丈夫。禁止されてるけど、まあ、食べることもできるらしいよ」

「ジェシカにだったら食われてもいいけどな」

　遼一の言葉に、ジェシカは肩をすくめて立ち止まった。

「気づいているだろうけど、大事なことは、このプログラムのプレイヤーは君じゃなかったってこと。私たち駒ピースのプログラムだった。私たちはプログラムの道具じゃない。プログラムの道具はあなたたち宿主の人間のほうだった」

　天使のプログラムなのだ。天使の牙は、与えられた道具を駆く使しして天使を目指す。そんなゲームに遼一はプレイヤーではなく、生いけ贄にえとして巻き込まれたのだ。

「このプログラムは人間社会にも認知されてるの。もちろん表向きは救済者セーバーを作るシステムとしてね。そして、ゲームを勝ち抜けなかった不完全な駒ピースは消しよう滅めつし、また、すべての生贄は死ぬか食われる」

　ジェシカは横目で遼一を見た。

「でもね、生いけ贄にえが生き残る方法もあった。救済処置として生き残るルートがたったひとつだけ設定されていたの。……それは駒ピースを殺すこと」

　ただしゲームの序じよ盤ばんに駒ピースを失っては駄だ目めなのだ。デッキを持った宿主の居場所は容易たやすく知られ、他ほかの駒ピースに殺される。特殊選択コマンドもからんで、宿主だけでも他の駒ピースにとっては脅きよう威いであるからだ。特にレベル７の指定の駒ピースを破は壊かいするというコマンドがあるため、確実に宿主は殺しておかなければならない。

　しかし、終盤になって駒ピースを殺すのも不可能だ。その頃ころには、彼女たちは学習しており、すでに宿主は道具と化している。

「唯一の方法は、特殊選択レベル７の駒ピース破壊で自分の駒ピースを殺すことだった。そうすれば、君は助かったよ。あのときプログラム終了じゃなく、奈な々なを殺せばよかった。あのプログラム終了コマンドはトラップだった」

　遼りよう一いちははっとした。校門に小さな少女の影を見た。制服姿の奈々が、距きよ離りを置いてこちらを見つめている。

「そう、プログラムはまだ終わっていないの。だって、彼女のプログラムだもん。本当に終わらせるには宿主を食べないといけないから」

　ジェシカはそう言った。

「戻ってくると思ってたよ」

　遼一は奈々を見つめた。尖とがって歪ゆがんでいる奈々というパズルのピースは、同じく尖って歪んでいる遼一から離はなれることはできないのだ。──遼一を殺すまで。

「君は間違ってたよ。だからこうなった」

　ジェシカが小さく首を振った。

「そうだな。確かに間違ってた」

　あの選択は間違っていたかもしれないが、それでも後悔はなかった。

「……ねえ、助けてあげようか。一緒に逃げてあげてもいいよ。私が逃がしてあげる」

「なんで？」

「君と奈々の関係がうらやましかった。宿主を食べたときの胸の痛みがまだおさまらない。もしも、あのとき私を助けようとしてくれた彼の感情を理解できていれば何かが変わってたかもしれない。君たちふたりを見て気づいたの。君は間違ってたけど、たぶん私はもっと間違ってた、って」

　プログラムの成功者であるはずのジェシカの表情は曇くもっている。

「だから思ったの。やり直せないけど、でも……」

　ジェシカは透明感のある表情を空に向けた。

「私は未いまだに人間が言う感情がよくわからない。どんな物質なのかわからないけどそれがほしかった。きっとそんな感情を持ったら、自分自身の存在の醜みにくさに耐えられないかもしれないけど、それでもほしい。君なら教えてくれるかもって思った。奈な々なが教えてもらったようにね」

「そんな感情を知ったらどうしたい？」

「わからない。でもテレビゲームでもアニメでも、恋愛をしている女の子は楽しそうだった」

　ジェシカはそっと遼りよう一いちの手を握った。

「あっちに行かないで、一緒に向こうの門から行こう」

「俺おれ、行かないと」

　遼一は、奈々の表情を見て小さく笑った。

「行ったら……殺されちゃうよ」

「それでいいよ」

　遼一はゆっくりと奈々に近づいた。これ以上失うことはできなかった。今まで、ずっと失うことを恐れて、手に入れることを拒こばんでいた。

「ねえ、君は殺されること、怖くないの？」

　並んで歩くジェシカが聞いた。

「怖いよ」

　しかし、もう恐怖も放ほう棄きしない。すべての感情を受け入れようと決意していた。

　歩きながら思った。今歩くこの道が、大事なものを守るために歩む真実だと。今までただぼんやりと歩いてきた道とは違い、自分の意思で歩いている。相あい沢ざわ遼一として道を歩いているのだ。

　ああ、やっと本当の自分を取り戻せた、と、思った。

　校門に着くと、奈々が遼一を睨にらんでいた。

「奈々を選んじゃったね」

　ジェシカが言った。

「当然だ。私の涙を見て心を動かされなかったら最低だぞ」

　奈々はごしごしと涙を拭ぬぐいながら言った。そんな奈々を見て、これでよかったのだと思った。大事なものを失わずにすんだのだ。

「くそ、最初は遼一を誘い込むために泣いてみたのに止まらない……」

「なあ、奈々は俺を食って、天使と悪あく魔まのどっちになる？」

　遼一は聞いた。

「どっちにもならない」

　奈々は首を振った。

「でも、俺を殺さないと……」

「殺さないことにした」

「人間なんて奈々にとって物じゃないか」

「そうよ。物だよ。私にとっての道具にすぎない」

　奈な々なは未いまだに涙を流している。

「自分の存在の意味をずっと考えていた。でも何も見つからなかった。私は天使でも悪あく魔までもなく、君の妹でもなく相あい沢ざわ奈々でもない。この先もたぶん自分が誰だれだか見つかることはないわ。──だから思ったの」

　奈々は涙を流しながらも笑ってみせた。

「生きるってことは道を歩くだけで意味のないことかもしれないって。でも、どうせ道を歩くなら、お気に入りの靴くつを履はいて綺き麗れいな色のパラソルをさして楽しく歩きたいじゃない」

　湿った風に揺れる木々の並木道を陸上部が列を作って走っている。校庭の運動部の喧けん噪そうに紛まぎれて学校のチャイムが鳴り響ひびき、どこからか飛んできた雀すずめが奈々の肩にとまりチュンチュンと鳴いた。

「じゃあ、また一緒に暮らすか？」

　遼りよう一いちは聞いた。

「仕方なく一緒にいてやるんだぞ」

　奈々は遼一にもたれかかって言った。

「……いつでも殺せるように、ずっとここにいる」

　奈々は遼一の胸の中で目を閉じた。
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　あとがき




　ここで発表することではないのですが、僕の担当編集さんは美人です。

　ところが、雨が降れば仕事に行きたくないと電話をかけてきたり、一緒に飲みに行けば注文が面倒らしく「メニューの上から十個持ってきて」と適当なオーダーをし、次の日は二日酔いで仕事を休み、「アスキー・メディアワークスの社屋、北千住に引っ越すことになったから次からそっちに来てね」とか噓うそをついたりします。

　正直なところ、たまに本気でムカつくときがあります。

　そんな気持ちが伝わるのか、編集さんはとても僕に冷たいのです。

　小説を書く前にプロット（筋書き）を打ち合わせに持っていくのですが、

「あんたのプロット、無む駄だに長くて読むの疲れるし、性的シーンばっかり書いてあるし、その音読を強要するし、コーヒーこぼして汚れてるし、こんなの受け取れないわよバカ、ヘボ、パンストフェチ、グズ、セクハラ野郎、くそったれ」

　と、プロットを投げ捨て罵ば倒とうします。

　その日は険悪な感じのまま、帰る間際に僕宛あてのファンレターをいくつかもらったのですが、女の子の手紙ってファンシーで小さな封筒に入ってるんですよね。

　それを見てはっと気づいたんです。

　次の打ち合わせでは、プロットをファンシーで小さな封筒に入れて出すことにしたのです。

「……あれ、なにこれ？　え、プロット？　こんな感じで受け取ると照れちゃうわね。うん、わかった、ちゃんと読んでおくから。あと、この前ゴメンね。私、ちょっと言いすぎちゃったかもしれないよね」

　と、編集さんは受け取ってくれました。ぎくしゃくしていた険悪な関係も少しだけ解消されたような気がします。




　ということで、この場を借りて小さなファンシー封筒でお手紙をくれた方にお礼を言わせていただきます。おかげで本を出すことができました。

　がんばって小さなファンシー封筒で返事を出したいと思います。
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞〈金賞〉を受賞し、念願の作家デビュー。ベランダで雀にエサをあげてたら、30羽くらいから催促を受けるようになり、ガタピシのネタとしてささやかな意趣返しを……!?
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植うえ田だ亮りょう

イラスト描いたりゲームの原画とか背景描いたり色塗ったり……、いろいろとマイペース気味でやってます。
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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